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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　もう六十年近くも経たつのだろうか。そんな昔に見た場所だった。

　ひどく埃ほこりっぽい部屋。自動車の整備工場のような。いや、まだ悪い。穴倉に工具と機材を持ち込んだだけの。敗戦を間近に控ひかえて、取って付けたようなその開発室。

　自分達のようなエリートには、あまりに似つかわしくない……そう思っていた。

「どうだいこいつは」

　自分と同じ年とし頃ごろの青年が一人、嬉き々きとしてそれを眺ながめる。彼は、自分たちが装そう甲こう板ばんと呼んでいるブリキの──ジュラルミンどころか鉄ですらない──曲面の付いた板を、細密な、人型に似た骨格に張り合わせた。

「おい、Ｂ。なにふてくされてるんだ？　もうすぐ完成だぞ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい……こいつに戦せん闘とう能力を持たせてなんになる。なあ麻生あそう、いずれこの国は負けるんだ。同期の桜は何人散った」

　麻生の手が、ぴたりと止まる。そうして寂さびしそうに笑うところを見れば、この人形の完成を心から喜んでいるわけでは無いようだった。

「さあ。数えたことなんてないさ」

　首を傾かしげると、また手を動かし始める。Ｂはそれを見て、そして床ゆかに落ちている『五角形』の粗そ悪あくなナットを見て。苛いら立だちを吐はき捨てた。

「こんなくず鉄の人形一体で、どうして戦争に勝てるもんか」

「ははっ。そんなことは上の人間だって百も承知だろうさ。それでも、やらなきゃならないだろう。負けて全すべてが終わるわけじゃない。その後の……未来がかかってる」

　麻生の声を聞きながら、Ｂは目の前のロボットの頭をこんと叩たたいた。そして彼と同じようにしゃがみ込み、手近にあった工具を拾い上げる。

「無条件降こう伏ふくか」

「それだけは避さけなきゃならない」

　そうだな──声には出さず、Ｂは頷うなずく。

　と、麻生は続けてからかうような笑え顔がおを見せた。

「しかし、君の非国民ぶりは筋金入りだな、Ｂ」

「いい加減そのあだ名はやめてくれ。とくに、君に言われると腹が立つ」

「ははっ、そいつは悪かったな。原はら田だが言い出したんだったか……そう言えばあいつは」

「今日だ。今いま頃ごろは鹿か児ご島しまで水みず杯さかずきだろう」

　それから少しの間、無言の作業が続いたが、長くは続かなかった。すべき事を全て終えてしまったからだ。

「よし、完成だ。[image: No.]１００８ａ─Ｔｙｐｅ・Ｇ……テトラ・システム」

　背中のハッチを下ろした麻生が得意げに言ったのを、Ｂは軽く皮ひ肉にくった。

「敵国語ばかりじゃないか、愛国者」

「かまうもんか。誰だれも聞いちゃいないさ」

　いたずらな笑顔を二人で浮うかべる。そしてどちらともなく、今しがた造り上げた異形の、鋼はがねの戦士を見た。

「救国の英えい雄ゆう……こいつは、この国を守れるのかな」

「守れるさ。ああ、きっと。俺たちが造ったんだ。そうだろう、Ｂ──」







「む……」

　目を覚ませば、そこにむき出しの地面などはなかった。零ゼロ戦せん工場からのお下がりの工具の代わりに、先進の工作機械と新しん鋭えいコンピューターが所ところ狭せましと並んでいた。

　自分の、ラボだった。

「……ふん。嫌いやな夢を見おったわ」

　ぼさぼさの白はく髪はつをかきむしってひとりごちる。さても、寄る年波には勝てないものか。徹てつ夜やの最さ中なかにまどろんでしまっていたようだ。あの小こ娘むすめにじじいじじいとけなされるのも無理はない。

　と……首こうべをめぐらせるうち、夢で見たのと変わりないロボットが一体。部屋の中央で所在なさげにたたずんでいるのを見つけた。

「お前を起こしたせいかのう。あれから麻生は空くう襲しゆうで焼け死に……そのときわしはこの足を失った。のう、テトラよ。結局お前がなにもせぬうちに戦争は終わったのじゃ」

　じじ。たたた。ロボットは頭の辺りから細かな音を立てる。それにつられて、Ｂの傍かたわらにあるパソコンのモニターに簡単な単語が並んだ。

「ふむ。やはりパルス信号のほうがよいようじゃ。いまどきモールス信号ではのう」

　見た目は同じだが、外装はチタンやタングステン等の合金に。連れん絡らく用のモールス信号の発光器は取り外し、パルス発信器を取り付けてある。

「待っておれ、すぐスピーカーもつけてやろう」

　五十余年来の大改造、駆く動どう系けいからセンサ、電装、兵装まで……手を加える余地などいくらでもある。Ｂは、すぐに作業へと没ぼつ頭とうしていった。
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　私立九重ここのえ第二高校の二年生で、美人といえば。

　そんな質問の結果、まず五本の指に入る愛らしい少女がぐっすりと眠ねむっていた。

　机の上で。

　日も、いい感じに傾かたむいている六時間目の、授業もそろそろ終わろうかというところ。明日は土曜のお休みということもあって、クラス全体がどこか浮うわついたような雰ふん囲い気きであった。

「与よ謝さ野のさーん」

　が、少女──与謝野緋ひ奈なの寝ね顔がおの愛らしさは金曜日だろうが月曜の一限目だろうが変わりない。西日を受けてきらきらとツヤを示す、背に伸のびた癖くせのない黒くろ髪かみ。見る者に安あん堵どを与あたえる寝顔。人間、寝てればそれなりに幸せなのかなー、と誰もが思ってしまうような。

　だが、教師という人種は意地でもそんなことは考えないものだ。

「与謝野緋奈さーん」

　担任の小こ張ばり春はる奈な先生は、病院で看護婦さんが出すような努めて優やさしい声をかけながら、とことこと緋奈の席までやってくる。

　緋奈がチャイム間ま際ぎわに起こされるのは、このクラスにとってはまあ風物詩のようなものであった。しかし茶さ飯はん事じではなく風物詩なので、クラスメートも毎回ながら注目する。

　ガンテツじじいの異名を取る岩いわ田た先生であればゲンコツ一発で終わりなのだが。

　さて、春奈先生はというと。

　その幸福に満ちた寝顔が気に入らなかったのか、キューティクルな髪がねたましかったのかは知らないが、一度頰ほおを引きつらせ……また笑え顔がおを作る。

「朝よー」

　起きない。

「火事よー」

　起きない。

「五番目の刑けい」




　がたんっ!!




　椅い子すを蹴けって立ち上がった緋奈が、直立不動になっていた。はぁはぁと息を乱しつつ、皿のように目を丸くして。

「はーい、最後の挨あい拶さつぐらいしっかりしましょうねー」

　教きよう壇だんへ戻もどっていく春奈先生は笑顔だった。しかしあの一いつ瞬しゆん、きらめいたメガネの奥に殺意を垣かい間ま見みたのは気のせいだろうか──生徒達の誰だれもが自問する中。

　ひどく顔色の悪い緋奈だった。







（あー……嫌いやな汗あせかいたな……）

　ぺたぺたと自分の額を拭ぬぐいつつ、緋奈は溜ため息いきをついた。英語は苦手だったが、春奈先生の授業は寝るべきではない。いつもながらそう思う。

　差し込む西日に冴さえてしまった目を細め、今日もいい天気であることを再確かく認にん。校庭の陽ひだまりには早くも運動部員達が繰くり出して、ストレッチやらランニングやらおっぱじめている。

　そんな様を眺ながめながら、近ごろ再び重くなった鞄かばんを手にする。彼らが毎日飽あきもせず、各おの々おのの部活に精を出すように……緋奈もまた、性しよう懲こりもなく文芸部室へと向かおうとした。

「与謝野」

　教室の出口へ向き直ったときである。そろそろ聞き慣れた声が緋奈の背中を呼び止めた。

　振ふり返ったところに灰色の髪の少年が、いつもと変わらぬ無表情で立っている。

　羽は隆りゆうユキ。緋奈の当面の敵である狂きよう気きの科学者、ミスターＢが造り出したアンドロイド。だがそんなことは緋奈と一部の人間ぐらいしか知らないことで、その髪の色や端正な目鼻立ちからハーフの帰国子女ということになっていた。

　ついでにそのいきさつ上、緋奈の奴ど隷れいである。

「なんだ？」

「少し、いいか」

　彼はほとんど感情を表にしないのだが、同じ無表情のなかに小さな差異があることは、会話するうちにわかってくる。今回はどちらかと言えば、思いつめているとか、悩なやんでいるとか……初めて会ったときと同じ顔をしていた。

「頼たのみがある」

「なんだよ、あらたまって」

「なんと言えばいいのか……うまく、説明できないが」

　まだ社会というものに慣れきっていない彼は、正直言って口下手だし、場の空気を読めないところもある。その実直さが魅み力りよくでもあるのだが、さりとて──。

「どうした？　説明しにくいのか？」

「デートしよう」

　さあっ──と。

　あれほど騒そう々ぞうしかった金曜日の放課後に、一いち陣じんの風に吹ふかれたように沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「……思いっっっきりよくわかった」

　実直すぎるのも考え物である。

　ひどく疲つかれた面おも持もちで前まえ髪がみをかき上げた緋奈。彼がこのクラスに来てからだろうか。周囲のひそひそ声とか、好こう奇きの視線だとか、そんなものはもうどうでもよくなっている自分に気づく。

「んで、いつがいいんだ？」

「今からだ」

「へいへい。んじゃさっさと行くか」

　緋奈は鞄を肩かたから下げるようにすると、言葉どおりさっさと教室を後にした。おっつけ、ユキも歩き出し……そんな二人を、クラスメートらは妙みような納なつ得とくをもって見送った。

　奴隷だし。

　と頭の中で考えて。







「ニュース！」

　がらりと開いた部室のドアから開口一番、栗くり色いろの髪の少女がはしゃぎながら入ってくる。が、彼女──渡わた部べ由ゆ香か利りは部室をくるりと見回してきょとんとした。

　いつもどおり部室で暇ひまを持て余していた牧まき田た清せい次じは、緋奈の幼おさな馴な染じみである渡部由香利に向けて率そつ直ちよくな疑問を投げかける。

「どうしたの？」

「鈴すず野の君は？」

「まだ来てないけど……ニュースってなに？」

「うーんとね、牧田君に教えてもあんまり面おも白しろくないかな」

　どうにも蚊帳かやの外らしいので、清次は追つい及きゆうしたりせずに軽く肩をすくめた。

「牧田君、聞きたくないの？」

「だって僕が聞いても仕方ないんでしょ？」

「仕方なくはないけど……知りたくない？」

「う……ん。あんまり」

　先日彼女に引きずり回され、緋奈に小こ突づき回されたことを思い返せばこそ、清次は首を横に振る。

「……牧田君、冷たい」

　由香利はちょっとふてくされたようだった。

　そこへ。

「おーす、元気か清……」

「ニュース！」

　笑え顔がおを取り戻もどすなりくるりと振ふり返った由香利。やってきた鈴野圭けい一いちへ向け、人差し指を突きつけた。

「なんやねん藪やぶから棒に」

　親の会社の都合でこちらに住んでいる圭一は、自前の関西弁とともに眉まゆをひそめる。

「ニュースだよ、ニュース！　聞きたい？」

　はあ？　といぶかりつつ、圭一はひとまず由香利の脇わきをすり抜ぬけ、長机に鞄かばんを置いた。

「聞いておいた方がいいと思うなぁ」

「せやから、なんやって。清次、聞いたんか？」

「ううん……鈴野君に聞かせたいんだと思うよ」

[image: ]

　言いながら、清次は──由香利はとてもタチの悪いところがあることを思い出す。えてして恋れん愛あい関係で。そして今回も、多分。

「そいで、ニュースってなんやねんな」

「では発表しまーす……」

　もったいぶって、咳せき払ばらいを一つ。

「緋奈が、羽隆君とデートだって！」

　しばし沈ちん黙もく。

「……ええんやないか、別に」

　意外にも平然と受け流した圭一。だが、それも言葉の上でだけ。

　彼はカタカタと。

　言っては悪いが面白いくらいに震ふるえていた。

「さーどうするの鈴野君！　不安だなー。心配だなー」

　圭一が緋奈に好意を持っていることは、清次も知っている。由香利は恐おそらく、この圭一のリアクションを楽しみにしてたのだろう。

（ちょっと、悪あく趣しゆ味みだよね）

　由香利ここぞとばかりに意地悪な笑み……笑いを抑おさえ切れないような、そんな笑顔を浮うかべている。今度は夢見る少女のように手を組み合わせ。

「ああ、こんな事をしている間にも二人は仲のいい夫婦みたいに寄り添そって歩くの……」

　あの二人に限ってないだろうな、と清次は冷静に考えたが。

「今日はどこへ行きましょうか？　映画館？　そうね、それもいいわ。私たちみたいなとびっきりのラブロマンスを見るの……」

　そもそも与謝野さんはそんな言こと葉ば遣づかいしないし。

「映画がクライマックスに向かうにつれて二人の心もヒートアップ。お互たがいがお互いを意識して、どちらからともなく触ふれ合う、手と手……」

　由香利、あおるあおる。

「君の手、暖かいね。知ってるかい？　手は心の温度を伝えるということを」

　声を低くして男の役までやりだした。ユキは緋奈以上にこんな喋しやべり方をしないと思うが……一人二役をこなしてまであおる由香利。

　しかし清次は由香利の一人ひとり芝しば居いが面白そうなので黙だまっていることにした。

「ええ、知っているわ。だからあなたの手も暖かいのね」

　人間の仕組みとしてはどちらかが暖かいと感じればどちらかは冷たいはずなのだが。

「ねえ……どうして私の手が暖かいか、知ってる？」

　冷たかったら死んでるって。

　由香利が立ち位置を変えた。

「さあ、どうしてかな？」

「それはね。あなたを思うと、心が温かくなるから……」

「……じゃあ、僕の手が暖かいのもきっと同じ理由なんだね。唇くちびるはどうかな？」

　バカだよこの二人。っていうか渡部さん。

「そんな、恥はずかしいわ。こんなところで……」

　もういいよ。いいから映画見なって。クライマックスじゃなかったの──。

　清次が内心でさんざツッコミまくってるうちに、はたと由香利が我に返った。あれ？　と呟つぶやいて部室の中をきょろきょろ見回す。

「……鈴野君は？」

「とっくに与謝野さんたちを追いかけてったよ」

「どっ……どうして早く言わないの!?」

「言っても聞こえなかったと思ったから」

「もう、牧田君知らない！」

　部室を飛び出ようと由香利がドアを開ける。

「あ、渡部さん」

「なに!?」

「…………ベタ過ぎ。ていうかベッタベタ。もう少し広い視野を持った方がいいよ」

　それを聞いた由香利が、顔を真っ赤にした。

「き────っ！」

　余計なことを言うべきではない。

　それがこの日の、清次の教訓になった。







　アーケードで緋奈とユキを見つけてから、三十分ほど経たったのだろうか。咲さき枝えだ公園に向かっていると思われる二人を、圭一は……悪いとは思いつつも尾び行こうしていた。やはり気になって仕方が無い。

「お似合いのカップルなんだけど……」

　いつの間にかついてきた由香利が、不満そうに呟つぶやく。その後ろには、なぜかズタボロになったまま無言の清次。車にでもはねられたのだろうか？

　ともあれ二人ともいつもどおり。ユキはいつもの無表情、緋奈はいつものつまらなそうな顔。どうしても楽しそうに見えないのだ。

「『破局寸前なのを二人ともわかっているけど、まだ別れてない以上一いつ緒しよに歩くのは義務』みたいな……」

　由香利が持ち出した妙みような例えが、やっぱり妙に当てはまっている。

　それを見た圭一は、部室では居ても立ってもいられなかったが──今ではほっとしていた。それはときどき聞こえてくる会話の断だん片ぺんに、より一層裏打ちされる。

　話題は政治、経済、宗教……今は哲てつ学がくか何かだろうか。色気もそっけもない。

《この地球は私たちだけのものではありません。この生命溢あふれる星を脅おびやかす原子力発電は──》

　街頭でスピーカー片手に切々と訴うつたえる市民団体。近く、内うち島しま見み原子力発電所に核かく燃ねん料りようが搬はん送そうされることを嘆なげいていた。律りち儀ぎにも、原発反対のビラを受け取った緋奈とユキ。ともすれば、議題はすでに原発に移っているらしかった。

「ある意味最強のカップルやな」

　自分の恋こい心ごころはさておいて、それが圭一の率そつ直ちよくな感想。すると、忘れかけていたことを清次が口走る。

「でも敵同士なんだよね？」

「あー……確かにせやったな」

　ややあって、緋奈とユキは咲枝公園に到とう着ちやくした。そして追つい跡せきする三人の予想通り公園内に入っていく。

「おいおい……。こんなん高校生のデート言えるか。帰り際ぎわに公園寄っただけやないか」

　由香利のニュースを聞いて、はらはらした自分が無む駄だに思えてきた。

「でもこれから何かあったりしてねー」

　意地悪な由香利の声と、その視線。

「はっ。んなわけあるかい」

　三人は公園の入り口でしばし待ち……二人がベンチに落ち着いたのを確かく認にんすると、見つからないように大きく迂う回かいして、その背後の植え込みまでやってきた。

　が──。

　二人は数メートル先のベンチで、環かん境きよう問題についてひたすらに討論している。ＮＨＫ教育あたりに推すい薦せんしてやりたいくらい。

　恐おそろしく──つまらない。

　それはもう、眠ねむってしまいそうなほど。

　というより。

　いつしか圭一は木の幹にもたれたまま、ほんとに眠ってしまっていた。







（鈴野君……！）

「んぁ？」

　肩かたを揺ゆすられて目を覚ますと、あたりはもう薄うす暗ぐらくなっていた。

「大変だって……！」

　と、目の前には切せつ羽ぱ詰つまった清次の顔。

　その隣となりには、胸むな元もとできゅっと手を握にぎり締しめた由香利が向こうを見て目をキラキラさせている。

「なんや。どないした？　あいつらまだ喋しやべっとん……」

　さあ、いよいよ頭の中が冴さえてくる。いや、頭の中を直接ぶん殴なぐられて無理やり覚かく醒せいさせられたような。

　何が起きたか知らないが。

　緋奈が、ユキの方を向いて目を閉じていた。

　ユキは、その緋奈の顔を見つめている。

[image: ]

（これは……さすがに、シャレに……！）

　とは思う圭一。しかしいまさら何をすればいいのか。邪じや魔まをするのは簡単だが、それではあまりに自分が情けない。とりあえず必死になって起こしてくれた清次に、感謝半分、しかしこんな場面を見せられて恨うらみ半分……。

　そしてどうすることも出来ぬまま、そのときはやってきた。そう、二人の唇が触ふれ合おうかというその瞬間。

　しゅつ。

「あ……」

　由香利がとぼけた声を出す。なぜか緋奈の顔の前にユキの顔はなく……代わりに香こう水すい瓶びんのような小瓶から、なにか薄い色のガスが緋奈に向かって吹きつけられていた。

　緋奈は目を閉じたまま、こてん、とベンチに横たわる。

　それを確認したユキは自身の制服の襟えりをめくると、その裏についていた小さな黒い──マイクだろうか。それに向かって述べた。

「ポテトは、Ｓ。これよりテイクアウトする」

　あとはぐったりした緋奈をゴザかなにかのように肩に背負うと、空いた手で自分と緋奈の鞄かばんとを取り上げ、その場を離はなれていく。

「えっと……」

「つまり……」

　長い間を置いて、由香利と清次がそれぞれ呟つぶやいた。

「ドアホ、さらわれたんやっ！」

　言うが早いか地面を蹴ける圭一。

「あ、待って！」

　続いて由香利が植え込みから飛び出してくる。

「おう清次、みゅうちゃんに連れん絡らくせえ！」

「う、うん！」

　清次の慌あわてた返事を背に受けながら、走る。しかしさすがアンドロイドと言うべきか。いくら少女とはいえ人ひとり担かついでなお速い。

　再びその姿を見つけたところは公園の出口。ユキは停車していた大おお柄がらなピックアップトラックの後部座席に、緋奈の身体からだを投げ込んだ。

「待って！」

　日ひ頃ごろから合気道の鍛たん錬れんを積んでいる由香利がその脚きやく力りよくをして圭一を追い越こし、一足先に追いすがる。

（よっしゃ！　ゆかりんなら押さえられる……）

「さらうなら私をさらって！」

　圭一、こけた。

　わざとではないので、走る勢いのまま思いっきり転がった。

「あほかっ!?」

　ツッコミを入れて起き上がったときには、同じく小瓶の一ひと吹ふきで「こてん」となっていた由香利。やはり後部座席に投げ入れられる。

　そしてユキは助手席へ。

「待たんかいコラ！」

　憤いきどおってみたものの、応こたえたのはユキではなく運転席にいた美人の女。彼女はいたずらっぽい笑えみで軽く手を振ふると、時を同じくして車を発進させていた。

「……今の……ホワイト……か？」

　ともあれ、車と人間の足では勝負にならない。圭一はそのテールランプを見つめたまま呼吸を整えた。それが彼方かなたの交差点に消える頃。

「緋奈！　緋奈はどこですかっ!?」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。緋奈にエンジェルナイトとしての力を与あたえた天使ミウルスが──ツッカケ履ばきで買い物かごを提さげたまま現れた。

「みゅうちゃんか。えらい早かった……っちゅうかなんちゅーカッコや」

「家政婦さんに頼たのまれて商店街で買い物を……いえ、それより緋奈は!?」

「あかんわ。さらわれよった」

　首を振ると清次もやってくる。

「はあ、はあ……渡部さんは？」

　彼女と、圭一の置いていった鞄とを、自分のそれと一いつ緒しよに抱かかえた清次。

「ん～。なんちゅうか、一緒にさらわれよった」

「そんな、由香利まで!?」

　由香利の発言を聞いた後だからこそ、ミウルスの装よそおった危機感が妙みように心ここ地ちよい。

「あいつら車用意しとったわ。ユキの奴やつ、はなからそのつもりやったんやろな。単車があれば追いつけんこともなかったんやけど」

　そのバイクはと言えば、いつもどおりゲーセン裏に停とめてある。

「そうなのです……車さえあれば……」

　ネギの飛び出た買い物かごの取っ手をぎゅっと握にぎり締しめるミウルス。

「でも……」

　清次が……圭一も薄うす々うす感じてはいたが。

「あの二人だったら大だい丈じよう夫ぶそうな感じがするよね」

　そんな身も蓋ふたもないことを言った。







　──一時間後。

「……で？　由香利も捕つかまったのか」

　多分、ミスターＢの研究所の一部なのだろう。だだっ広い倉庫のような場所に宙ちゆう吊づりにされたまま、緋奈はどうしたもんかと頭を抱えたくなった。

「だって緋奈ばっかりずるいよ。魔ま法ほう少女なのに、お姫ひめ様さま気分まで味わうだなんて……」

　隣となりで同じようにぶら下げられた彼女を見ながら、緋奈はゆっくりと、大きく大きく息を吸い込んだ。

「あ・ほ・かっ!!　あたしが捕まってるのに誰だれがお前を助けに来るんだ！」

「……あ」

　それはそれは間ま抜ぬけた声を出した由香利。その口の形のまま乾かわいた笑い声を上げ、目を逸そらす。

「でもほら、ミウルスさんも鈴野君もいるし」

「あの二人でユキとじじいのロボットに勝てるのか？」

「……牧田君とか」

「あいつは論外だ」

「……」

「……」

「……緋奈、今ひどいこと言わなかった？」

　今度は緋奈が目を逸らした。

　そこへ。

　それぞれ色の違ちがう仮面を着け、ライトグレーの制服に身を包んだ一団──仮面の騎き士しが現れる。ホワイトを除いた四人の男たちは、入り口の扉とびらをくぐるなり歓かん喜きの声を上げた。

「おおっ!?　ほんとうにラピティアが捕まってるぞ！」

「うはは、手も足も出ないとはこのことだな。いい気味だ！」

　彼らは口々にそんなことを囃はやし立てたが、ホワイトだけが何の感かん慨がいもなさそうにたたずんでいる。

「いまのうちに仕返ししておくか」

　顎あご先さきに手をやり、にたりと笑うレッド。

「それがいい。で、どうする」

　腕うで組ぐみする長ちよう髪はつのブルー。

「……女子高生だしな」

　つぶやく茶ちや髪ぱつのイエロー。

「縛しばられてるし」

　うなずく短髪のグリーン。

　そんな言葉を聞き終えて紅一点のホワイト。

「……先せん輩ぱいたち、なにか洒しや落れにならないことを考えてないでしょうね」

「は!?　そ、そんなことはない。我々は悪ではないのだ！」

　レッドの弁解に彼らはうんうんと頷うなずいたが、ホワイトはぼそりと吐はき捨てた。

「どうだか」

「な！　なんだと、失礼な！」

「ほっとけ、レッド。彼女たちが女子高生だから」

「ああ、そうか……『若い』からな」

「どこかの誰かと違って『若い』」

「あー、若い若い」

　今度はなぜか、由香利が怒おこりだした。

「ちょっと！　そういうの失礼だと思う！」

「……いいんです、事実ですから。ああ、ところで先輩たち。ちょっと来ていただけますか？」

　ホワイトは言い残して、先に入ってきたところとは別のドアへ消えていく。

「……あそこは用具室だろう。あんなところに何の用があるんだ？」

「博士に言われたんじゃないか？」

　四人は首を傾かしげながらホワイトを追ってその部屋に向かった。

「由香利、なに怒ってるんだよ」

「だってひどいじゃない。歳としを取るなんて誰にもどうにも出来ないことなのに、それを馬ば鹿かにしたみたいに……」

「べつに、敵同士の仲間割れだろ。かえって好都ご……」




　どこっ！　ごっ！　がご！　がごっ！！




「……」

「……」

　音のした方──五人が入っていった部屋から鈍にぶく、重々しい打だ撃げき音おんが響ひびいてくる。緋奈は由香利と顔を見合わせたまま、しばし無言になった。

　少しして、わずかに開いたドアから血まみれのレッド……いや、誰だれだかわからないが、とにかく真っ赤に濡ぬれたひとりが手を差し伸のべてくる。

「た……たすけ……」

　しかし背後の暗くら闇やみから伸びてきた白い指先が、その髪かみを摑つかみ上げる。ドアは再び閉ざされた。




　ごすっ！　ごすっ！　ごっ……！




　──ごきゃつ！！




　最後の音に、思わず身をすくめた緋奈と由香利。

「ゆっ、由香利。最後の音は……やばくなかったか？」

「う、うん……折れたって言うより、砕くだけた……みたいな」

　やがて服のところどころを真しん紅くに染めたホワイトだけが、何事もなかったように部屋から出てくる。

「あ、あの……？」

　由香利の問いかけに、彼女は軽く小首を傾かしげた。

「ご心配なく。生ごみを作ってしまっただけですので」

「な……生ごみ……？」

「ええ。汁しるが出て嫌いやですね」

「あ……うん……汁、な……」

　ぺっぺっと手にまとわりついたそれを振ふり払はらうホワイト。もしその赤黒い液体が彼女の言う汁だとすれば──。

（敵に回したくないな……）

　緋奈は素す直なおに思った。自分も殴なぐる蹴けるはやぶさかでないが、返り血を浴びたことは滅めつ多たにない。しかも四人の成人男性を相手に──仮に彼らがいかな間ま抜ぬけだとしても、息一つ乱していないのは尊敬に値あたいする。

　もう、その部屋からはうめき声すら聞こえてこない──。

「ところで……さ。これからあたしたちをどうするつもりだ？」

「最悪、死んでもらうことになりますが」

　ずいぶんはっきりと。

「……最悪じゃなかったら？」

「まあそれなりに」

　はぐらかされてもまた怖こわい。

「緋奈、どうしよう……？」

「……なんとかなるだろ」

　ユキさえこの場に現れれば。それが緋奈の勝算であった。普ふ段だんはその立場を顕けん示じすることはないが、なにせ彼は自分の奴ど隷れいなのだ。こっちの言うことを聞かなければ生きる意味が無い存在。

　そんな緋奈の考えを汲くみ取ったかのように、正面の扉とびらからユキが入ってきた。一いつ緒しよにミスターＢと……なんだかへんてこなロボットも一緒に。

「うむ、よくやったぞホワイトよ」

　Ｂは緋奈の姿を見るなり、レッドたち同様の満足げな笑えみで頷うなずいた。ユキは無表情のままＢとともにこちらへ歩み寄り、等身大のロボットは……驚おどろいたことに、勝手に歩いてドアの脇わきに陣じん取どった。

（……このじじい一人でホンダ技研を超こえたってか？）

　もっとも、よく見ればロボットは虫のような四本脚で歩いている。二足歩行のほうが俄が然ぜん難しいとは聞いたことがあったが──。

「くかか、ではさっそく指輪をいただくとするかの」

　指輪。緋奈がエンジェルナイトへと変身するためミウルスから渡わたされた……正確にはミウルスが聖四天マリアクレセルから授さずけられた、天の魔ま力りよくを秘ひめた指輪。具体的にそれをどうするのかは知らないが、ミスターＢが言うには世界征せい服ふくに役立つらしい。

「ないぞ」

　そっけなく緋奈は述べた。

「くかか、すぐばれるような噓うそを……」

「ほんとだって。ミウルスがまた改造してるからな。あたしは持ってないんだよ」

　確かく認にんするようにこちらを向く由香利へ、緋奈はこくりと頷いた。同じように、Ｂたち三人も顔を見合わせる。

「ホワイトよ」

「はい」

　Ｂの呼びかけだけで察した彼女は、緋奈のそばへやってくるなり服の上を触さわり始めた。ポケットからハンカチ、財さい布ふ、携けい帯たい電話が出てきたが。やはりそんなものを取り上げても仕方がないのか、律りち儀ぎにも元に戻もどしてくれた。

「一応」

　と、次に由香利の持ち物検査を始めるホワイト。だが結果は似たようなものだ。

「む？　それはどうじゃ？」

　Ｂが気付いたのは緋奈の足下に置かれた鞄かばん。

「いいですか？」

　女の子の鞄ということを考こう慮りよしてくれたのか、彼女が確認をする。

「あ……うん。いいけど……」

　それを持ち上げたホワイトが何かに気付き、首を傾げたが……そのまま片かた腕うでに抱かかえるようにして蓋ふたの止め具を外す。と、その拍ひよう子しにバランスが崩くずれ、鞄が傾かたむいた。




　ごすっ!!




　中から厚さ一センチはあろうかという鉄板が滑すべり落ち、コソクリート製の床ゆかをわずかながら打ち砕くだく。

「……」

「気を付けて、って言いたかったんだけど……」

　彼女は鉄板が落ちた自分のつま先数センチ先を見たまま固まっていた。少しの間があってから、ホワイトは口を開いた。

「博士」

「なんじゃ？」

「安あん全ぜん靴ぐつの支給を提案します」

「うむ、よかろう」

　あっさりと受け入れられたのが、緋奈にしてみればなんとも居い心ごこ地ち悪かったが。

　それから緋奈の鞄を改めて探さぐったのだが、あとは鉛えん筆ぴつ一本出てこない。それを知ったホワイトが、ちらり、とこちらを見る。ひょっとすると、先ほど自分が思ったのと同様の念を抱いだいたのかもしれない。

「博士、本当に持っていないようです」

「ぬう。ならば仕方ない、貴様を人ひと質じちに天界の小こ娘むすめと交こう渉しようするまでよ。貴様さえいなければやられる心配もない」

　そんな言葉を聞いて、緋奈は自然と頰ほおを緩ゆるめた。

「何がおかしいのじゃ！」

「いやぁ、こんな不ふ可か抗こう力りよくでお役ごめんできるとは思わなくてさ。もっと早く捕つかまっておけばよかったな」

「ちょっと、緋奈！」

　由香利が眉まゆを吊つり上げる。

「仕方ないだろ、不可抗力なんだから。ミウルスだってきっとわかってくれるさ」

　言ったついでに、ふふん、と鼻を鳴らす緋奈。

「くかか、そういうことか。ではじっくりと貴様のことも調べさせてもらうぞ」

　Ｂの異な発言に、緋奈は思わず聞き返した。

「……指輪があればいいんだろ？」

「ふむ、しかしじゃ。なぜあの指輪が貴様にしか効力を発揮せぬのかがわからぬ。貴様の体のほうにもなにか原因があるやも知れぬ」

「……やも知れぬで人の体をいじくるってのか!?　それじゃ人体実験じゃねえか！」

「安心せい、できるだけ原型は留とどめるつもりじゃ」

「出来るだけって何だっ！　こらっ！　エックス線とか超ちよう音おん波ぱとか……！」

「魔ま法ほうじゃからのう。そんな科学的なものではなんとも……くかか」

　言いながら、ミスターＢは背を向けて歩き始めていた。そしてドアの脇わきにたたずんだロボットの頭をぽんと叩たたく。

「では見張りを頼たのんだぞ、テトラよ。さあゆくぞ。解かい剖ぼうの準備じゃ」

　Ｂが立ち去り、ユキもまた行こうとして……名な残ごり惜おしそうにその名を呼んだ。

「与謝野」

「なんだ？」

「……楽しかった」

「真顔で言うな！　行くな！　おい！」

　わめきながらも緋奈は我に返った。今ならまだ間に合う！

「お前は、あたしの奴ど隷れいだろうが！」

　ぴたりと歩みを止めた彼。これでこっちのものだ──と緋奈が思ったのも束つかの間ま、彼は振ふり返りもせず顔を上げる。

「俺は、最近ある言葉を覚えた」

「？」

　彼は自分の前に、手で仕切りを作った。

「それはそれ」

　その仕切りを移動して、

「これはこれ」

　鉄てつ壁ぺきと思われた二人の関係に傷を付けたのは、そんなあまりにも些さ細さいな一言。

「……だぁれがそんな便利な言葉を教えやがった!?」

　怒いかりを覚えた視線の隅すみで──ホワイトが、小さく挙手していた。

　上には、上がいる。緋奈が己おのれの甘さを悔くやみ、なんとなく脱だつ力りよくするうち、その二人とも出て行ってしまった。

「どうするの緋奈……なんとかなるって、羽隆君のことだったんでしょ？」

「そうなんだよ。まいったなぁ。あのホワイトっていうのがいるだけで、なんだか……なぁ。そんな気がしないか？」

「手て強ごわい感じがする？」

「そう、それ」

　ふぅと溜ため息いさをついてみる。その音だけが広い部屋の中にこだました。

（弱ったな……あたしだって死ぬ気はないけど。でも由香利だけでも助けなくちゃな……）

　まずはそれだけが頭の中を駆かけ巡めぐる。

　考えろ。

　考えろ──。

（…）

（……）

（……まずいな。ほんとになんにもないぞ）

　何しろ動けないのである。身体からだを揺ゆすったところで、自らを吊るすロープは登山にも使えそうなほど頑がん強きようだ。そうして能動的なことが不可能である以上は外的要因に頼たよるしかない。さりとて、その外的要因となりそうなものがない。

「緋奈」

　思考を休めて隣となりを見ると、由香利は怯おびえるでもなく案外平気そうだった。それがせめてもの救いと言うべきか。

「なんだ？」

「あれ」

　と、次に由香利が顔を向けたのはあのへんてこな──入ってきてから微び動どうだにしないロボットである。

　背せ丈たけは通常の成人男性ぐらい。分厚い胸むな板いたと張り出した肩かたからはがっしりとした印象を受ける。

　首は無く、胴どう体たいにめり込んだ扁へん平ぺいな頭にはカメラのレンズに似た赤い一つ目。料理用のボウルを伏ふせて、エスキモーのサングラスを付けるとあんな感じだろうか──たぶん、レンズはその溝みぞの上を動くのだろう。手は、ミトンの手て袋ぶくろからさらに人差し指を切り離はなしたような、変則的な三つ指。

　特とく徴ちよう的なのは、やはり四本の脚あし。前後左右に同じように歩けそうな、昆こん虫ちゆうに似た節くれだった脚。

　もう一つ気にかかったのが腕うでだ。四本脚も、人間で言えば上じよう腕わんにあたる部分も骨のように細いのだが、その肘ひじから手首にかけてだけが不ふ釣つり合あいに太いのだ。

　……なにか危険なものがその中に入っている気がする。

　一通り観察し終えてから、緋奈はそれをどうしようかと考えた。どうすればあれが外的要因となりうるだろうかと。

　ふと、Ｂが去り際ぎわに、このロボットに語りかけていたことを思い出す。あのじじい、ボケてはいても技術力だけは並々ならぬものがある。ひょっとしたら人の言葉を聞き分けられるのかもしれない。

[image: ]

「おい」

　試ためしに呼びかけてみる緋奈。されど、会話の成り立つ相手かどうかもわからないのに話しかけるのは恥はずかしいものがあった。

　ロボットは動かない。

「おーい」

　声が小さかったかと思い直して、今度は少し大きめに。でも動かない。こうなると緋奈の場合、恥ずかしさより怒りの方が前面に出る。

　少なくとも、ポンコツよりは人間の方が立場は上であろう。にもかかわらず無視するとは何事か。

「おいコラ！　てめえ！　えーと……」

　名前で怒ど鳴なりつけようとして、しかし知らずに口ごもる。

「テトラっ」

　弾はずむような声で由香利が言った。

　と。

　ロボットはレンズを一度、赤く明めい滅めつさせると、四本の脚を動かし始めた。そして微かすかなモーターの唸うなりを伴ともなっててこてこと、自分達の前まで歩いてきた。

「ほらね？　ダメだよ緋奈。ちゃんと名前で呼んであげないと」

「……犬じゃあるまいし」

「なんだって思いやりが大切なの」

　犬いぬ猫ねこなら由香利の言い分もまだわかるが──緋奈は釈しやく然ぜんとせずに首を傾かしげた。しかしこれで助かればまあ御おんの字じ。

「いいか、テトラ」

　緋奈が改めて呼ぶと、ロボットの大きな目がにゅっと緋奈を見上げた。

「……なんか、じじいが造ったわりには怖こわい奴やつだな」

「そう？　かわいいよ。テトラ？」

「──どうした」

　ロボットが、低くかすれた、くぐもった声を発する。金属を擦こすり合わせたような響ひびきを含ふくんでいた。

「なっ…なんだ、喋しやべれるのか……ずいぶん渋しぶい声だな」

「どうした」

　改めて質問するロボット。

　応こたえて由香利、

「この縄なわをほどいて欲しいの」

　と馬ば鹿か正直にお願いした。結果は、しかしと言うかやはりと言うか。彼はそのまま元の場所へ戻もどろうとする。

「おい、こら、帰るな！」

　言えば、ロボットが動きを止めた。ここら辺、所しよ詮せんはコンピューターなのだろう。馬鹿正直はおあいこかもしれない。

　ならば。と、頭の中を軽く整理する緋奈。

　そう、馬鹿正直でなければコンピューターは勤まらない。それは良くも悪くも真ま面じ目めで優ゆう秀しゆうということなのだが、裏を返せば頑かたくなで、さかしらな知ち恵えには弱いということだ。

「……」

　黙もくしてこちらの言葉を待つロボットへ向け、まとめた言葉を発する緋奈。

「いいか、よーく聞け。お前は、あたしを見張ってろって命令されたな？」

「……」

「でも、これを解くなとは命令されてないわけだ」

「……」

「それはなぜかっていうと、万一あたしたちが自力でこの縄をほどけても、お前に勝てないし、お前から逃にげられないからだ。見張るっていうのはそういうふうにすることなんだぞ？」

「……」

　さて、どうだろう。彼は頷うなずきもしなければ喋りもしない。

「わかった……かなぁ……？」

「難しすぎたんじゃ……」

　由香利が言いかけた刹せつ那な、ロボットの右みぎ腕うでの甲こうが開き、鋭えい利りな刃は物ものが飛び出した。

「いっ!?」

「きゃ!?」

　一いつ閃せん。ロボットは目にも止まらぬ腕の一ひと振ふりで、二人を縛いましめていた縄を見事切り裂さいた。刃やいばが過ぎた後にも制服にはほつれ一つなく、行動を終えた彼はすでにその刃物をしまい、ただ無言でこちらを見下ろしている。

「……あ、あはは……助かったよ……」

　うまく笑えなかった。

（ああ怖かった……）

　というのが緋奈の本音であったから。

　とりあえず体は自由に動くようになったものの、このテトラというのは本当に強そうだ。第一怖い。さてどうしようかと思案して、緋奈はうろうろ歩き回る。

　そのあとをついてくるテトラ。

「……なんでついてくるんだ？」

「……」

「緋奈、さっき自分で言ったじゃない」

「ああそうだよ悪かったよ、あたしを見張ってるんだよな」

　元の場所に戻ってくると、やはりてこてこと歩いてついてくる。

　そこで緋奈、試ためしにドアへ向かって走ってみる。

　と……足の裏にローラーか何かがついているらしく、ものすごいスピードで回り込まれた。

「いや……ほんとに悪かった」

「私も、私も」

　はて何が自分もなのか、と緋奈が考えるより先に、突とつ如じよ由香利が室内を走り始めた。当然、ロボットがそれを追っかける。

「あはははっ、こっちこっち」

　さも楽しげに笑う由香利は健けん脚きやくをして駆かけずり回るが、追うロボットも速い速い。

「ほら、こっち……と見せかけて、こっち！」

　巧たくみなフェイントなど入れてみたり。

「あははははっ……きゃ!?」

　緋奈が足を出すと、由香利はひっかかってものの見事にすっ転んだ。そして、ロボットも二人の前でぴたりと止まる。

「ひっどい！　なにするの！」

「あほか！　あたし達はまだ捕つかまってるんだぞ！」

「……ちょっとくらいいいじゃない」

　ふてくされる由香利に溜ため息いきをつこうとした緋奈だったが。

「そうだ由香利。せえので逆方向に走ってみよう」

「え？　うん」

　さて、どんな反応を見せるか──。

「せえの！」

　ダッシュする緋奈。その反対方向ヘダッシュする由香利。

「うわ!?」

「きゃっ！」

　なんと……驚おどろいたことに、ロボットは最初に緋奈へ向かい、その胴どうをかっさらうと一気に反転、由香利を空いた腕で捕まえてしまった。それもわずか数秒の出来事。

　二人を一いつ箇か所しよにするとすぐに放してくれたが。

「これはちょっと、本気で逃げられそうにないな……」

　考えて。緋奈は今一度ロボットへ向かった。

「あたしたちの負けだ」

「……」

「負けだからここから出してくれよ」

「……」

「今ので、あたしたちはお前から逃げられないって証明されただろ？　それはつまり、この部屋の中でも外でもあたしたちは逃げられないってことだ。ここに閉じ込めろとも言われてないな？」

　さすがに強ごう引いんか、とも思われたが、ロボットはドアに向かい──電子ロックなのだろう、そこに付いているパネルに触ふれてから、ドアを開け放った。

「わあ、テトラはお利口さんだね」

　駆け寄ってテトラの丸い頭を撫なでる由香利。

「……由香利、やっぱりこいつのこと犬かなんかと勘かん違ちがいしてないか？」

「そんなことないよ。テトラはテトラだもん」

　よくわからない理り屈くつを残し、由香利は一足先に出て行ってしまう。テトラが後を追う。

「あ、待てよ……」

　緋奈は鞄かばんを取りに元の場所へ戻もどった。そのときふと気になった一枚のドア。レッドたちが消えたあの部屋である。

（そういえば……）

　緋奈はそこに近づいて、少しだけそれを押し開いた。

「…………」

　緋奈は固まった。

　あのホワイトという女は、やばい。絶対に、やばい。

　でもここまでいけばむしろ尊敬──。

　ぽん。

「わ!?」

　慌あわてて振ふり返ると、ロボットが自分の肩かたに手を置いていた。そして頭部をゆっくりと左右に振る。

「あ……うん」

　なんとなく、生返事。

　緋奈がそうするまでもなく、ロボットはそっとドアを閉めた。

「緋奈ぁ、早く行こうよ」

　入り口のところで由香利が顔を覗のぞかせ、せかしている。

　彼が見せたあの仕草はシャレだったのか、シャレになっていないからという意味だったのか。

　ひょっとすると、彼のビジョンには『生体反応なし』などと映っていたのかもしれない。なにせ緋奈が見たのは、そう言われても疑う余地のない光景だったから。

（ま、あたしが殺したわけじゃないしな）

　死んだと決まったわけでもないが。

　緋奈はロボットの後ろについてその部屋を出た。







　外に出ると、空には星がまたたいていた。どういうわけか、ここに到いたるまでは誰だれにも会うことはなかった。先回あれほどたくさんいたＢの部下達の、その誰一人にも。ひょっとしたら彼らにも休日などあるのかもしれない。

「ところで緋奈、あの人たち……」

「え？」

「ほら、さっき緋奈見てたじゃない。大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ……うーん。どうだろうな」

　ちらりと隣となりのロボットを見るが、彼は応こたえなかった。だから緋奈も話題を逸そらした。

「しっかし、どこだよここ……」

　見み渡わたす限り人工的な明かりは一つもない。それもそのはず、一面にうっそうとした森が広がっている。携けい帯たい電話の電波も届いていない。今しがた出てきたところといえば、山の斜しや面めん……だろうか。そこに大型トラックでも出入りできるような大きなシャッターが取り付けてあった。くりぬいた山の中に研究所はあるらしい。

「天然の要よう塞さいって感じだね」

「誰も攻せめやしないけどな……お？」

　斜面に沿った場所に緋奈が見つけたのは二台の車。一台は最近の形のピックアップトラック。もう一台は色も形もものすごく古めかしいセダン。

　緋奈はトラックの方に近づくと、運転席を覗き込んだ。

「なんだよ、カギは付いてないのか」

　ドアノブを引いても手応えがない。

「ねえ緋奈。こっちのには付いてるよ。ぶるーばーど……えすえすえす。だって」

「……こんな古いの、走るのか？」

「問題ない」

「わっ、急に喋しやべるなよその声で……」

「……」

「あー、テトラいじけちゃった」

「はいはい……悪かったよしょげるなよ。お前、運転できるのか？」

　緋奈がいぶかっているうちにロボットがその車のドアを開け、後ろに向いた二本の足を器用に折りたたんで乗り込んだ。程ほどなく、エンジンがかかる。

「ほうほう。じゃああたしも」

　緋奈、何のためらいもなく後部のドアを開けてリアシートへ。

「……狭せまいし硬かたいし……まあいいや。九重までな。美み浜はま埠ふ頭とうならわかるだろ」

　まだ外に立っている由香利が呆あきれたような顔をする。

「緋奈って、お嬢じよう様さまだよね…」

「え？　なんでだよ」

「そうやって本気で聞き返すところが」

　ともあれ由香利も緋奈の隣へ座ると、車が動き始めた。しばらくは道なき道を行くようだ。




「やかましい車だなあ…乗り心ごこ地ちも悪いし」

「いっつもベンツしか乗ってないもんね」

「うーん……」

　どうも、由香利の言葉にトゲがあるような。

「ねえテトラ。なんでテトラっていうの？　なんとか・Ｂって名前じゃないの？」

「あ、そういえばそうだよな」
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「Ｇ？　どういう意味だ？」

「ジェノサイド」

　……虐ぎやく殺さつとか、殺さつ戮りくとか、そんな意味だったと思う。本気でそうなら、このテトラというロボットはホワイト以上のかなり危険な存在なのかもしれない。

「略してテトラだ」

「ふーん……て、え？　ちょっと待て、今どこを略した？」

「……」

　車は進む。やがてどこからか潮の香かおりを感じ始めると、すぐに真っ黒い夜の海が見えてきた。どこかの海岸線に出たようだ。信号機もなく一本道。岸がん壁ぺきに沿って道が続くが、夜が更ふけたせいか他ほかの車しや影えいは見えない。

「どこだ、ここ」

「うーん……暗くてよく分からないよ。テトラ、どこ走ってるの？」

「……」

　それから由香利が何かに気付いた。手回しハンドルで窓を開けると、車の出す様々な騒そう音おんに混じって静かな波の音が聞こえてくる。

「……緋奈、何か聞こえない？」

「ん？　ああ、救急車かな？」

　いや、これは。

「パトカーのサイレンじゃない？」

　二人で音のする背後へ向く。

「……おいおい」

　先頭を走っている車は向こうからのライトの逆光で見えないが、その後ろから目のちかちかするほどの赤色回転灯が追ってくる。四、五台はいるだろうか。

　先頭の一台がパトカーに追いかけられているらしかったが……。その車が猛もう迫はくしてきたかと思うと、こちらを追い越すでもなく反対車線を並走し始めた。

「止まれーっ！」

　並んだワゴン車から身を乗り出した男が怒ど鳴なる。目め出だし帽ぼう、手には猟りよう銃じゆう。

「聞こえねえのか！　止まれって言ってんだよ！」

　たんっ！

　轟とどろいた銃声に由香利が悲鳴を上げた。それを聞いた瞬しゆん間かん、緋奈は険を目に宿す。

「やろう……テトラ、止めろ」

　こちらの車が止まるとワゴン車も止まり、助手席から猟銃を持った男が一人、運転席の方からは拳けん銃じゆうと、札束のはみ出したバッグを抱かかえた男が一人降りてくる。そこからは彼らが強ごう盗とうであることがうかがえた。

「全員降りろ！」

　まず緋奈が。そして由香利が。

「女子高生か。人ひと質じちにはちょうどいいぜ」

「おい、お前も……だ……？」

　拳銃を持った方がテトラを見て目を丸くしていた。しかも素す直なおに降りてきてくれたものだから、その四脚を見て、余計に驚おどろいてあとずさる。

「な……なんだこいつ？」

「俺が知るかよ……」

　呆ぼう然ぜんとしていた二人だったが、すぐさま我に返ったようだった。目の前には数台のパトカーと、その何倍もの人数の警察官が陣じん取どり始めている。先頭に立ったのはスピーカーを持ったスーツ姿の中年。刑けい事じだろう。

　男たちはテトラのことはさておいて、すぐさまその刑事との交こう渉しように入った。まずパトカーのライトを消させ、警官隊の銃を下ろさせ……なにせ年とし端はもいかぬ少女が二人も手の内にあるものだから、スムーズに事が運んでいく。

「よーし、パトカーを引き上げさせろ！」

　交渉役の刑事が苦く悶もんの表情を浮うかべるのが見えた。

「パトカーを下げれば人質を解放するんだな!?」

「ああ、ただし一人だけだ！　それから空港に飛行機を用意しろ！　そうすればもう一人も逃にがしてやる！」

「待て！　人質は三人いるだろう!?」

　緋奈と由香利が前面に立たされている。テトラのことは向こうからはよく見えないらしい。

「……そ、そうだ！　もう一人は外国のどっかで放してやる！」

　緋奈は自分の勉強した犯罪学にそれらの発言を照らし合わせて、諦あきらめた。飛行機ほど手間がかかって足の付きやすい乗り物はない。今逃げられても、日本からその国の警察に連れん絡らくが行けばまた同じことが繰くり返されるだけである。いや、海外の警察には特とく殊しゆ部隊があり、スナイパーという凄すさまじい腕うでを持った射しや撃げき手しゆがいる。いつまでもこんな事をしていれば裁判を受ける間もなく死し刑けい執しつ行こう、ということにもなりかねない。

　それ以前にこいつら飛行機の操縦が出来るのだろうか。英語は話せるのだろうか。操縦者も一いつ緒しよになどと言ったが最後、そのパイロットが警察官である可能性はかなり高い。

（……やっぱだめだな）

　ならばどうするか。大人しく自首するのが一番賢かしこい。ここまで状じよう況きようを悪化させた……いや、犯罪というものは状況が『悪化し始めた』時点でほとんど負けが決まってしまうのだ。捕つかまるよりは自首した方が懲ちよう役えきが少ないこともある。

　緋奈がそんなことを思っているうち、話はついていた。刑事を残してパトカーがＵターンしていく。

「さあ人質を放せ！」

　刑事が声こわ高だかに言い、強盗の二人が誰だれを放すか耳打ちする。

　緋奈は。そろそろいいかな、と思った。

「っきゃああああああああああっ！！」

　緋奈が発した突とつ然ぜんの悲鳴にその場にいた全員が身をすくめた。

「い───や───っ！　きゃあああっ！」

　自分の頭に突つきつけられていた拳銃はもとより、それまで由香利に向いていた猟銃の銃口もこちらへ向く。

「う、うるさい！」

　と男の一人が銃じゆう把はで緋奈を殴なぐろうと、腕を振ふり上げた。銃口が逸それたのを見計らい、緋奈が反はん撃げきしようとすると。

　なぜか、男は倒たおれていた。

「婦女子を泣かせるな」

　テトラがその男の腕を逆関節で締しめ上げていたのだ。──すぐさま、めきっ、と生木の折れるような鈍にぶい音。テトラは握にぎりつぶすように軽々と、その腕をへし折っていた。

　そうか、と緋奈は思う。見張るということは監かん視しもあるが、場合によっては保護も含ふくむのだ。こと、今回は（もう抜ぬけ出してきたにしても）自分は実験材料か何かなのだから……傷物になっては困るということか。

　もちろん、利用しない手はない。

「ぎゃああ！」

　泣き喚わめく男の腕から転がり落ちた拳銃を拾い上げる緋奈。動どう揺ようする猟銃のもう一人へそれを向ける。

「う……撃うてるもんなら撃ってみろ！」

　もちろん緋奈、ほんとに発はつ砲ぼうした。

　しかも足下などではなく、まんま男めがけて。それは腕を掠かすめて男をのたうち回らせる。緋奈は無防備になった男の傷口を踏ふみにじり、さらには頭すれすれに何発か撃ち込んだ。爆はぜるアスファルトが男の顔を叩たたく。

　覆ふく面めんの下で目を見開いて口をわななかせる男に対し、にやにや笑う緋奈。

　完全に怯おびえたと見たところで今度は蹴けり。蹴り。蹴り……。骨折で息も絶え絶えの男にも平等に蹴り。蹴り。蹴り……。

「緋奈！　もういいよ！　ねえ……！」

「ん？　ああ、そうだな。行くか」

　最後に唾つばを吐はき捨て、緋奈は車に乗り込んだ。困ったような顔の由香利もそれに従い、最後にテトラが乗車して。

　車は再び走り始める。

「刑けい事じさん、すごくびっくりしてたみたい」

「……やっぱ、撃ったのはまずかったか」

「あたりまえじゃない。あ、それとテトラ！　だめじゃない怪け我がなんかさせちゃ！」

「……」

「ほっとけよ、おかげで簡単に助かったんだからさ」

「でも、こういうことはきちんと躾しつけておかないと」

「……たぶんな、言っても聞かないと思うぞ」

「そんなことないよね？」

「……」

「ほら！」

「なにがほらなんだよ、ぜんぜん返事してないだろ！　目も光らないし！」

「私にはわかるもん。テトラはいい子だよ」

「あーあー、はいはい」

　一度言いだすと聞かないので、緋奈は適当にあいづちした。当然、由香利は緋奈が信じてないのだと納なつ得とくのいかない顔をする。

「ん？」

　後ろからまたパトカーがやってきた。さっき引き返したのが戻もどってきたのだろう。しかも、明らかに自分達を追っている。なぜならば、

「そこの車、止まりなさい！」

　他ほかに車が見当たらない。

「緋奈が鉄てつ砲ぽうなんか撃つから」

　まあ、きっとそうなのだろう。感謝状を渡わたすのにパトカー三台は大げさすぎる。

「止まった方がいいのかな？」

「あほ。こいつのことどう説明するんだよ」

　こんこん、と目の前にあるテトラの丸い頭をノックする緋奈。

「でも、正直に話したら……」

「研究するのにバラバラに解体されるぞ、きっと」

「だめ！　バラバラなんて！」

　緋奈の言葉に、由香利は緋奈の思った以上の反応を示した。しかしながら当のテトラが法定速度そこそこで走っているので、パトカーはすぐに後ろに追いついている。

「おい、もっとスピード出ないのか？」

「……」

　黙もく々もくとハンドルを動かすのみ。背後からは耳の痛くなるようなサイレンと、警官の声。

「止まれ！　止まらんか！」

「──うるさいハエだ」

「え？」

　緋奈と由香利は、テトラの言葉に一いつ瞬しゆん耳を疑った。彼はハンドルを持つ左手を離はなすと、それを人間ではありえない方向、真後ろに折る。

　キュガガガガッ！

「うわあ！」

「きゃあっ！」

　前の座席の合間から突つき出たテトラの腕うで。そこから飛び出した機き関かん銃じゆうが火を噴ふいた。
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　リヤウィンドウが細かに砕くだけ、パトカーがスピンして団子状にぶつかり合う。タイヤをパンクさせたらしいが、アクション映画みたいにひっくり返ったり、ガードレールを突き破やぶって海に落ちたりはしていない。なおのこと、パトカーを運転するのはシートベルトを心がけている警察官なのだから……中の人間は大だい丈じよう夫ぶだろう。

　緋奈がその光景から視線を戻せば、テトラはすでに何事もなかったようにハンドルを操あやつっていた。

「……」

「……」

「こらっ！　テトラ、そんなことしちゃダメでしょう!?」

　そんな由香利の声に、緋奈は一気に脱だつ力りよくする。今しがたのクラッシュを前にしてなお、由香利はやはり、人間とロボットとは通じ合えると思っているらしい。

　彼女のお説教を聞きながら、緋奈はルームミラーに映るテトラのレンズを眺ながめていた。







　それから車は（パトカーに危害を加えたにもかかわらず）何事もなく、美浜埠ふ頭とうに到とう着ちやくした。あれから緋奈が携けい帯たい電話で連れん絡らくしたので、そこにはミウルスと圭一、清次も待っていてくれた。

「よし、テトラ。停とめてくれ」

　車がとろとろとスピードを落として停車すると、ミウルスたちが──駆かけ寄ったりしてこない。

「なんだ？」

「テトラのこと見てびっくりしてるんだよ」

　由香利が降りるのと一いつ緒しよに緋奈も降りる。そして二人で大きく背せ伸のび。

「あーあっ、随ずい分ぶんかかったなぁ」

「そうだね。一時間くらい走ってたよね」

　伸び終わる頃ころ、エンジンのスイッチを切ったテトラも降車した。

「緋奈!?」

　離れた場所からミウルスの声に、由香利は小さく苦く笑しようした。やはりテトラを警けい戒かいしているらしい。

「大丈夫だよ。この子、とっても大人しいから」

　由香利はテトラの頭をなでなでする。と、やはり緋奈が納なつ得とくのいかない表情でこちらを見るのだ。

「由香利さ、ほんとに犬と勘かん違ちがいしてないよな？」

　何をばかな、と今度は由香利も呆あきれた顔をする。テトラはテトラに決まっているのに。

　寄ってきたミウルスたちは……二人の心配よりも先にまじまじとテトラに見入り始めた。

「なんやこいつ？　これもじいさんのロボットなんか？」

「操縦しなくても動くんだ……すごいな」

　圭一と清次はそれぞれテトラのあちこちを触さわり始めた。やはり男の子というのはロボットが好きらしい。

「テトラって言うんだよ。ほら、挨あい拶さつして」

「……」

　してくれなかった。が、このときどき反はん抗こう的なところが由香利にとってはまた可愛かわいい。

「緋奈、これはミスターＢの造ったロボットなのですか？」

「決まってるだろ、世界のホンダだってアシモが精せい一いつ杯ぱいの世の中だぞ。じじい以外に誰だれがこんなもん造れるんだよ」

「では魔ま法ほうで消去しましょう。暴走したりすれば大変なのです」

「え？　ちょっと……」

　由香利が口を挟はさもうとするより早く、

「んー、そうだな。こいつマシンガンとか持ってたし、家までついてこられても困るし」

　緋奈まで何を言い出すのか──緋奈はミウルスの差し出した、青い宝石のついた指輪をその指にはめ、胸に抱だく。

　やがて緋奈の周囲に青白い光が集つどい始め、そのまばゆい光が彼女の姿を覆おおい隠かくした。

　光が収まったときには、緋奈は黒いドレスに白いマントを羽織ったエンジェルナイトの姿に。

「エンジェルナイト・ラピティア！　天の光で射止めてあげる！」

　その手にしたステッキをテトラへ向けて言い放つ。

「ちょ、ちょっと緋奈！　待って！」

「なんだ？」

　由香利は咄とつ嗟さに言い返した。

「ねえ、消去って……テトラのこと消しちゃうの？」

「しかたないだろ。飼うわけにはいかないんだから」

「飼わなくても、帰らせてあげればいいじゃない。私たち助けてもらったんだよ？」

「う……ん」

　緋奈は口ごもった。今まで由香利が見てきた緋奈は……ときどき無茶苦茶なことをするけれど、義理とか、恩とかにはきっちりとけじめをつける。そういう、人として大切なことだけはしっかりしている。

　でも、考えてみれば今度は少し状じよう況きようが違うのかもしれない。テトラの存在自体が常識の外にある。そして彼は敵。ひょっとしたら、いつかは緋奈が倒たおさなければならない相手。ミウルスや緋奈はそちらのことを重要視しているのかもしれないけれど。

「緋奈……」

　心配するあまり、声にもそんな響ひびきがこもってしまう。

「……そうだな。わかったよ」

　緋奈はそう言うとテトラに向いた。

「えーと……なあ。だまして、悪かったな」

「……」

「あたしが言うのもなんだけど、このまま大人しく帰ってくれないか？」

「……」

「そうしないと、お前のこと消さなきゃいけないんだよ。恩は感じてる。ほんとに助かった。でも、恨うらみはないんだ。だから大人しく帰ってくれ」

　テトラは動かない。

　いや、転てん瞬しゆん。腕うでから飛び出したマシンガンが緋奈を向いていた。エンジェルナイトとなった緋奈でさえ避よけることの出来ない速さで。そのレンズは、今は赤く禍まが々まがしいきらめきを宿している。

「は……ははっ。やっぱ半はん端ぱじゃないな、こいつ……」

　しかし由香利は見み逃のがさなかった。銃じゆう口こうを顎あご先さきに突つきつけられた緋奈もまた、あの一瞬でステッキの先せん端たんだけはテトラの胴どうへと向けている。一いつ触しよく即そく発はつとはこういう事態を言うのだろうか。

　そのときだった。誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中、じじじ、たたた、と小気味よい音がテトラの頭部から聞こえてきたのだ。

　やがて彼のレンズからは光が失うせ、次にはその剣けん吞のんなものを腕に収める。そして、そのまま車へと戻もどっていった。

「私のプログラムが半世紀前のままだったことに、感謝しろ」

　去り際ぎわにテトラが放ったのは、そんな一言だった。それは緋奈に言いくるめられてしまったテトラの、精一杯の強がりだったのかもしれない。

　テトラは背中を見せたまま片腕を上げ、軽く手を振ふっていた。そして車に乗り、去っていく。

　最後のセリフを聞いた由香利は、半世紀前という年代を単純に計算した。戦後間もなく……あるいは、多少の誤差を入れたとして。

　緋奈の悲鳴を聞いたとき、婦女子という言葉を使ったことを鑑かんがみて。もしかしたら彼は、戦時の生まれなのかもしれない。

　そう思うと、由香利はなんとなく悲しい気持ちを覚えてしまった。







「あー。つかれたぁ」

　風ふ呂ろから上がったパジャマ姿の緋奈は、ベッドに覆おおいかぶさるように倒たおれ込んだ。クッションの上に座ってその様子を眺ながめるミウルス。

「それにしても、みすみすＢのロボットを取り逃にがしてしまったのは残念なのです」

「仕方ないだろ。由香利が妙みように可愛かわいがってたしな……」

「それはそうと緋奈！　どうして捕つかまったりしたのですか!?」

「……なんだよ急に大声出して」

「聞いたのです！　なんか、こう、いい感じのところを催さい眠みんガスでやられたって！」

「はあ？……ああ、ああ。公園でか」

　緋奈は思い出してから『いい感じ』という表現になるほどと感じ入ってしまった。

「そこのところはどうなのです!?　いいですか緋奈、私だって恋れん愛あいの形は基本的に自由だと思うのです！　ですが、仮にも今現在敵対する勢力の者とそういう状態に陥おちいってしまうというのはいかがなものかと！　あまつさえキスとか！」

「ああ。なるほど……お前、誰だれからそんなこと聞いたんだ？」

「清次です！　圭一は直前まで寝ねてたと！　それはそれでいかがなものかと思うのですが」

「でも、それ言ったら清次だってすぐ前まで携けい帯たいでテトリスしてたしなぁ」

「……え？」

「由香利も途と中ちゆうで飽あきてメールとかしてたみたいだし」

「それはつまり……どういうことなのでしょう？」

「まあなあ、ユキも赤い顔で『き…』とかなんとか言ってたんだよ。でも途中で作戦変へん更こうしたんだろうな。睫まつ毛げにごみが付いてるから取ってやるって言い始めてな」

「目を閉じたと」

　緋奈は頷うなずいた。

「その時点で罠わなとか気付かなかったのですか!?」

「気付いてたけどほら。罠ったってあいつらそんな悪質なことはしないだろ。もしもさらわれたりすればあいつらのアジトの場所とかわかるかなー……ってな」

「てな!?　てなでこれだけ心配をかけたのですか……」

　しかし予想は半ば的中していた。本当にうまく行けば、ミウルスには悪いが指輪だけ渡わたしておさらばだったのだ。

「さすがに解かい剖ぼうされるとは思わなかったし、由香利が一いつ緒しよにさらわれたのも問題があったんだけど……でも、心配かけたなら悪かったよ。謝る」

「わかれば良いのですが……これからはてなで行動はしないでください。ところで」

「まだなんかあるのか？」

「どうして清次がゲームしてたとか由香利がメールしてたとか知ってるのです？」

「……見たから」

「あのですね……では由香利たちが尾び行こう追つい跡せきしてたのを知ってて、黙だまってたんですか？」

　緋奈は頷いた。

「……それは、言ってはなんですがものすごく悪質なことだと思うのです」

「あほ。尾行なんかする奴やつの方がよっぽどタチが悪いぞ」

　それでも、ミウルスは何か釈しやく然ぜんとしていないようだった。

「あ、それでアジトの場所は……」

「どっかの山の中みたいだったんだけど、暗くてよくわからなかった」

「あう……」

「だったら逆に言うけど、お前もすぐ近くにいて清次から連れん絡らくもらったんだろ？　何で追っかけてこないんだよ」

「……相手は車なのですよ？」

「へえ。車でさらわれたのか」

　寝ていたのでどうさらわれたかはさっぱり覚えていない。

「ユキが運転してたのか？」

「いえ、圭一が言うにはホワイトが車を用意していたそうなのです」

「またホワイトか……」

「緋奈、やっぱり車が欲し……ではなく！　必要不可欠なのです！」

　緋奈は十秒ほど、疎うとましげな目でミウルスを見やった。

「そーか、欲しいのか」

「あう……」

「……そうだな、明日あたり行ってみるか」

「…………………………………………………………え？」

「だから、車。欲しいんだろ？」

「ええ────────────────────っ!?」

　ごつん。

「あほ。夜中に大声を出すな」

「で、で、ですが。車！　車なのですよ!?　プラモデルとかミニカーとかはなしですよ!?　ちゃんとエンジンが付いててガソリンを入れて走る……」

「あーあーそうだよ、わかってるから心配するなって。ちゃんと人が乗れるやつだから」

「ですが……」

「まだなんかあるのか？」

「どういう心変わりなのですか？　前は働いて買え！　って言ってたのです」

「それは……」

　ほんとに働かれてはこちらが困るのだ。ミウルスが普ふ通つうに居い候そうろうする分にはさして問題はないが、不法滞たい在ざい（ビザ・パスポート無し）であることも変わりない。彼女を表立って働かせれば、家業の立場上、警察に目を付けられかねない。

「……うん」

「いえ……一人で納なつ得とくされても」

　おいおい、とミウルスが手を振ったが緋奈は無視。

「ともかくな、攻こう勢せいに移るには車がいるんだ」

「どういうことでしょう？」

　Ｂのアジトはどこぞの山中。もちろん先に言ったように細かな場所は特定できなかったが、そこまでは車で一時間ほどということが確定した。

　緋奈が運転したわけではないが、テトラが場所を攪かく乱らんするように走行した様子も見受けられなかった。彼は実直だ。こちらの言葉を受け、直線的に美浜埠ふ頭とうへ向かったと考えてまず間ま違ちがいは無いだろう。

　車速と時間から計算すればおよそ……そう、この辺りから四十㎞圏けん内ないだろうか。途と中ちゆう、九重市に入ることを示す標識が見えたから市外だろうが、ユキが毎朝登校することも含ふくめれば、それ以上の距きよ離りは考えにくい。そして東京とは逆の沿岸線から美浜埠頭に入ったのだから……。

（山の中を走ってたのは二十分かそこらだったよな）

　つまり美浜埠頭からその方向へ、海岸沿いに四十分ほど走り、そこから見える範はん囲いの山を探たん索さくすればいい。かのアジトには人が出入りしているのだ。足あし跡あと。タイヤの跡。それらさえ見つけて辿たどれば、間違いなく着けるはずだ。その足跡等が付近の住民のものであることはない。そんな場所に彼らが潜せん伏ぷくするはずがないし、潜伏できるはずがないのだから。

　総そう括かつすると、Ｂの居場所を突つき止めるのはさほど難なん儀ぎではなくなったということ。そのためには車が必要だということだ。

　以上の緋奈の説明を受けたミウルスが、ぽんと手を打った。

「なるほど……それなら確かに」

　そしてここからは、緋奈が口には出さなかったことだが。

　アジトを発見できればあとは力の限り魔ま法ほうを撃うちまくって施し設せつを破は壊かいすればいい。機材がなくなればロボットも作れなくなるはず。世界征せい服ふくの終しゆう了りよう──イコール。

「魔法少女の終了だな……」

「え？」

　思考を終えた緋奈は、暗い笑え顔がおで呟つぶやいた。

「Ｂが世界征服をやめたらあたしが変身する必要も、意味も、義理も、何もないんだよな？」

「それ……は……まあ……」

　なにやら言い知れぬオーラに気け圧おされ、ミウルスはじりじりと身を退かせた。

「あ、でも他ほかに悪い秘密結社をやっつけるとか、犯罪者を捕つかまえるとか……」

「あほ。そんなことしたら家に誰だれもいなくなってしまうぞ」

　緋奈の家は暴力団である。言うなれば悪い秘密結社であり、犯罪者の集団だ。緋奈はその跡あと取とり娘むすめ。

「まあそんなことはどうでもいい。車は必要だな？」

「え……ええ！　それはもう必要なのです！　人はパンと水だけでは生きていけないので車があるのです！」

　この落第天使、アパート暮らしのサラリーマンは人に非あらずとでも言いたいのだろうか？　そんなとてつもない物言いに、緋奈は疲つかれた顔をして見せた。

「……そういうことだからそろそろ寝ねかせてくれ。疲れた」

「わかったのですっ、存分に寝てください！　たとえ今夜Ｂが襲おそってきても緋奈の眠ねむりは邪じや魔まさせません！　世界平和のために！」

　そんな決意の割にはやけに浮うかれた足取りで、ミウルスは部屋を出て行った。

（世界平和っていうか……あたしが変身しなくてすめばそれでいいんだけどな）







　このテトラ・システムを見たときの衝しよう撃げきはどう例えればいいだろう。

　無線の連れん絡らくによって帰き還かんしたテトラを前に、ホワイトはそんな感かん慨がいにふけった。

　人間となんらも遜そん色しよくない滑なめらかな関節の動作。かつその俊しゆん敏びん性せい。これまで彼が造ってきた搭とう乗じよう型がたのロボットでさえそうだというのに、加えてこれは自律で行動する。それも外部の情報に対するリアルタイムの反射。すでに世界の何十年か先を行くＢの技術だが、この一機は今までに見たそれらとさえ一線を画していた。

　この驚おどろきをどう表現すれば？

　もう一度考えようとして、やめた。

　誰に言うでもない。あまり意味のないことだから。事実、テトラ・システムがここにあり、そのような性能を有する。彼女にとってはそれで充じゆう分ぶんであった。

　じじじ。たた。

　ちー。じじっ。たたた……。

　テトラがパルス音を発するに伴ともなって、端たん末まつの画面に文字列が現れてくる。

「……つまりは貴様、ラピティアをむざむざ町まで送ってきたというのか！」

　包帯だらけのレッドの声に反応し、テトラはレンズを小さく明めい滅めつさせた。

「肯こう定ていしよう」

「威い張ばるなっ……ぐふ。げほ、ぐほ」

　声を大にしようとして血の混じったせきをするレッド。

「……ですが、こうして詳しよう細さいを報告するだけましだとは思いますが。用具室で居眠りしているよりは」

　しれっとした顔でホワイトが言う。

「ぐっ……ぐふっ……そ、そうか。君の中ではあばらを折られて血ち反へ吐どを吐はき、のたうち回ったあげく呼吸困難で意識が混こん濁だくしている状態を居眠りというのか!?」

「はい」

「……ごふっ」

　レッドは反論しようとしたが、それは吐と血けつにしかならなかった。

「大人しく他の先せん輩ぱいたちと寝ていた方がよろしいかと。そうそう血を吐かれると掃そう除じが大変です。ああ、もちろん掃除するのが先輩たちということを考こう慮りよしての進言ですが」

「……」

　レッドが仮面の奥で恨うらめしそうな目をしたが、それ以上やりあう気はなさそうだ。

　ミスターＢはそんな二人の会話など一いつ顧こだにせず、黙もくしたまま、テトラの姿を眺ながめている。彼には、レッドたち四人は脱だつ出しゆつしようとした緋奈に出くわしてやられた、と報告してあった。レッドらが自ら言ったのだ。

　よもや後こう輩はい一人にこてんぱんにのされたなどとは──とてもそのちっぽけなプライドが許さなかったのだろう。

　まあそんなことはどうでもよい。

　ただ、真犯人のホワイトから言わせれば、いくらラピティアとはいえ丸まる腰ごしの女子高生にやられてしまう方がよほど恥はずかしいとは思うのだが。

「それにしても惜おしむらくは……」

　レッドが話題を切り替かえた。

「仮面の戦士が半分以下に減ってしまったことですな」

　以前、ラピティアへ顔見せに彼ら全員を連れて行ったとき。あの少女がヤクザの娘と知って、その半分以上……三分の二が逃にげ出してしまったが──さりとて、おかげでこちらは『仕事』をこなしやすい。

　ホワイトがそんなことを考えているうちに、レッドも現在の状じよう況きようについてつらつらと述べていた。

　いわく、人員を研究や開発につぎ込みすぎだとか。そうであればやはり、隊員を補ほ充じゆうしてそれを警備に充あてるべきだとか。そうすればラピティアに逃げられることはもなく、万一予測される外部からの侵しん入にゆうにも……。

　はたしてそうだろうか。と、ホワイトは疑問する。

　確かに今現在はその全人員を開発へと回している。だが、人員を補充すれば……恐おそらく彼は、その全員を開発に充てるだろう。開発が一段落すれば研究に。研究がすめばその成果を開発に。空きが出来ることなどあるだろうか。

　彼はおよそ純然たる科学者だ。

　そして本当にこの研究所に警備が必要になったとき──それはおそらく、人間の力ではどうしようもならないとき。

　そして、仮に今日。

　彼女たちがテトラを擁ようして脱出することがなければ──そのときは自分が二人を逃がしていた。

「博士？　聞いてますか？」

　テトラを凝ぎよう視しするＢにレッドがたずねる。

「聞いておるわ。しかしこれ以上の増員は必要ない。烏う合ごうの衆しゆうよりは警備システムでまかなう方がよいじゃろう」

　これにはホワイトも、心中で手放しに賛同する。烏合の衆に勝まさる技術がここにはあるのだから。

　と、不意にテトラがパルス音を発信し始めた。モニターに、車の後部ガラスを割ったことが映し出されるが、それをわびるではなかった。そんな感情を持つほど、彼はファンタジックなロボットではないらしい。

（似ていますね。私と）

　妙みような親近感。目を細めるホワイト。

「ふむ、まあよい。警察との接せつ触しよくを避さけただけ利口というものじゃ」

「利口で思い出しましたが博士、このテトラのソフトウェアのバージョンアップは火急の問題です。いっそのことバージョンアップなどではなく、丸ごと取り替えてしまってはいかがでしょうか」

　レッドの言葉をＢはよしとはしなかった。

「代だい替たいできるプログラムがどこにあるのじゃ」

「は……いえ、それは博士が……担当のイエローが毎日のように頭を抱かかえていますし」

「ならばわしとて無理じゃ」

　彼は工学者だ。ハードについては人外の頭脳を持つが、ソフトについては並のそれ。もちろん、それさえ現代の技術レベルを凌りよう駕がしているが。それも魔ま族ぞくによりもたらされた頭脳。そして、それをもってして否いなと言う。

　このテトラの存在は論外ということか。

　レッドが問う。

「博士、ちょっと待ってください。それではこのテトラ……博士が造ったのではないのですか？」

「わしも造った。じゃが、プログラムを施ほどこしたのは……」

　そこで一いつ旦たん、口を閉ざす。

「下らぬ話じゃ。わしはもう寝ねる」

　ぶっきらぼうに言って、Ｂは研究室を出て行った。




「……どう思うホワイト」

「何がでしょうか」

「テトラだ。博士以外にいったい誰がこんなものを造れるというんだ？」

　ホワイトにはあまり関心のない事こと柄がらだった。

「本人に聞いてみたらいかがです？」

「なるほど。テトラ、お前を造ったのは誰だ？」

「その質問に対する回答はない」

　レッドが考え込む一方で、ホワイトもまた腕組みした。

　確かＢは、テトラを『起こした』と言っていた。では彼はどれくらい『眠って』いたのか。

　それについては、ホワイトの中に多少の興味が湧わいてきた。

「テトラ。あなたの製造年月日を表示しなさい」

　ごく短いパルス音。モニターに映し出された数すう桁けたの数字。

「いち……きゅう……よん……」

　数字を追っていくレッドの目が、仮面の下で大きく見開かれる。

「一九四五年だと!?　六月ってことはまだ戦時下じゃないか！」

　真空管で弾だん道どう計算し、ミサイルではなくロケットを飛ばしていた時代。

　Ｂは自分も造ったと言っていた。しかし彼の名前すら出てこないのは……その事柄は記き憶おくされていないから。彼が造られた本来の目的とは関係のない事柄だから。戦せん闘とう機械には。

　とすれば製造年月日が残っていたのは、単に製作者たちの残した記念か何かなのだろう。

「なんだっていうんだ!?　さっぱりわからん！」

「そうでしょうか。私は一つわかりました」

　不思議そうな顔で振ふり向いたレッド。

「……いったい何が？」

「天才は、いるということです」
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　目の前にあるのは十階建ての、それはそれは立派なマンションであった。デザイン事務所などもいくつか入っているほどの。それをぽかんと見上げているのはミウルスを始め、由香利、圭一、清次の四人。休日なのでそれぞれ私服を着ている。

　緋奈は自分ひとりで来てもよかったのだが、ミウルスが自分の車なのだからとついてきてしまった。おまけにお披ひ露ろ目めするのだと言って由香利たちまで連れてきた。

「すっごーい。沢さわ根ねさん、ひょっとしてここに一人暮らしなんですか？」

　由香利の声に、緋奈は自分の隣となりに立っている青年を見た。青いレンズの入った黒ぶちのファッショングラス。ブランド物の白っぽいスーツ。ワックスで軽く散らしたヘアスタイル。いい大学のぼっちゃんのような。かなり遊び人風だが、ファッション誌のモデルと言っても通じるような。

「うん、基本的には一人だね」

　一応、関東与よ謝さ野の会の人間である。二十六歳で、本家の中では一番若かったはずだ。そして本家の中でも一等タチの悪い人間。

　だがもちろんそれは緋奈しか知らないことで、彼の柔にゆう和わな物もの腰ごしにだまされた由香利たちの目には、羨せん望ぼうとか尊敬とかいった類たぐいの感情がこもっていた。

「お前たちな、こいつのこと勘かん違ちがいするなよ。人間のクズだぞ」

「緋奈ちゃんまたそういうこと言うし……それで、俺ん家ちなんかになんの用があんすか？」

「車くれ」

　これには緋奈を除いた全員がぎょっとした。

「お前、確かいっぱい持ってただろ。くれ」

「ひ……緋奈？　車を手に入れるというのは……？」

　ミウルスがにわかには信じられないような顔付きで聞いてくる。

「こいつからもらうだけだぞ」

　しれっとした顔で言い放つ緋奈に、沢根が困ったふうな声を出す。

「……あのね緋奈ちゃん、車っていうのは簡単にあげたりもらったりって物じゃ……」

「んなこと知ってるよ。だからお前にたかってるんだろ？」

「……緋奈ちゃんの方がよっぽどタチ悪くないっすか？」

「タチ悪くなきゃヤクザなんかにならねえよ。そんな何台もあったってどうせ乗らないんだし、一台くらいいいだろ？」

　とても頼たのんでいるとは言えない緋奈の態度に、沢根は首を振る。

「だめ！　だめです！　いいすか、あれは俺の血と汗あせと涙なみだと精え……」

　緋奈はこぶしで、強したたかに彼の頭を打った。

「……とりあえず、いろんな体液の結けつ晶しようですよ？」

「うーん、もっと嫌いやな言い方になっちまったな……」

　腕うで組ぐみして緋奈は呟つぶやいた。

「とにかく、いくら緋奈ちゃんの命令でも、ダメなものはダメっす」

「じゃあ用事が終わったら返すよ」

「んなこと言ったって緋奈ちゃんまだ十六だし……」

「あ、運転するのはこいつ」

　緋奈はミウルスのことを横から指差した。

「ひょっとしてロシアから来たって噂うわさの。へえ……」

「言っとくけど前科はないぞ。やばくもないし、それはあたしが保証する」

　ミウルスがなにやら複雑な表情をしたが、こらえた。もちろん車のためにはこれぐらい我が慢まんしてもらわねば困る。

「いや、緋奈ちゃん家ちに寝ね泊とまりしてるんなら会長も認めてるってことっすから、疑ったりはしませんよ。じゃあ……緋奈ちゃんのお友達だし、貸すだけなら」

「よし、きまり」

　結局緋奈に押し切られる形で、一行はマンションの地下駐ちゆう車しや場じようへと降りてきた。足音がよく響ひびくコンクリートに覆おおわれた空間に、商用バンを始めとして普ふ通つう車しや、高級車までがぽつりぽつりと見受けられる。

「この一角が俺の車っすけど」

　沢根がその方向をくるくる指差す。と。

「ふぇ！　フェラーリ！　ランボルギーニ！　ポルシェまで!?」

　ミウルスが眼前に並んだ宝石のようなスポーツカーの数々に、キラキラと目を輝かがやかせ始めた。恋れん愛あいがらみの由香利と同じ症しよう状じようだ。

「バブル弾はじけてから安いしね。全部中古で四千万くらいかな」

　目を丸くする由香利たち。もちろんミウルスは値段など聞いてはいない。

「ど、ど、どれをいただけるのですか!?」

「いや、誰だれもあげるなんて……」

「……ら、らんぼるぎーにくらいは……」

「一番ダメ」

　即そく答とうされて、ミウルスが両の握にぎりこぶしをぶんぶんと上下に振ふった。

「どーしてですか！　女になんか扱あつかえないぜ、へへん、みたいなこと言うつもりですか!?」

「うん、女の子じゃ無理」

「なんという差別的発言ですかっ！　そんなのやってみなければわからないのです！」

　ドアロックを開けてもらい、試ためしに乗ってみる──いや、あまりの車高の低さにもぐりこむようにしてシートに腰こし掛かけたミウルス。

　まず、シートが低くて前が見えないらしい。

　ハンドルが重すぎて回らないらしい。

　ペダルに足が届かないらしい。

　届いても──クラッチが硬かたくて踏ふめないらしい。

「ね？」

　沢根がにこりと聞く頃ころには、軽く汗をかいたミウルスが這はい出るように車から降りてきた。

「噂には聞いていましたが……恐おそるべしランボルギーニ……」
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「そんなわけで大人しく諦あきらめてね」

　沢根はミウルスからカギを受け取るとドアを閉めてロックした。

「結局どれ貸してくれるんだ？」

「あー、それなんすけど……よく考えたら女の子が乗れるようなのじゃないんすよねー」

「あそこのシート被かぶってるのはなんだ？」

　と、緋奈は三台並んだその隣となり、灰色のシートを被った一番隅すみっこの車を指差す。

「ああ、そうすね。これなら大だい丈じよう夫ぶかな……」

　沢根はその車に近づくと、灰色のシートを後部から一気にはぐって見せる。すると中からは鮮あざやかな赤を湛たたえたセダンがお目見えした。

「アルファロメオ！　緋奈、私はこれでも充じゆう分ぶんなのです！」

「そうか。じゃあこれにするか」

　はしゃぐミウルスを尻しり目めに、沢根は緋奈ひとりを少し離はなれた場所まで引っ張っていく。

「なんだよ」

「……あれ、動くことは動くんすけど」

「なんか問題でもあるのか？」

「言っときますけどあれってナンバー偽ぎ造ぞうだし、もう車台番号もエンジンナンバーも削けずってて……」

　早い話が、法的にはこの世には存在しない車らしい。

「『仕事』のときのために俺が堀ほり井いの兄貴から預かってるんすよ？」

「いいよ別に。あいつだって免めん許きよ持ってないし」

「…………え？」

「大体あいつ、パスポートも住民票も持ってないんだぞ。免許取れって方が無茶だろ」

「いや……しっかしなんでまた車なんかいるんですか。堀井の兄貴に言えばどこにでも連れてってくれるでしょうに」

「それは聞くな」

　言ってから。いや言った瞬しゆん間かん、緋奈は内心で舌打ちした。途と端たん、沢根がいやらしい笑え顔がおを浮うかべる。

「……ワケありっすか？」

　魔ま法ほう少女を辞やめるためという、緋奈にとってはこれ以上ない大義があるのだが。

　ヤクザの娘むすめが魔法少女だなどとは口が裂さけたところで組の人間にだけは言えない。というかもう、こいつらに魔法少女という事こと柄がらが理解できるかどうかが不明だ。およそヤクザというのは若い身空からテレビも見ず、マンガも読まず、真面目に……ケンカと女に明け暮れてきた連中と相場が決まっている。特にこの沢根の場合、体育会系がスポーツに打ち込むがごとくそうしてきている。

「ワケありっすね？」

　緋奈はこれ以上状じよう況きようを悪化させぬよう、さっさとミウルスたちの元へ戻もどっていった。

「何の話をしてたのですか？」

「なんでもない。さてと、これのカギは？」

　言われて、沢根は再びキーホルダーを取り出した。そうして事も無げにアルファロメオのカギを抜く。緋奈に差し出し。

　ひょいっ。

　緋奈が手に取ろうとするとそれを引っ込めた。そして再び差し出す。

　ひょいっ。

　空を切った手を、緋奈は次の瞬間ぐっと握にぎり締しめた。言わんこっちゃない。こっちの『どうしても』という事情を察したらしい。

　しかし緋奈は悔くやしさを表情には出さず、静かに口を開いた。ここで激げつ昂こうすれば、この男はさらにからかいに来る。

「…………沢根。なんのつもりだ？」

「車はあげます。でもカギをあげるには条件があります」

「ほーう、そうきたか。随ずい分ぶんとまあ偉えらくなったもんだな？　あ？」

「俺ももう二十六っすから。上納金の額もそこそこいけるようになりましたし」

「おー、そーかそーか。じゃあその上納金に免めんじて条件ってのを聞くだけ聞いてやる」

　すると沢根、ぴっと人差し指を立てて見せた。

「勝負しましょう。緋奈ちゃんが勝ったらこのカギ『も』あげます」

「ほーう。このあたしにケンカ売るってんだな？」

「まさか。んなことしたらどのみち俺が死ぬに決まってるじゃないすか」

　子より可愛かわいい孫まご娘むすめに手を出して、関東与謝野会の会長である緋奈の祖父がタダでおくはずがない。極道の世界で絶対にしてはならないのは逆ぎやく縁えんを切ることだが、およそそれどころの話ではなくなるだろう。

「じゃあなんだよ」

「博ばく徒とは博徒らしく……ってことで」

　本来与謝野会は、ヤクザの中では博徒という部類に属する。現代の主な営業はノミ屋と賭と場ばの開場だが……お祭りの出店なんかで屋台を出したりするテキ屋、というものもある。種類としては他ほかにもいくつか。

「なるほどな。で、なんにする。サイコロか？　カードか？」

「もちろん麻マー雀ジヤンすよ……ってーか、そんぐらいしかうちに道具がないんすけど」

「そうか。うん、それなら……」

　緋奈が頷うなずこうとした刹せつ那な、沢根が付け加えた。

「かっこ脱だつ衣い」

　やろう、そうきやがったか。

　緋奈は自分の失態に歯は嚙がみしながら沢根の顔を思わず睨にらみつけた。

「ひ、緋奈……？」

　その意味を知らないではない由香利とミウルスが心配そうに声をかけてくる。対して圭一と清次が……顔を赤くしていた。

　あとで殺そう。

「おーっとぉ、まさか与謝野会を継つごうってお方が博ばく打ちは打てないとでも？」

　先手を取られた。にやけ顔でそんなことを言われては、緋奈も即そく答とうするしかない。

「上等だ。あたしが博徒のサラブレッドだってことを教えてやるよ」







　場所は変わって彼の部屋。

　どう考えても男の一人暮らしとは思えない広い室内、十畳じようはあるだろう。しかも九階という高度に位置するために眺ながめは抜ばつ群ぐん、日当たり良好。町の雑ざつ踏とうははるか眼下に遠い。

　フローリングの上にあるソファやテーブルなどの家具はカーテン、壁かべ紙がみなどとともに色調を整えられ、観葉植物の鉢はちがそこにアクセントを添そえている。彼の身なり同様、お洒しや落れだ。もちろんこれはリビングの話であり、寝しん室しつもキッチンも別にあるというのだから。

　ミウルスはきょろきょろとそれらを見回しながら聞く。

「緋奈の組の人はみんなこんなにお金持ちなのでしょうか？」

「こいつだけ特別なんだよ。ホストってわかるだろ？　新宿で店を持っててな、若手の中じゃ一番稼かせいでるかな」

「せやけど、あの世界も食うか食われるかやろ？　ってことは沢根さんてものごっつい売れっ子……」

「まあな。月収六百万を越こえるホストはそうはいねえぜ」

　沢根が自じ慢まんげに言うと。

　ミウルスたちが圧あつ倒とうされる反面、緋奈が眉まゆをそびやかす。

「六百万？　お前、先月の収支報告と違ちがわないか？」

「え……？　あれ、そうでしたっけ？　いや、今のは言葉のあやで……」

「六百万だな。じいちゃんに言っとく」

　色々あるのだろう。沢根はぐったりとうなだれてしまった。

「ヒナヒナ、そんな収支報告とか見とるんか……？」

「まあ……なんでも修しゆ行ぎようだからな。しっかし、なんでお前なんかがナンバー２なんだか」

「まあまあ、それは能ある鷹たかは爪つめを隠かくすってことで」

　それを聞いた由香利が。

「あの、六百万円でもナンバー２なんですか？　新宿ってそんなにすごいんですか？」

「あー。由香利ちゃんは勘かん違ちがいしてるかな。ナンバー２っていうのは、与謝野会の中でってことだよ」

「じゃあ、もっといっぱい稼いでる人がいるってこと？　堀井さんとか？」

　彼は困った顔で緋奈を見る。

「あのな、由香利。別に金の話じゃなくて」

「そうなの？」

「金だけなら、ときどき何億とか稼ぐ人間もいるから。うちの組には」

　あまりにスケールの大きな話で、由香利たちがぽかんと口を開けた。

「こいつが二番目っていうのはケンカの強さだ」

「……一位は堀井さんなのですね？」

　ミウルスの問いに緋奈は軽くうなずいた。

「でも、それだと一位と二位にすごい開きがあるということでは？」

　ミウルスは思い起こす。緋奈のボディーガードを務つとめる、身長二メートル近い堀井であれば。ことさらプロレスラーのような体たい軀くの彼であれば、目の前の優やさ男おとこくらい一発で殴なぐり倒たおしてしまいそうだ。

「どうすか緋奈ちゃん。騙だまされてるでしょ」

「うーん。そうみたいだな」

「そんなに強いのですか？」

「うん。とりあえず堀井は、どっかの大学の空手部を二十人だか叩たたきのめしたことがあるんだ。十分で」

　うんうんと首を振ふっているのは沢根。

「で、こいつはその堀井と一時間ぶっ通しで殴り合った」

　かっくん、と圭一が口を開いた。普ふ段だんからケンカというものに慣れ親しんでいる彼だからこそ、その凄すさまじさが理解できるのだろうか。そしてミウルスもやはり、目の前の彼がそんなに強そうには見えない。

「こいつも一応、あたしのボディーガードだからな。どっか遠くに行くときしかついてこないけど」

「はあ……」

　途と方ほうもない話の連続で気の抜ぬけた溜ため息いきをつくミウルス。

「ヒナヒナ、やっぱボディーガードってそういう腕うでっ節ぶしで決めるもんなんか？」

「いや、いくらケンカが強くても今はピストルがあるからあんまり関係ない。特にヤクザの世界はそうだしな。でも、だからこそ大切なのはそんなのを向けられても絶対に退ひかないっていう気き迫はくとか根こん性じようとか……そういうのかな。一応、それで認められた奴やつだから」

　一応、などと言いながら、沢根を見る緋奈の表情はまんざらでもなさそうだ。その彼も自分に陶とう酔すいするようにしきりにうなずいている。

「あ、でも勘違いするなよ沢根。上には上がいるんだからな」

「またまた緋奈ちゃん、そんなこと言ってぇ。兄貴に勝てるようなバケモンがほんとにいるってえなら、まず俺の目の前に連れてきて欲しいっすね」

　すると緋奈、由香利の袖そでを引っ張って沢根の目の前に。

「ち……ちょっと、緋奈っ！」

「……え？」

　何事かと目を瞬しばたたかせる沢根。

「由香利は、堀井を一秒で投げたぞ」

「……まじっすか？」

「え？　ええっ!?　噓うそ！　噓ですよ、緋奈ってば冗じよう談だんがうまくて……ね、緋奈」

「由香利は合気ど……いっ!?」

「ね、緋奈」

　笑顔の由香利の横で、緋奈が無言でこくこく頷いている。

　二人の斜ななめ後ろにいたミウルスからは、由香利が緋奈の手を握にぎっているのがよく見えた。ほんとうに、ただ握っているだけにしか見えないのだが──緋奈の顔に冷や汗あせだかあぶら汗だかが浮うかんでいるのを見れば、どこかが完かん璧ぺきに決まっているのだろう。

　沢根は沢根で、なんとなくそれを察知したらしい。いや、緋奈が自分の言葉を覆くつがえしたことが不自然で、むしろそれが確信をもたらしたのか。

「だめだよ緋奈、知らない人が聞いたら本気にしちゃうじゃない」

「う……うん」

　解放された手を握ったり開いたりして、緋奈は具合を確かめていた。

「まあまあ……とりあえず、そろそろ始めませんか」

「ん？　ああ、そうだな」

「メンツどうします？」

「そうだな、まずあたしと沢根だろ」

「ミウルスちゃんも決定すね。車もらう当事者なわけだし」

　突とつ如じよ指名され、ミウルスはうろたえた。

「へ？　え？　でも、私はまーじゃんというものをやったことがないのです……」

　すると由香利が助たすけ舟ぶねを出してくれた。

「じゃあ私が代打ちしてあげる。お父さんとかとしたことあるし。いいよね緋奈」

「そうだな。出来ないんじゃ仕方ないしな。じゃあ由香利とあたしと沢根で、三人麻マー雀ジヤンか」

「……緋奈ちゃん、いくらなんでもそれはずるっすよ」

「せやで、ヒナヒナ。いくらなんでも卑ひ怯きようちゃうんか？」

　と。いつの間にか圭一が卓たくについている。

「……ほーう。つまりあれか。お前は沢根につくって言うんだな？」

「沢根の兄貴以外に、誰だれにつくっちゅうねん。別にやらしい気持ちやないで、ほんま。兄貴の男おとこ気ぎに惚ほれただけやからな」

　それを聞いた沢根、ぽんぽんと圭一の肩かたを叩たたく。

「そーかそーか、お前中々見所あるぜ。なんかあったら相談に乗ってやるぞ」

「いや……それは後が怖こわいんで勘かん弁べんしてください」

　とりあえず、二対二のタッグということで決まった。二時間以内に一番たくさん点を取った方の勝ち。または、誰かが全ぜん裸らになった時点で終しゆう了りよう。もちろん、裸はだかになった方のチームの負け。

　ツモ（山の中から取った牌パイであがり）の場合は誰も脱ぬがなくてよい。ロン（誰かが場に捨てた牌であがり）の場合は、捨てた人が一枚脱ぐ。

　山から一つ取ったら、持っている牌を一つ捨てて、自分の持っている十四個の牌をある決まった形にそろえればあがりという単純なゲームらしいが──いい大人たちがこぞって遊ぶというのであれば、それなりに面おも白しろいのかな、というのがミウルスの感想であった。そして順番を決めるためのサイコロが転がされる。







「ロン」

　緋奈が眉まゆ一つ動かさずに冷たく言い放った。

　牌を捨てた格好で硬こう直ちよくしているのは沢根。

「まじっすか？　まだ三順目……」

「言っただろ、博徒の純血種だってな」

「ふ……ふふん。いいすよ。でも勝負は水物っすからね。あとで素すっ裸ばだかになって風邪かぜひいたって知りませんからね」

「ばーか。それはてめえだ」

「…………え？」

　何を言われたのかわからぬ様子で、沢根は眉まゆ根ねを寄せた。

「おらさっさと脱げ。ルールで決めたはずだぞ、当たった人間が脱ぐってな」

　それを聞き、自分を指差した沢根。

「でも俺は男っすよ？」

「自分で持ち出した勝負を投げ出すような奴やつは、うちの組にはいらないぞ」

　ニタニタ笑い、暗に破門を示し唆さする緋奈。

「くっ……いいでしょう。そこまでおっしゃるなら」

　沢根は悔くやしげながらも颯さつ爽そうと立ち上がった。

　がつん。

　緋奈の投げた牌が沢根の眉み間けんに直ちよく撃げきする。

「なんでいきなりそっから脱ぐんだてめえはっ!?」

「え？　やっぱだめっすか？」

「ったりめえだ、ジャケット脱げジャケット！」

「でも……ナスみたいでかわいいんすよ？」

　がっつんっ！

「……緋奈ちゃん、竹牌は痛いッス」

「ナスでもキュウリでもいいんだ、もういいさっさと座れ！」

　ひとしきり怒ど鳴なりつけてから、緋奈はくるりその面々を見回した

「そうだな……清次」

　と。ここに来てから無言でいた清次を呼びつける。

「え？　なに、与謝野さん」

「脱げ」

「な……なんで!?」

　沫あわを食う清次に。緋奈はどこか達観した目付きで髪かみをかき上げた。

「沢根や圭一が脱いでも華はなが無い」

　清次はどこか幼い顔立ちで、ともすれば女の子っぽく見えなくもない美少年。由香利とミウルスは頰ほおを赤らめつつも。

「見ろ、お前にあの期待を裏切ることができるのか？」

「だからって僕は何にも関係ないじゃないか……」

「あ、そーか。そーなのか。お前、沢根の裸が見たいのか。前々からどっか女っぽいとは思ってたけどそういう趣しゆ味み……」

「あーもう！　わかったよ、脱ぐよ！　脱いでやるさ！　なんだよみんなして僕のことをいいように使ってさ！」

　などと言いながら、チェックのシャツを脱ぎ捨てた清次。Ｔシャツ姿に。

「……清次がキレよった」

「清次、何かあったのですか？」

「牧田君、ストレスたまってるの？」

「まあ思春期だしな」

　圭一もミウルスもいいのだ。ただ、最後の二人に言われたのが猛もう然ぜんと腹立たしい清次であった。







　緋奈が圭一からあがった。

「うわっちゃー、やってもうた。しゃあないな、俺も……」

「あ、お前はいい」と緋奈。

「うん、鈴野君はいいよ」と由香利。

「以下同文なのです」とミウルス。

「なんでやねん！」

　そこはかとなく悔しそうな圭一だったが。

　そこに緋奈が無情の一言を言い放つ。

「清次、脱ぬげ」

「また僕!?」

「圭一じゃつまらないだろ。それともお前、男友達の裸はだか見たいのか？　ああそうなのか。もしそうならお前はほんとに……」

「わかったよ！　脱ぐよ！　脱げばいいんだろ!?　そして僕の白い胸むな板いたを眺ながめればいいのさっ！」

　キレたばかりの清次が、今度はマジギレした。わけのわからない最後の一言がそれを如によ実じつに物語っている。

「鈴野君、沢根さん、絶対勝ってよ！」

「おう、わかっとるがな！」

「任しとけ、すぐに女子高生の柔やわ肌はだを拝ませてやるぜ！」

　勝負再開。







「はあ……」

　リビングを出た清次はキッチンに立っていた。簡単に言えば暇ひまを持て余していたのでお茶ちや汲くみさせられているのだ。

（ほんとにいいように使われてるんだよね……）

　ここまでくると、もうキレる元気も出やしない。

　Ｔシャツも脱がされて今や上半身裸。

　その姿で緋奈たちへのウーロン茶と、沢根のウィスキーとをコップに注ついでいる。

（なにやってるんだろ僕……）

　それはまあ、緋奈や由香利の裸は見たい気もするのだけど。どうしてもというわけじゃないし。どうせなら、というかむしろそれが正しいと思うのだけど、そういうことは恋こい人びとになってからとか結けつ婚こんしてからとか、自分のためだけに……。

（馬ば鹿からしい……）

　わけのわからなくなった自分の頭をコツコツ叩たたいて、清次は注ぎ終わったコップをトレイに並べた。

　リビングに戻もどってみると、事態は一進一退で拮きつ抗こうが続いているようだった。ツモあがりだけが続いて結局脱いでいるのは何の関係もない自分だけ。緋奈たちは真しん剣けんな眼まな差ざしで手て牌はいを睨にらみつけ、ルールをよく把は握あくしていないミウルスだけがぽーっとその場を眺めている。

「はい、ミウルスさん」

「へ？　あ、ありがとう清次」

　声には表れないが、彼女のその視線が……なんというか、痛い。

「遅おそいぞ清次」

「あっ、与謝野さんそれ……」

　自分から手を伸のばした緋奈。清次が止めるより速く、沢根のウィスキーを取ってしまった。勝負に熱中するあまりよく見なかったのだろう。

「ぶっ……げほっ、げほっ！」

　思い切り飲み込んだ緋奈が激しくむせかえる。

「げっほ……なんだこれ酒じゃないか。間ま違ちがえるなよ」

　自分で取ったくせに。

　清次は思ったのだが、思ったときにはすでにウーロン茶片手に牌を睨んでいて聞いてくれそうもない。

　気にしても仕方がないと、圭一と由香利に同じくウーロン茶を渡わたし……沢根に言ってウィスキーを取り替かえようとしたのだが。

「……おい清次」

　沢根が声を潜ひそめて聞いてきた。何事かと思って清次も耳を寄せる。

「なんですか？」

「おめえ、緋奈ちゃんに酒やったのか？」

「え？　でも僕が渡したわけじゃなくて与謝野さんが勝手に……」

「んなこたいいんだ。飲んだのか？」

「……少しくらいは……飲んだと思いますけど」

「………」

　沢根はそれきり黙だまってしまった。

（なんだろ……やっぱり、子供はお酒飲んじゃいけないとか、しっかりしてるのかな）

　清次は緋奈の祖父が大層立派な人物だと聞き及およんでいたので、そんな心配をしたのだが。それにしては沢根が顔色を悪くして緋奈へと注意を向け始めたことが不自然であった。

「おい、耳貸せ」

「？　はい……」

「うちのお嬢じようはおっそろしく酒グセがわりいんだ」

　それからちらりと、こちらの裸はだかを見る。

「おめえだけでも気ぃ付けとけ」

　それだけ言うとあとは黙もくして、再び山に手を伸ばした。

（へんなの。酒グセって言ったてたった一口……）

　そう思って今一度緋奈を見て。

「っ……!?」

　清次はぞっとした。普ふ段だんから据すわっている緋奈の目が、ことさらに据わっているのだ。

　そして。

「ロン」

「えっ!?」

　一同ぎょっとする。緋奈が、由香利からあがったのだ。由香利はおたおたと辺りを見回してから、思い至ったように。

「あ……でも同じチームだから脱ぬがなくてもいいんだよね。最後に点数の多いチームが勝つんだから……」

「脱げ」

　由香利を見ながら冷然と緋奈が言う。

「ひ、緋奈……？」

「………」

　余人の介かい入にゆうできる空気ではなかった。それくらい、緋奈の目は暗い光を湛たたえていた。

「……どうした由香利。当たったら脱ぐんだぞ」

　どこか浮うき世よ離ばなれした声こわ色いろ。裏世界に通じるプロ、といった趣おもむきがある。今にも、あんたどこかがすすけてるぜ、とか言い出しそうだ。

「い、いいよ。一枚くらい」

　頰ほおを膨ふくらませつつも。由香利は薄うす手での上うわ掛がけを脱ぐ。

「ふっ……くくっ……。わかるか？　この落第が来てからこっち、あたしがどれくらい恥はずかしい思いをしてきたか」

「あのですね緋奈、私はもう落第などでは……」

　言いかけたミウルスの言葉を吹ふき消すように。

「知ってるか？　過去は……消えないのさ」

　あまりにも鉄てつ壁ぺきな道理に、ミウルスは反論できないようだった。







　しばらくして。

　緋奈が再び由香利からあがった。

「脱げ」

「ちょっと緋奈っ!?」

　どん、とテーブルを叩たたく由香利。そこにミウルスも便乗し、

「あの車には世界の平和がかかっているのですよ!?」

　しかしそれらの眼まな差ざしを受け流すように、緋奈はテーブルに手を組んだまま小さく嘲あざけった。

「平和？　下らないな。そういう言葉はあたしを倒たおしてから言うこった。寝ね言ごとは寝てから……言ってりゃいいのさ。くくくっ」

　冗じよう談だんで言っているのではない。それは目を見ればわかる。くくくっ、と言いながらその目がまるで笑っていないのだ。

　やむなく靴くつ下したを脱ごうとする由香利。しかしそれを緋奈は制止する。

「な、なんで？　これだってちゃんとした衣服だよ？」

「それは、履はいてた方がいい」

（（（え………!?）））

　迸ほとばしった衝しよう撃げき。男性陣じんに衝撃。

　なぜなら、そのセンスを理解できるのは真の漢おとこのみだからだ。

　ともあれ。

　由香利は思いついたように手を打つと髪かみのリボンを一つ、外した。

「……ま、そうやってせいぜいあがいておけばいいさ。全すべての努力は徒労に等しいって知ることになる……」







　それからというもの、自身の危機を悟さとった由香利がロンでもツモでもとにかく破竹の勢いであがり始めた。対する緋奈は……これは清次の私見だが、目が据わって怖こわくなっているものの、ゲーム自体は酒を飲む前よりも精せい彩さいを欠いているように見えた。

（やっぱり酔よっ払ばらってるのかな？）

　とか清次が考えていると。

　自分の方がピンチだった。身に着けているものはもはや下着一枚。

　と言うか。

　由香利は由香利で、こちらがベルトを外した辺りから別な意味で拍はく車しやがかかっているふうにも見えた。キラーンとかキュピーンとか、緋奈とはまた別な目の光らせ方をしている。

　視線が痛い。突つき刺ささるように。

　清次は時計を見た。残り五分。

（よし、この回で沢根さんと鈴野君に何事もなければ……）

　しかしその表情に希望を浮うかべたのがいけなかった。清次の顔色に気付いた緋奈が、ふっとその視線の先を追う。

「……あと五分か」

「ん？　なんや、もうそんな時間かい」

「へっへー、やったね。これなら私、もう裸はだかになるほど脱ぬげないよ」

「そうだな、んじゃ清次でいいや。ロン」

「え……？」

　事も無げに緋奈が言ったのは、紛まぎれも無く圭一が牌を捨てた瞬しゆん間かんであった。

　総そう括かつしてみると、やはり緋奈は強いのだ。由香利をマークするあまり決め手を欠いていたというだけで……つまり、車とか勝ち負け抜ぬきで由香利を脱がせようとしていたのだろうか。

　ともあれ、時間終しゆう了りよう。点数から言えば由香利が一位、緋奈が二位。それと僅きん差さで沢根が三位。由香利のせいでダントツに離はなされた圭一がビリ。

「やったーっ！　やりましたーっ、これで私たちの勝ちなのです！　アルファロメオなのですっ！」

　喜んでいるのはミウルスと、彼女に抱だきつかれた由香利のみ。

「わ、わあ……おめでとう……」

　清次も一いつ緒しよに拍はく手しゆしてみるが。

『彼女』の視線は微び動どうだにしない。

「あの……与謝野さん？」

「脱げ」
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　混じりっけなしの真しん剣けんな声が静せい寂じやくをもたらした。

「そんなこと言っても緋奈、清次はもう脱ぐものがないのです」

「そうだよ、これ以上はちょっと……」

「ヒナヒナ、こういうんは程ほど々ほどにしとくんが常識ってもんやで」

「……常識？　知らないな、そんな言葉。辞書に載のってるのか？」

　全員で顔を見合わせるが、やはり緋奈は冗じよう談だんを言っているつもりはないらしい。すっくと立ち上がると、座り込んだままの清次に迫せまってきた。清次は貞てい操そうの危機と思おぼしきものを感じてあとずさる。

「脱げ」

　ぶるぶると首を振ふるが、しかしもう背中は壁かべ。するとそれを見た緋奈もぺたんとその場に座り、いやがる清次の顎あご先さきにつっと指を這はわせ始める。

「ああ……与謝野さん、これだけは……」

「くくく……うぶなねんねじゃあるまいし。いまさらなに恥はずかしがってるんだ？」

「いまさらって……別に僕、こういうの初めてだし……」

「そんな格好してなに言っても無む駄だだ……大人しくあたしの物になれ」

　どこかうっとりとした瞳ひとみでさらに擦すり寄ってくる緋奈。

「かわいいぞ、清次」

　なんと言うのだろうか。心臓が跳はね上がり、本当に、わずか一いつ瞬しゆんだが……清次はどうでもよくなってしまいそうになった。

「ん？　あたしに脱がせて欲しいのか？」

「ちっちちち違ちがうよ！　そういう問題じゃなくて！」

「いいからあたしに任せとけ」

　伸のびる魔まの手が、清次の下着の端はしを摑つかむ。

「ああ……い、いやだーっ！」

　その刹せつ那な。

　突とつ然ぜん、緋奈が寝ね込こんだ。

「あーっ、びびったぁ……やっとつぶれたか」

　それまで静観していた沢根がぐったりと脱だつ力りよくする。

「い……一体なんなのでしょうか？」

「緋奈ちゃんは恐おそろしく酒に弱い……くせに、凄まじく酒さけ癖ぐせが悪い」

　続く話には中学生の頃ころ、家の新年会で誤って酒を口にした緋奈が暴風雨のごとく暴れまわったとか。そのときは頼たのみの綱つなの会長……緋奈の祖父もかなり出来上がっていて、緋奈は檻おりから放たれた野や獣じゆう状態。

「あんときは兄貴と絡からまされそうになったところで潰つぶれたんだけど……ま、何事もなくて何よりだったな」

　何事もなく……そう、この程度で済んだのは幸いとしておこう。清次はそう思った。

　すでに二日ふつか酔よい状態の緋奈がソファの上で目を覚ましたのは、それから小一時間ほどしてからのことだ。酔っていたときの事はなんにも覚えてないということだった。







　再び地下駐ちゆう車しや場じように降りてきた一同。約束どおり沢根からカギを受け取ったミウルスが早速アルファロメオに乗り込み、目を輝かがやかせている。

「さ、さ。みんな早く乗ってください」

　ここに来て圭一は気が付いた。ミウルスは免めん許きよを持っているのだろうかと。無免許の人間の運転する車など危なっかしくて乗れたものではないが──。

「ほらミウルス。免許」

　なぜか。緋奈が、ミウルスに免許を渡わたしている。圭一は自分がバイクの免許を持っているのでわかるのだが、それはよっぽどの事情がない限りは本人が免許センターで受け取らなければならないものである。

　が、間違いなくミウルスはそれを知らないのだ。しきりに緋奈に感謝を述べている。

「でもミウルスさん、いつ教習……」

　言いかけた清次の口を緋奈が塞ふさいだ。

「余計なことは言わなくていい」

「緋奈ちゃん。事情は察しましたけど……あの娘こって実際、運転できるんすか？」

「大丈夫だろ。ときどき堀井が面おも白しろがって自分のベンツ貸してたから。初めて乗って車庫入れが出来たってさ。それってうまいんだろ？」

「そりゃ……兄貴のベンツのでかさで入れられたんなら天才すけど。無茶すんなぁあの人も……」

　沢根が呆あきれたように頭をかく。

「つまりみゅうちゃん、自分の免許がいわゆるアレやってことはわからんわけや……」

　緋奈が向いた先では、運転席に着いたミウルスが車内のあちこちを指差し、由香利と清次に楽しげに話しかけている。

「もう知らんわ、ほんま」

「その方がいいな。じゃあ沢根、あたしたちもう帰るぞ」

「うぃす。お気をつけて」

「圭一、お前も乗ってくだろ？」

「……ほな駅までな。単車停とめとるから」

　ミウルスの運転技術が見たいのと、やっぱり無免許の運転が怖こわいのとの折半で、その距きよ離りならと思った圭一。

　しかし実際乗ってみると聞いてた通りに上手で、それはそれで拍ひよう子し抜ぬけしたのだった。







　その日の夜。

　ブリーフィングルームに包帯の取れないレッドたち四人とホワイト、ユキ。そしてミスターＢが集まっていた。

　レッドはもう一度。もう一度だけ確かく認にんしようと思った。

「博士……ほんとうにやるんですか？」

　どこか恐おそれるふうなレッドたちに、Ｂのいつもの怒おこったような声。

「当たり前じゃ。そもそもお前達がラピティアを逃のがさねばその必要もなかったのじゃぞ」

「はっ！　それについては反省しております。ですが原発はいくらなんでも……やはり変電所くらいで」

「愚おろか者が、何度も言わせるでないわ！　メルトダウンさせようというわけではない。ラピティアの魔力に対抗するには、現代科学においての最大級のエネルギーが必要なのじゃ！」

　メルトダウンさせなければ原発を乗っ取って良いという道理はない。少なくともレッドの中には。いや、メルトダウンが危険なことだと理解してもらってるだけましなのだろうか？

「もう準備は整っておるのじゃろう」

「は。それは……各系統の最も過激な各団体に、それぞれの文書を配信しておきましたが……」

「うむ。イエローよ、バージョンアップは済んだのじゃな？」

「は！　時間が足りずにそれほど斬ざん新しんというわけでもありませんが……会話の強化を主体に。以前のように騙だまされる心配はないかと」

「うむ、かまわぬ。日進月歩じゃ。無理をしてバグでも起こされてはかなわん」

　それを聞いたイエローはほっと胸を撫なで下ろした。

「よし。では明日、計画通りにわしとホワイト、そしてテトラで強行突とつ入にゆうする。ユキとお前たちはこの場で待機じゃ」

「……ですがなぜユキを連れて行かないのですか？　ラピティアを倒たおすためならば彼の魔ま力りよくは必要かと」

　問うレッドの先で、しかしユキはメンバーから外されても無表情のまま立っている。ことさらに手て柄がらを立てたい、などと思っているわけでは無さそうだ。彼らしい。

「うむ。本来ならそうするべきじゃが、先の一件でラピティアたちにこの場所を割り出されておる可能性もある」

「あ……なるほど」

　自分たちだけではあの暴力娘むすめを押しとどめる術すべはない。それはレッド自身、身をもって知らされた事こと柄がらだった。

「その問題も向こうに着いてから準備が整うまでの間……奴やつらに連れん絡らくを入れるまでの間じゃがな。注意を怠おこたるでないぞ」

「はっ！」

　Ｂは深く頷うなずくと研究室を出て行った。

「なにをそんなに怯おびえている」

　ぽつりと漏もらしたユキに、グリーンが振ふり返る。

「ラピティアのことじゃないぞ。ユキ、放射能のことは勉強しただろう」

「ある種の原げん子し核かくが自発的に壊かい変へんし、より安定な別種の原子核となるときにα線あるいはβ線の放射を……」

「いや、そんな定義を詳くわしく言われてもこっちが困るんだが……ああ、もちろん勉強するのはいいことなんだが」

　グリーンが頭をかくうちにブルーがそれをひきとった。

「グリーンが言いたいのは、放射能が危険なものってことだ」

　こと日本人であるレッドたちにとっては原げん爆ばくのこともあり、放射能の恐ろしさについては幼い頃ころから徹てつ底てい的に叩たたきこまれている。その差異なのだろうが──。

「それなら理解している」

　ユキは表情も変えぬまま首しゆ肯こうする。

　彼の場合は知識として理解しているに過ぎないだろう。しかし先日造られたばかりの彼に、自分達のように雰ふん囲い気きで恐れろというのも無理な話だ。

「……ならいいんだが」

　レッドはそう述べるに止とどまった。

「ああ。それより兄さんは」

「第二研究室にいるわよ」

　ホワイトが言うと、ユキは部屋を出て行く。

　ユキの発した突とつ飛びな言葉に、レッドたちはぼかんと口を開いていた。

「ホワイト、兄さんって誰だれだ？」

「そんなやついたのか？」

　彼女は軽く首を傾かしげる。

「テトラ・システムのことですが」

「それはつまり……どっちも博士に造られたから、ということか」

「ユキが勝手にそう思い込んでいるようですね」

「……だろうな。テトラが兄さんなんて呼ばれて反応するとは思えん」

　レッドが腕うで組ぐみして俯うつむくと、ブルーがユキの出て行った方を見る。

「でも……肉親といえば唯ゆい一いつの肉親なのか」

　黙だまりこくった四人。空気が重くなる。

　そこでレッドは機転を利きかし、場を明るくするためにこんな事を言った。

「……三人目は女の子か？」

　するとすぐにみんなも乗ってくる。

「お、いいなそれ。ユキもテトラもあの性格だから明るい子がいいな」

「そうか？　俺たちだって毎日激務だし、癒いやし系の方が良さそうだと思わないか？」

「うーん、癒し系か。そうだな、女子高生くらいの」

「女子高生か」

「まあ女子高生だな」

「ああ、女子高生だ」

　それぞれに述べて感かん慨がいにふける。

　そのとき、誰かがポツリと言った。

「……二十歳過ぎたらだめだろ」

　ともあれ、そのタイミングでホワイトを見たのがいけなかった。その後四人は医務室のベッドへ強制送そう還かんの憂うき目めにあったのだから。
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　あくる日。日曜日の朝には雲ひとつない快晴がよく似合っていた。絶好のドライブ日び和より。赤いアルファが呼んでいる……。

「緋奈、出かけましょう！」

「んー、待てよ。ニュース見てからな」

　断ったわけではない。緋奈は日曜の朝、ほんとにニュースを見る。新聞も読む。人間界に来たばかりの頃ころ、ミウルスはそれが普ふ通つうなのだなと思っていた。しかし今ではそれが、女子高生としてはかなり珍めずらしい習慣だということを知っている。

　極きわめつけは、

「やっぱニュースはＮＨＫだよなー」

　とか、ときどき本気で言うあたり。民放のニュースはキャスターのクセが強くて好かないそうだ。ミウルスにはさっぱりわからないのだが。

　そこでふと疑問に思って聞いてみる。

「緋奈はひょっとして新聞にもお気に入りがあるのですか？」

「東スポと日経」

　その二つの新聞に共通点が見つけられないミウルス。

「東スポはいいぞ。下手な新聞よりよっぽどためになるからな」

「そうなのですか……」

「日経も余計なこと言わないしな」

　ちなみにこの家に届くのは日経と読売新聞。東スポは堀井がときどき持ってくる。

「んー……あとはどうでもいいか」

　テレビでは政治や世界情勢のニュースが終わり、殺人事件が取りざたされていた。

「……いいのですか？」

「こんなの大して珍しくないしな」

　ミウルスは少しぞっとした。

　そうなのだ。この世界では簡単に人が死ぬ。ほんのちょっとしたことで。そしてこれに限っては緋奈が特別というわけではなく、皆みなが皆、それが当たり前のことだと思っている。明日は我が身とも知れないのに。

「どうした？　行くんだろ？」

「え？　ええ。まあ……」

　まだ天界にいた頃思い描えがいていた人間の姿。そして本当の人間の姿。その差に少しだけ戸と惑まどう。でも、ちゃんとわかっている。誰だれかが死んで誰かが生まれて。この世界が今までそうして続いてきたことも。

　自分に軽く頷うなずくと、緋奈が不思議そうな顔をした。

「なんだ？　真ま面じ目めな顔して」

「なんでもないのです。ではどこへ行きましょう？　やっぱり山でしょうか」

「海」

「……海ですか」

「なんだその嫌いやそうな顔は。やっぱりお前、峠とうげとか行ってゲームの真ま似ねするつもりだったな？」

「え？　そ、そんなことはないのです……」

　実のところ緋奈から車をもらうにあたって一つだけ条件が付いていたのだ。それは、緋奈が必ず同乗すること。必要もないのに乗らないこと。

　つまりこれでは……ドリフトが。

「いいかお前、車はじじいの居場所を突つき止めるために手に入れたんだぞ？　海って言ったのも、その周りの様子を探さぐりに行くためなんだからな」

「わ、わかっているのです！　世界の平和のために！」

　言うと。不思議なもので、改めてその感情がミウルスの中に湧わき起こってきた。

　でもやっぱり、ちょっとくらいハンドルで暴れてみたいな、とも思う。

　そんなとき鳴ったミウルスの携けい帯たい電話。

「えーと……」

　ポケットからそれを取り出し、着信画面を見たミウルスは表情を真しん剣けんに改めた。

「じじいか？」

「ええ」

　画面には電話番号が表示されず、非通知とも公衆電話とも映らない。以前、Ｂは研究所のコンピューターから直接に電波を飛ばしていると言っていた。その結果がこれなのだ。

　通話ボタンを押し、耳に当てる。

「もしもし」

《うむ。落第の居い候そうろうか》

「ですからっ！　そういう言い方はやめて欲しいのですっ！　私にはミウルスという立派な名前が……！」

「なにいきなりキレてるんだよ……」

　脇わきで白い目をする緋奈に気付き、ミウルスは咳せき払ばらいを一つ。

「それで、なんの用なのです」

《今しがた内島見原発三号機を乗っ取った》

「……」

　ミウルスはＢの言葉を頭の中でよく嚙かみ砕くだいた。

（討ち死真実。ゲンパ……つ？　酸ＧＯ期……）しかし意味がわからない。乗っ取ったのはわかるが、何を乗っ取ったのか。

『ＧＯ』の部分とは強い勢いを感じるが──『ゲンパ』が不明だ。

　なるほど、つまりこれは。

「ふっ。そんな意味不明な単語でこの天使ミウルスを混乱させようとしても無む駄だなのです。目的はなんなのですか？」

　今度は電話の向こうでミスターＢが沈ちん黙もくしている。

《よいか、もう一度言うぞ。内島見原発……》

「あなたの老いた耳では聞き取れなかったのですか？　そんな言葉でこの私は騙だまされないと言ったのです！」

　機先を制された相手はぐうの音も出ないようだった。

「なあ。何の話をしてるんだ？」

「さあ？　うちしま……のさんごうを乗っ取ったとかなんとか。意味不明な……」

「このバカっ、よこせっ!!」

　突とつ如じよ緋奈が血相を変え、ミウルスの手から携帯を奪うばい取る。

「じじい、あたしだ！　もう一回言え！」
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《………》

　受話器を離せば声が小さくてミウルスからはよく聞こえない。

「ああ、このバカはほっといてくれ。あたしが聞く」

《………》

　それから、緋奈の目付きは見る見る険しくなっていく。ミウルスは緋奈の手の上から耳を寄せた。

「じじい、正気だろうな？　ほんとに原発乗っ取ったってんだな？」

《愚おろか者が。狂きよう気きごときでここのセキュリティは突とつ破ぱできぬわ》

　彼がそこまで言うほどの重要施し設せつ。というのはミウルスにもわかった。

「先に聞いとくぞ。何するつもりだ」

《安心せい。貴様の案ずるようなことはせぬ。先回世話になった礼に、テトラを貴様にぶつけてみたくてのう》

「あのポンコツと原発と何の関係があるってんだ。いつもどおりこっちに来て……」

《それは見てからのお楽しみじゃ。くかか》

　嘲あざけられ、緋奈は一度唇くちびるを嚙む。

「行かない……って言ったらどうする？」

《これは愚ぐ問もんじゃ。これ一機に……いや、四機も同然。どれだけの政治的価値があるか、わからぬではあるまい。貴様に声をかけたのはもののついでじゃ》

「そこまで言われたら行くしかねえよなぁ……!?」

　静かな言葉の中、緋奈の瞳ひとみがすっと細められる。その価値ゆえか。それともついでと言われたことか。ミウルスが緋奈を知る限りは、後者だろう。

《それとこれを付け加えておこう。正午になれば政府に向けて声明を発表する。ラピティアと名乗る小こ娘むすめの写真を添そえてのう！　さあて、いつになったら現れるか楽しみじゃわい！　ふあっはははははっ……!!》

　通話が切れ……るかと思いきや。

《こ、こら！　何をするのじゃ！》

《いいから貸して！　私が捕つかまってるって言わないと、緋奈来ないかもしれないでしょ……！》

《じゃからそれはこれから……のおっ!?》

《もしもし緋奈っ!?　私もいるからねっ！　絶対来てね！　あと……》

　切れた。

「あの……緋奈？」

「なんだ？」

　口調は穏おだやかだが完全に怒おこっている緋奈を前に、ミウルスはおずおずとたずねた。

「つまり……げんぱつとはどういう所なのでしょう？」

　すると緋奈、軽く口角をもたげて呟つぶやいた。

「じじいを殺して由香利に説教する所だ」

　ミウルスは、一応納なつ得とくした。







　いくらなんでも度が過ぎている。今日という今日は。

　そんな緋奈の思いが持続したのも一時間ほどだろうか。さんさんと陽光に照らされながらシーサイドラインを走ると、これが思ったより気持ちがよい。途と中ちゆう、先にミスターＢのアジトがあると目を付けた箇か所しよを通り過ぎたので、そのあたりの地形は記き憶おくしておく。海から断だん崖がい、そしてそのまま山へと連なる。そんな具合だ。民家はほとんどない。

　本来ならばここでいろいろと調べるところであったが、原子力発電所まではさらに一時間ほど進まねばならなかった。

　しかし、実際それが目に入ったのは実に二時間後のことである。







「いやー、すごいな」

「すごいのです」

　あまりの混雑に交通規制が敷しかれていた。ミウルスの車は原発を見下ろせる小高い丘おかの上の渋じゆう滞たい、ちょうどその真まっ只ただ中なかにはまり込み、前にも後ろにも動くことが出来なくなっている。しかし『騒そう動どう』を見るには絶好のポイントで、緋奈たち同様に前後の車両の人々もどうせ動けないのだからと車を降り、文字通り高みの見物を始めていた。

《……の予定を変へん更こうし、お送りしております。内島見原子力発電所での核かく燃ねん料りよう搬はん入にゆうに際して起きました大規模な抗こう議ぎ集会……》

　点つけっぱなしのカーラジオがしきりに同じ内容を繰くり返す。聞いてみると要するに、今日未明に予定されていた核燃料の搬入を過激な環かん境きよう保ほ護ご団体が実力で阻そ止ししてしまったらしい。さらに聞くと、その騒動を一目見ようと集まってきた野次馬相手に右う翼よく団体が演説を始め、それをさせまいと過激派の左翼団体が……。

　環境保護団体と、右翼、左翼、いよいよ駆かり出された機動隊による四よつ巴どもえの大混戦。燃料を積んだトレーラーはゲートから離はなれた場所に退たい避ひさせられていた。

「おもしろいなー。毎回こんなのしてくれれば原発も賛成なんだけどなー」

「つまり緋奈は反対なのですか？」

「あったりまえだ。なんかあったときに危険なのは周りの人間だけで、電気はみんな東京に行ってるんだぞ。そんな馬ば鹿かな話があるか」

　緋奈は憤いきどおって訴うつたえてみたものの、

「はあ。なるほど……」

　とミウルス。あまり関心なさそうなのでこれ以上説明しても仕方ないと思い、緋奈も再びその光景に見入ることにした。

「にしても、いいなー。これは」

　怒ど号ごうや悲鳴まではっきりと聞こえてくる。テレビなどで外国のこんな暴動はたまに見るが、現実に目の前で起きていると臨場感が桁けた違ちがいだ。ともすればピリピリとした怒気までがはっきりと伝わってききそうなほど。

「やっぱ右翼は強いな」

「……緋奈、あの混雑でどうやって見分けているのですか？」

「ん？　ほら、あそこに日章旗の描えがいてる真っ黒いバスがあるだろ」

「鉢はち巻まきした黒ずくめの人たちがいっぱいいるのです」

「俗ぞくに言う特とつ攻こう服ふくな。あれが右翼。で、あっちの安全第一のヘルメット被かぶってタオルで顔を隠かくしてる連中が左翼。赤軍か？　まあどっちでもいいや。ほかのが環境保護団体っていうのだろ。機動隊はわかるよな？」

「ええ。あの紺こん色いろの服の、盾たてをもった人たちですね」

　十二時まではまだ時間がある。緋奈がしばし時を忘れて見入っていると、ひとつの異変が起こった。左翼団体の陣じん営えいが、戦せん闘とう地帯の反対側から二手に分かれたのだ。

「どぉけぇええええええっ!!」

　モーゼが海を割ったがごとく、人波の合い間を一人の男が駆け抜ぬけていく。聞き覚えのある甲かん高だかい声。バンダナのマスクで顔は見えないが、勢いのあまりずり落ちそうなヘルメットの下には輝かがやける七三分け。

「ネイチャーっ!?」

　緋奈は思わず叫さけんでしまった。

　その手には先せん端たんの燃え盛さかる茶色いビンが握にぎり締しめられている。

「反革命の帝てい国こく主義者がぁっ！」

　男は思い切り振ふりかぶると、そのビンを天高く投げ放った。それは遠心力によって美しくも弧こを描き──やがて重力によって黒ずくめの集団の中に消えてゆく。

　ボンッ!!

　黒こく煙えんとともに湧わき上がる盛大な火柱。拮きつ抗こう状態が続いていた戦場において、それはまさに引き金だった。安全メット姿の男達から大だい歓かん声せいが沸わき起こる。

「川かわ島しまだァ！　火か炎えん瓶びんの川島がやったぞ！」

「川島に続けーっ！　独どく占せん資本主義の傀かい儡らいを打ち滅ほろぼすのだ！」

「革命──────ッ!!」

　左翼……いや、ここまでやるならやはり赤軍か……の一陣じんは一いつ騎き当とう千せんを得たかのように鼓こ舞ぶしてなだれ込んでいく。

「なめんなこらぁ！」

「非国民を粛しゆく清せいしろォ！」

「神国ニッポン、ばんっざ───いッ！　特攻ぉ───っ!!」

　こちらも声を裏返して絶ぜつ叫きようし、先方を押し返す勢いで突とつ撃げきし始める。もう環境保護団体など居場所もないくらい両政治団体の戦闘は過熱していた。政せい教きよう分ぶん離りというものの、政治思想はときとしてそれ自体が宗教的であり、狂きよう気きとなる。

　そしてそれを抑おさえることが出来るものはこの世に唯ゆい一いつ、正義のみ。

「放水車前へ！」

「放水車、前！」

「前方の火災を消火、その後任意に放水！　放水開始！」

「放水開始！」

　機動隊の側からは警視庁の応援、リーサルウェポン、放水車が満を持して前進し、猛もう烈れつな勢いで争う男達を押し流し始める。

　それぞれの思想、目的、そのためにやっていることはどうあれ……今の日本にだって、まだこんな熱い男たちがいるのだな、と思うと、緋奈は胸が熱くなった。

「よし、あたしたちも負けてられないな。じじいをぶちのめしに行くぞ」

「でもどうやって入ったのでしょうか？」

「あ……そうだよ。それを考えてたんだよな」

　そして思考が行き詰づまり、いつの間にか抗争に見入っていたのであった。

　そこにミウルスへの再びの電話。

「もしもし……え？　はぁ……そうなのですけど……」

　二、三、あいまいな返事をしたミウルスが、通話スイッチを切った。

「じじいか？」

「ええ……いつまで待たせるつもりだ……とかなんとか。あっちの方から入れるらしいのです」

　ついでとか言いながら、結局向こうが狙ねらっているのはこちらの指輪。行かなければ困るらしい。しかしそれは由香利を取られたこちらも同じか。

　緋奈は複雑な思いでミウルスの指差す方向……来た方を見やった。

「歩くのか。かったるい……」

　緋奈が言うが早いかのうちに、ミウルスは颯さつ爽そうと車に乗り込んでシートベルトを締めていた。

「おいおいこんな渋じゆう滞たいなのに車で行くのか……？」

「大だい丈じよう夫ぶなのです！」

　どう見ても車の列は流れてないのだが……緋奈が乗り込むと、ミウルスはギアをバックに入れて後ろの車両へ。

「ばか！　ぶつか……」

　緋奈が言いかけたときには、目測一センチ以下の間かん隔かくでミウルスが車を止めていた。そこから左へロックするまでハンドルを切り、歩道に乗り上げる。

「うわ…！」

　それでもアクセルは緩ゆるまない。歩道のさらに横、雑草の生えた坂を乗り上げるようにしてＵターン。見物客らはちょうどその反対側、原発側の歩道へ詰め掛かけているので──こちらの歩道に限って言えば貸しきり状態だ。

　しかし免めん許きよ（国から発行された）もなしにこれだけの芸当が出来るのだから、沢根が言ったようにミウルスは運転の天才なのかもしれない。

「びっくりした……」

「ダテに一万キロも走ってませんから！」

　緋奈は、何の話かは聞こうとしなかった。

　しばらく歩道を走るとやがて車の列が切れ始め、ミウルスが車道に戻もどる。緩やかなカーブを曲がると警察官が少し先で交通整理をしていたが、ブラインドコーナーだったおかげで歩道を走ってきたことは見られていない。そのまま交通規制を通り過ぎた。

　……偽ぎ造ぞう免許を提示して！

（これでミウルスも犯罪者か……）

　妙みような寂せき寥りよう感かんが緋奈の胸に湧き起こる。

（会ったばっかりの頃ころは真ま面じ目めで一いつ生しよう懸けん命めいな奴やつだったのに……お前、どこで間ま違ちがったんだろうな）

「緋奈、なにをニヤニヤしてるのですか？」

「ああ、なんでもないなんでもない」

　ミウルスが三さん叉さ路ろを、来たときとは別の方へ進んだ。こちらにはほとんど交通量はなく、すぐに反対車線にブラウンの古めかしい車が停とめてあるのが見えてくる。おとといテトラが運転していた、Ｂの車だ。

「見つけたのです、青い鳥ッ！」

　言うやいなや、

「うわあっ!?」

　ミウルスがスピードを落とさずハンドルを切り、そして車の止まらぬうちからサイドブレーキを引っ張った。車はその場でさらに急激な方向転てん換かんを始め……しかし、あわやぶつかると思ったときには停車していた。ミスターＢの車の前に、走行中とは百八十度別な方向を向いて。

「どうよ!?」

「ど・う・よ・じゃ・ないっ!!」

　緋奈はひとしきりミウルスの首を絞しめ、ゆさぶり、顔色が悪くなってから解放した。

「お前な、殺す気か!?」

「緋奈の方がよっぽど殺す気ではないのですか!?」

　しかし二人でキレあってても仕方がないので車を降りる。そこで緋奈が気になったのはＢの車の後ろに停まっている箱荷台のトラック。四トン積みくらいの。

「緋奈、どうしたのです？」

「このトラックもじじいのかな……って」

「エルフの四トンなんて珍めずらしくもなんともないのです」

「トラックのことまで覚えたのか……まあいいや。運転手がいないなんて不自然じゃないか？」

　緋奈は辺りを見回した。原発の方は海風を防ぐ防風林。反対側は雑木林の坂。寄るところなどどこにもない。

「考えても仕方ないか。カギかかってるみたいだし」

　手がかりが得られないと考えた緋奈は早さつ速そく無視することにして、そのまま防風林の中へ入って行った。原発の敷しき地ちまでは数分も走らなければならなかったが。

「緋奈、あれを」

　そこが境界線なのだろう、上部に鉄てつ条じよう網もうを戴いただいたフェンスがどこまでも張り巡めぐらされていたのだが、ある一いつ箇か所しよでそれが切り裂さかれている。

「なるほどな。みんながあの騒そう動どうに気を取られてる隙すきにここから入ったわけだ」

「ではあの騒さわぎが起きることをミスターＢは予測していたのでしょうか？」

「たぶんな。いや、じじいが仕組んだか」

「仕組んだ……？」

「いつだったかあのじじい、メールよこしてきただろ。おんなじようにああいう団体に檄げきでも飛ばしたんじゃないか？」

　しかし今となってはそんな原因などどうでもよい。緋奈は金かな網あみの切り口に服を引っ掛かけないよう、それをくぐった。

　今までは腐ふ葉よう土どが積もっていてわからなかったが、敷地の中、芝しば生ふ、砂の上にははっきりとその独特な足あし跡あとが残されている。

「あの四本脚のロボットもいるのでしょうか？」

「たぶんな。あとホワイトと、ユキと……たぶんそんなところだろ。あいつらで突とつ破ぱできないところなんてホワイトハウスかペンタゴンぐらいじゃないか？」

　にしても。

　緋奈はざっと敷地を見み渡わたして腰こしに手を当てる。

　徒歩で移動するには広大だった。この内島見原子力発電所は四号機までが存在し、それぞれの建屋はそれなりの……言い換かえれば無む駄だとも思える間かん隔かくを置いて点在している。その広さは東京ドーム幾いくつ分という要領を得ない表現がぴったりなほど。

　そして壁へき面めん一いつ杯ぱいに、大きく『３』と記された建屋を見つけて、緋奈は走り始めた。

「にしたって……誰だれもいないな」

「もう避ひ難なんしたのでは？　人ひと質じちにされていることも考えられるのですが……」

　ミウルスの言葉を天てん秤びんにかける。確かに表の騒ぎは凄すさまじいが、それで職員が逃にげ出すとは思えない。原発が自動運転できるとしても、それに任せっきりにしていいような代しろ物ものでないことは緋奈にだってわかる。

「やっぱじじいが……」

　走っていると、妙みようなロボットがいた。テトラではないが。

「……細工したみたいだな」

　ラーメンどんぶりをひっくり返してレンズを付けたようなロボットが。それがくるりんとこちらを向いた。

「なんでしょう？　あんなに小さなロボットは初めてなのです」

「見張りかなんかじゃないか？」

　それはピントを合わせるように、右に左にレンズを回し、ちーっという音を立てながらこちらに近づいてくる。

「ほう、おもしろいな。あたしにケンカ売ろうってのか。ま、あのくらいならケリでもくれれば……」

　勇ましくこちらからも近づこうとして、緋奈はやめた。どこからかの物もの陰かげから一匹ぴき、また一匹とそのミニロボットが現れきたのだ。

　ちーっ。

　ちーちー。

　ちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちーちー……。

「……」

　さすがの緋奈も冷や汗あせをかいた。ざっと見て百体以上。あのトラックに積んできたのだろうか。

「どうするのですか、緋奈……」

「どうって……」

　やがて。

　ち───────っ！

「き、来ましたぁっ！」

　悲鳴を上げるミウルス。ミニロボットたちが一いつ斉せいに押し寄せてくる。

　いくらサイズは小こ柄がらでも、これだけの数が大挙すると地鳴りっぽい音を立ててかなり怖こわい。緋奈たちは一斉に逃げ出した。

「あーもう、なんで車手に入れたのに走らなきゃならないんだよっ！」

「そんなの私に聞かれても困るのです！　きゃあっ！」

　ぱちんっ！

　ぱちんぱちん！

　顧かえりみると、ロボットたちは時々青い火花を放っている。スタンガンか？

「緋奈っ、ラピティアに……！」

「わかった！　ミウルス、指輪よこせ！」







　ミウルスはポケットから取り出したそれを緋奈に手て渡わたしする。走りながらそれを受け取った緋奈が、すぐさま指にはめて胸に抱だく。指輪からは青白い天の魔ま力りよくがほとばしり、そして緋奈の全身を包み込んだ。やがて光の中から現れ出いでた緋奈は黒いドレスと、それと相反するような純白のマント。手にはステッキ。

　緋奈は颯さつ爽そうと身を翻ひるがえすと、その先せん端たんをロボットたちへ差し向けた。

「エンジェルナイト・ラピ──」

　ち───────────っ!!

　ごごごごごごごごごごごごごごごごっ!!

「……」

　緋奈が、ミニロボットの波に飲み込まれた。

　ぱちん！　ぱちんぱちん！

　ぱりぱり！　ぱんっ！　ぱちんぱちん！

「……」
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　大量のロボットに埋うもれてしまってよく見えないが、かなり放電されている。

「はっ!?　緋奈!?」

　呆気に取られたミウルスが我に返ると同時、ミニロボットの渦うずの中から緋奈がすっくと立ち上がった。何体かが頭とか肩かたとかに引っかかってぱちぱちいっているが。

「ふ……ふふ…………」

　緋奈が笑っている。瞳ひとみの中にどす黒い怒いかりを湛たたえて。マントの端はしにもそれらをぶら下げたまま。

「お前らたかがポンコツの分際でな……」

「え？」

「人間様を踏ふんでんじゃねえッ──!!」

　ずどんっ!!

　緋奈を中心に青白い光が膨ふくれ上がり、爆ばく発はつが群がるロボットたちを吹ふき飛ばした。緋奈がステッキを媒ばい介かいせずに、直じかに魔力を開放したのだ。

　ミウルスはそんな使い方を教えたことはないし、できるとも思っていなかった。ユキと戦ったときには魔力を弾はじき返したが──こうなると緋奈の戦いのセンスというのは桁けた外はずれなのかもしれない。彼女に指輪を渡したのはある意味、最も正しい人選だったと思わせるほど。

　もっとも、今回に限って言えば激情するあまり魔力が暴走したと取れなくもなかったが。

「ふざけやがって！　ふざけやがって！　ふざけやがって……！」

　その緋奈はといえば、もはやスクラップでしかないそれらを執しつ拗ように踏み続けていた。特別なタイミングでもあったし、よっぽど頭にきたのだろう。

「くたばれ！　壊こわれろ！　消えて……」

「緋奈、もう壊れているのです……」

　狂くるったように踏み続ける緋奈を押さえると、ようやくその動きが止まる。

「はあ、はあ……ミウルス、こいつら全消去だな？」

「は？　え？」

「スターセンテンス！」

　ミウルスが答えようとしたときには緋奈は呪じゆ文もんを唱え、数多の鉄くず目がけて魔力を放射していた。後には、元がなんであったかもわからないほど微び細さいな破は片へんだけが残る。

「けっ、おまえらにリサイクルなんざ贅ぜい沢たくだっ！　そのまま錆さびて朽くち果てろっ！」

　言われずともそうなるしかないだろうが……ミウルスは久々の緋奈の物言いに多少疲つかれてしまった。

「さあ行くぞ。じじいに引導を渡す！　原げん子し炉ろに叩たたき込んでやる！」

「あっ、待ってください……！」

　率そつ先せんして走り始めた緋奈を、ミウルスは追いかけた。







　ほとんど窓の無い立方体の建物。それが日本にある原子力発電所の主な外観だ。

　外がい壁へきは明るいグレーで塗ぬられているが、ミウルスには、その窓の少なさが閉へい塞そく感かんを与あたえるせいかどうしても不気味に見えてしまった。もし今日が好天でなければなおさらだったかもしれない。

　ミウルスが気配を感じたのは四つあるうちの、最も海側に面した建物だ。その壁面に大きく『３』と番号が振ふってあるので、ここが三号機らしい。

　そのまさに入り口のところで緋奈が立ち止まっていた。慌てて駆け寄るミウルス。と、そこで樋ひわ渡たりという名札をつけた人物に出くわした。

　ミウルスが話を聞いてみると、彼は難を逃れた職員らしい。

　メガネをかけたさわやかな好青年で、下は黒っぽいスラックスに上はグレーの作業用ジャンパー。職員証を胸に付けている。

「……それで、ぱちっといったかと思うと部長が倒たおれまして、ええ。そこにあのロボットが麻ま酔すいか何かなんでしょうけど、ぷすっと」

「ぱちっときて、ぷすっ、ですか」

「ええ、驚おどろきましたねー」

　何の違い和わ感かんもなく世間話をするようなミウルス。

「お前か……」

　突如、固まっていた緋奈が復活した。かと思いきや。

「お前がこれを造ったのかっ！　東京にしか電気をやらないくせに！」

「うわわっ！」

　樋渡さんに襲おそい掛かかった緋奈を、なんとか取り押さえたミウルス。

「すみません、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？」

　樋渡さんは苦笑いをしていた。

「ええ、なんとか。それより君たち、高校生……かな？　どうやってこんなところまで入ってきたんですか？　今日は見学の予定は入ってなかったと思いますが」

　それについてはミウルスが、真っ正直に説明した。Ｂは元より自分が天使であることからなにから。そして世界の平和がかかっていると。すると。

「そういうことでしたら私が案内しましょう」

　快く引き受けてくれた。

「信じるのか!?　あんたどうしてそんな話が信じられるんだよ!?」

「……君の格好でしょうか」

　緋奈が肩かたをいからせて泣きそうになった。

「わかってますよ、このことは誰だれにも内ない緒しよと言うんでしょう？　僕も子供の頃ころは好きだったんですよ、特とく撮さつとかアニメとか。でもほんとにこんなことがあるなんて感激ですよ」

　理解ある人に出会ったものだと、ミウルスはほっとする。そう言えば初めて会った頃の由香利も同じようなことを言ってたな……と、ミウルスは彼に親近感を覚えた。

「あ、ちょっと待っててください。今見学者用のＩＤカードを取ってきますね」

　彼は一いつ旦たん中に消えると、すぐに戻もどってきた。枠わくが緑色のプラスチックのカード。樋渡さんが持っているのは黄色い枠のカードである。

「では私についてきてください。ああ、お一人ずつでお願いしますね」

　そう言うと彼はさっきもそうしたように、普ふ通つうにガラスの自動ドアをくぐった。緋奈が入り、ミウルスも続く。するとすぐまたガラスのドアがある。ドアとドアに挟はさまれて一畳じようほどの小部屋になるようだった。ミウルスは二人がそうしたように、そのまま二枚目のドアも通り過ぎた。

「……このカード、使わないのですか？」

　ミウルスがそれを眺ながめながら聞くと。

「いいえ、ちゃんと使いましたよ。持っているだけであそこのセンサーが自動的にＩＤを読み取ってくれるんです」

　と、指差したのはさっき通った小部屋の天てん井じよう。

「そうなのですか……」

「さあ、先に進みましょうか」

　樋渡さんが歩き始める。

　入り口は普通のロビーになっているようだった。受付があり、外部の人のためのポスターもある。いわく、「電気を大切に」。

　樋渡さんが向かったのはその先の……空港にあるのと同じ、金属探知機だ。そのゲートのうち一つの根元部分が切り開かれて、線が切られたりテープで繫つながれたりと細工されている。

「ああ、でも非常事態だし……先を急ぎましょう。二人とも、危険なものは持ってませんよね？」

　強しいて言えば変身時の緋奈自体が割と危険だが、もちろんミウルスは口にしない。

　樋渡さんは壊こわされているそこを通った。

「テトラが通れなかったんだろうな……」

　次に通った緋奈がぼやく。

　ミウルスがふと気になったのは奥の通路へ行くためにはどうしてもこれをくぐらなければならないことだ。テレビで見た空港などでは、職員くらいは別の通路から入れるようだったが……そんな隙すき間ますら見つからない。

　それを訊たずねてみると。

「ええ、ここでは職員も例外はないんですよ。見学に来た方と同じように、こういったチェックは必ず受けなければならないんです」

　それだけ管理体制が徹てつ底ていしているということだろう。

　樋渡さんは再び進み始めた。妙みように無機質な……人間味のない廊ろう下かは、やはりそういう科学的な施し設せつなんだなと思わせる。

　少し歩くとエレベーターに辿たどりついた。

「そうだ、原げん子し炉ろよりも先に制せい御ぎよ室しつとかに連れてってくれないか？　あるんだろ？」

「なるほど、それもそうですね。原子炉を止めてしまえば最悪の事態だけは免れますからね」
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　仕組みはわからないが、そういうものらしい。ミウルスはとりあえず、二人に任せることにした。

　エレベーターが三階で止まった。ドアが左右に開くと、廊下の色が緑から黄色に変わっていることに気付く。と同時に。

　ちーっ。ちーちーちーっ。

「わぁ!?」

　樋ひ渡わたりさんが仰ぎよう天てんした。廊下の先でミニロボットたちが一いつ斉せいにこちらを向いたのだ。しかし緋奈は恐おそれるでもなくエレベーターを一歩降りると、ステッキをその一団へと向けた。

「スターセンテンス！」

　どんっ！

　次には、ミニロボットたちはひとたまりもなくスクラップと化していた。

「いやぁ……すごいですねぇ。今のが魔ま法ほうですか？」

　緋奈が頰ほおを赤らめる。恥はずかしいらしい。

「緋奈？」

「わかってるよ……ったく……」

　ぶつぶつ言いながら歩き始め、そして途と中ちゆうで散乱する鉄くずを蹴けっ飛とばした。

　それを見た樋渡さんが小声で聞いてくる。

「……何か嫌いやなことでも？」

「恥ずかしいらしいのです。高校生にもなって、とか」

「そうですか……でも私なんかもう二十七ですけど、今だってヒーローになれるならなってみたいですよ」

「そうなのです。やはり私もそう思い……」

　緋奈がこちらを向いて睨にらんでいたので、ミウルスは慌あわてて口を閉ざした。

　この廊下には窓が付いており、広大な敷しき地ちが見て取れた。それを少しの間眺めるうち『モニタールーム』とプレートのかけられた入り口に出会う。中に入ると……。

「なんで誰だれもいないんだ？」

　緋奈の言うとおり、誰もいなかった。飛行場の管制室を小こ振ぶりにしたような室内には、たくさんの画面やら、スイッチ、メーターなどが理路整然としつらえてある。ただ、それに比例するようなたくさんの椅い子すには誰も腰こしをかけてはいない。

「避ひ難なんした……いえ、させられたんですよ。その人たちに。先に僕たちを追い払はらったんです」

「さっき言ってた部長ってのは？」

「白衣の老人を最後まで説得してましたよ。それでやられてしまったんです。あ、でもそれも私の同どう僚りよう達が搬はん送そうしましたから……いまこの建屋にいるのは僕たちと、その人たちだけですね」

「じゃあもう一つ聞くけどな……なんであんたは残ってるんだよ」

「残ったわけではなくて逃にげてきたんです。職員全員、四号機に押し込められてしまって。そこであのロボットたちがみんなを眠ねむらせ始めまして、私だけ何とか逃げてきたんですが……我々にはこの発電所を守り、維い持じし、安定した電力を供給し続けるという義務がありますから。我々がそれを怠おこたれば、どれだけの人たちにご迷めい惑わくをおかけするかわかりません」

　それから少し、寂さびしそうな顔をする。

「あまり理解されないんですけどね」

「だろうな」

　対して特に感かん慨がいもなさそうな、緋奈の澄すました態度。心底この施設が嫌きらいらしい。

「で、止められるのか？」

「え……ええ、今見てみます……」

　樋渡さんは室内を少し歩き、画面やらメーターやらを見ながら一つのキーボードを操作し始めた。

「どうだ？」

　緋奈が樋渡さんの隣となりで画面を見ているが、どちらの表情も芳かんばしくない。

「どう……と、言われましても……私はここの専門ではないので……」

「……なんだよ、じゃあ初めからだめなんじゃないか」

「いえ、こういう非常時のためのマニュアルは頭に入ってるんです。研修も毎年受けてるんですが……ちょっと待ってください」

　樋渡さんは席を立つと壁かべ際ぎわの、分厚い本のぎっしり詰まったスチール棚だなに駆かけ寄った。そして一冊のファイルを取り出し、元の席に戻ってくる。

「……やっぱり合ってるんですよ。ひょっとして、その人たちってこういうシステムとかもいじれるんでしょうか？」

「……できるんじゃないか？　たぶん」

「天才ですよそれは……」

「んなことどうでもいいんだ。結論は」

「だめみたいです。ほら、ここのチャートのここ。入力を受け付けてくれないんです」

　緋奈は目の前でファイルを見せられたが顔をしかめるだけだった。理解できないのだろう。

　それから二人は監視カメラの映像などもチェックしたのだが、映ったのは砂嵐ばかりであった。

「直接じじいを探して捕まえるしかない……か」

「すみません、お役に立てずに……」







　原げん子し炉ろへは二階から向かうらしかった。制せい御ぎよ室しつからは少し後あと戻もどりしなければならない。

「……また金属探知機なのか」

　しかし今回は三つあるゲートのどれも壊こわされてはいなかった。ひょっとしたら……いや、ほぼ確実に、彼らも自分たちと同じように制御室へ先に行き、こういったセキュリティの類たぐいを全部切ってしまったのだ。ミウルスはそう考えた。

「ここのはより精密に出来ています。警報の代わりに、あそこの画面でリアルタイムに画像をチェックできるわけですが……壊れてますね」

「んじゃ素す通どおりだな」

　青いゲートを三人で次々くぐる。

「これは……何なのでしょう？」

　金属探知機を抜ぬけてすぐ、床ゆかが十センチほど高くなり、下げ駄た箱ばこが並んでいる。学校の昇しよう降こう口ぐちのように何列か。その中にはクリーム色のズックがずらりと入っている。

「原子炉とは土足厳禁なのでしょうか？」

「そうではありません。この先は実際に放射性物質を扱あつかう区域ですから……靴くつの裏にそういうものが付いていたりすると、知らずに外へ持ち出してしまうことになるでしょう？　だからここで靴を履はき替かえるんですよ」

「でも、靴の裏に付いてて気付かないなんてほんの塵ちりとか、カスとか……」

「それでもです」

　呆あきれたのか、それともいよいよ感心したのか……緋奈は、ほうと溜ため息いきをついた。

「ですが……」

　樋渡さんは緋奈の足下を見る。変身するにあたって現在はブーツ。

「……その格好にここの靴は似合いませんよね。このまま行きましょう」

「いいのか!?　そんなんで!?」

「誰だれも見てませんし。非常時ということで」

　どこか楽しげな樋渡さんだったが、ミウルスも彼の意見に賛成である。ラピティアはこの格好のどれを取ってもラピティアではなくなるのだ。

「……やっぱり信用できないぞ、原発」

　緋奈が呻うめいたが、結局ここも素通りすることにした。

　そして下駄箱の昇降口を過ぎると、雰ふん囲い気きは一変する。廊ろう下かというよりは純然たる通路。壁も、床も、むき出しのコンクリートで打ち固められている。壁には黄色いペンキで時々記号や番号が振ふってあり、上を見れば天てん井じようは無く、遥はるかな高所まで様々な太さの、塗と装そうもされていない鉛なまり色いろのパイプが縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。

「すごいのです……」

　ミウルスは頭上を仰あおぎ見て感かん嘆たんを漏もらした。無数のパイプは一見して煩はん雑ざつだが、絶対にそんな事はなく、今見えるそれが計算しつくされた結果の配置なのだ。血管……あるいは神経。人間で例えるところのそういったものなのだろう。ミウルスはそんな趣おもむきを感じ、人間の創意と、そのための技術力の高さに感心した。

「おい、どこまで行くんだ？」

「え？」

　上を向いて歩くあまり、ミウルスは次に通るべきドアを通り過ぎていた。慌あわてて二人のところまで引き返す。

　その扉とびらは分厚く、中を覗のぞける程度の小さな覗き窓がはめ込まれていた。それにしても中に鉄線の入った強化ガラス。いよいよ、重要な部分まで来たのだなと思わせる。

　樋渡さんはそのドアの脇わきのパネルに自分のＩＤカードを当てた。ドアは音もなくスライドする。

「さあ、入ってください」

　招かれて中へ。だが、そこはこじんまりとした部屋だった。入ったのとは別のドアがもう一つあるが……樋渡さんはそことは別の、壁に取り付けられたスイッチを押す。

「……あ」

　緋奈が何かに気付いた。ミウルスもすぐにそれがわかる。電車がトンネルに入ったり、高所へ行ったときの、耳の中がぴーんとなるあれだ。こうなるのはようするに……。

「……気圧が下がったのか」

「正解です」

「でもどうしてなのですか？」

　ミウルスがたずねると、樋渡さんはコンクリート壁へきをぽんぽんと叩たたく。

「もし我々の気付かないうちにこの隔かく壁へきのどこかに穴が開いたとしても、その中を大気圧よりも減圧しておけば放射性物質が漏れることはありませんからね。そしてそのための換かん気きは三重のフィルターを通して行っています」

「……その隔壁って、どのぐらいの厚さなんだ？」

「この第六隔壁は平均二メートルの厚さです」

「二十センチの間ま違ちがいでは……」

「二メートルです。基き盤ばん部ぶでは耐たい震しんのために最大六メートルの厚さがあるんですよ」

　単純計算。二階建ての家ぐらいの『厚さ』。ミウルスは想像にやや苦しんだ。

「そこまでするのか……」

「そうです。ですが、それでも絶対に安全とは言えないことは……君たちにもわかるでしょう。できる限りのことをしているだけなんです」

　説明を聞くうちに減圧は終わっていた。次のドアをくぐると、細長い短い通路。すぐまたドア。

「……こんどはなんだよ」

　いい加減うんざりしたように緋奈が聞く。

「空気シャワーです。塵や埃ほこりなんかを落とすためですが……そのまま通ってください」

　樋渡さんたちに続いてミウルスも歩くと、一秒ほど、ドライヤーのように強い風が全身に吹ふき付けられるのがわかった。

　そこを抜ぬけると……それらの目的はミウルスにはわからないが、手の届くほどの箇か所しよに様々な機械がぽつぽつと設置された空間だった。砂さ漠ばくに生えたサボテンのように、機械が生えている。きっとこれが必要最小限なのだろうけど、それでもまだこの複雑さ。まるでＳＦ映画で見る宇宙船の機関部を髣ほう髴ふつとさせる。

「さあこちらです」

　一行は機械と機械の間を縫ぬうようにして進んでいった。少し離はなれた開けた場所には、小型のフォークリフトが置いてあるのも見えた。

　と、樋渡さんが壁かべ際ぎわの、一段盛り上がった黄色い鉄板の上で立ち止まる。鉄板はやはり黄色の囲いがされている。エレベーターらしい。

「これを上がれば原げん子し炉ろです」

　樋渡さんの声に従い、ミウルスはエレベーターに乗り込んだ。







「……いないぞ」

　緋奈は思わず呟つぶやいた。拍ひよう子し抜ぬけにも程ほどがある。

「あんた道を間違ったんじゃないよな？」

「とんでもない。ここは紛まぎれもなく原子炉ですよ」

「でも何にもないじゃないか」

　言いながら緋奈は周囲を見み渡わたした。テニスコートを二面並べたくらいの広さのそこ。広いだけでまっ平らだ。さっきのような機械も無い。取り立てて目立つと言えば……柵さくに覆おおわれ、不自然なほど透とう明めいな水を湛たたえたプール。

「どこに原子炉があるんだよ」

「ここです」

　と。樋渡さんが指差したのは足下だった。

「私達は今、原子炉の真上に立っています」

　聞いた途と端たん、緋奈はあとずさりしてしまった。

「……そうなのか？」

「ええ。ですが、確かに誰だれもいませんね……」

「……あれは？」

　緋奈が指差したのは天てん井じようからぶら下がっている、凶きよう悪あくなまでに巨きよ大だいなクレーン。

「あれは原子炉の隔壁を開けるためのクレーンです。百五十トンのものを吊つり上げる力があるんですよ」

「へーえ……つまり原子炉の隔壁はそのくらい重いってことか」

「そうなりますね」

「あれ？　でもさっきも隔壁って……」

「そうですね、口で言ってもわかりづらいかもしれませんけど……原子炉自体はカプセルのような形状をしているんですよ。そのカプセルはチタン合金などの四つの層で出来ています。その炉ろ心しんに最も近いものを第一隔壁と言うんです」

「ああ、じゃあさっき通ったのはそのカプセルの外の隔壁ってことなのか」

「正解です。つまり、最終的にはこの建屋そのものが隔壁の用をなしているというわけです。ちなみに一番外の……建屋の外がい壁へきまで含ふくめると、この三号機は七重の隔壁で覆われていることになりますね」

　説明し終えた樋渡さんが、緋奈に向けてにこりと笑う。

「少し、興味を持っていただけましたか？」

「え？　いや、う……ん」

　緋奈は気まずそうにそっぽを向き……しかし歯切れは悪いながらも頷うなずいた。樋渡さんはそんな緋奈の姿を見て、それはよかった、と嬉うれしそうに言った。

　そこへ。

　黙だまって話を聞いていたミウルスが、おずおずと口を開く。

「あのですね……緋奈」

「ん？」

「あの下げ駄た箱ばこの辺りからなのですが……ミスターＢの気配から離れていたのです」

「は？」

「こことは別の場所にいるようなのですが」

「あー。ちょっと待て……つまり、ここにいるあたし達は？」

　ミウルスはにこりと笑った。

「……見学者でしょうか？」

　こんっ。

「なんでもっと早く言わないんだ！」

「そんなこと言って緋奈が一番楽しそうだったのです！　だったら天使の私が人間の英知に見とれて何が悪いのですか！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうと二人で言い争う声が、原子炉の上に空むなしく響ひびき渡わたる。しかしいくらやりあったところで問題が解決するわけでもなく。三人は後あと戻もどりを余よ儀ぎなくされた。
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　由香利が勘かん違ちがいしていたのは原げん子し炉ろそのものが電気を起こしているわけではないということだった。原子炉で発生させた熱で蒸気を発生させ、その蒸気圧を使ってタービンというものを回し、発電させるらしい。つまり仕組み自体は火力発電と一いつ緒しよなわけで、その燃料が石油や石炭か、ウランやプルトニウムか、といった違いだけなのだそうだ。

　由香利がいま捕つかまっているのはそのタービンがある、発電機室と呼ばれる空間だった。広さも、天てん井じようまでの高さも、学校の体育館ほどだろうか。その中央に、巨きよ大だいな円えん筒とうが三つ、横に埋うめられていた。それらがごうごうとけたたましい音を立てていることから、その中で発電用のタービンが回ってるんだな、とわかる。

　もちろん人と比べて巨大というだけで……数え切れないくらいの家庭の電力をまかなうことを考えれば、それはあまりにちっぽけだ。

　その向こうにミスターＢはいた。いつもの白衣姿でノートパソコンのキーボードを叩たたいている。一緒にいるホワイトはライトグレーの制服姿で、その様子を覗のぞき込んでいる。

　そしてもう一人。そう、由香利はあえて一人と数えたかった。

　テトラ。

　今は自分の隣となりに立つ彼を見る。でも、前に会ったときより可愛かわいくない。

　背中には細長い板を束ねたような……例えるなら羽を生やし、腰こしの後ろにラジカセくらいの大きさの箱を背負っている。その箱から伸のびた何本かの配線はタービンの陰かげに消えている。右みぎ腕うでは手の形ではなく、細長い棒が三本。手首のところから並行に突つき出していた。

　可愛くない。

「可愛くない！　テトラ、そんなもの外す！」

「……」

　テトラは応こたえなかった。置物のように、この発電機室への入り口を向いているだけだ。ひょっとして、この場から。この世から誰だれもいなくなったとしても……命令されない限り、彼だけはずっとそうしているのかもしれないと……そう思えるような。

「テトラ？」

「……」

「来るときにホワイトさんから聞いたんだけどね、戦争中に造られたってほんと？」

　日本を守る最後の番犬として。

「……」

「人を殺したりしたの？」

「……」

「そういうの、だめだよ……。テトラは自分で動けるんだから。戦うためだけに造られたなんて悲しいよ。命令されなきゃ動かないなんてだめだよ」

　彼は由香利へとレンズを向けた。

「機械は使われなければならない」

「……どうして？」

　もう、レンズは由香利を見ていない。しかし答えは返ってきた。それはテトラからではなく。

「勝手に動いては困るでしょう？」

　振ふり返るとホワイトが立っていた。ミスターＢはまだパソコンにかじりついている。

「信号機がでたらめに変わったり、時計の針が勝手に進んだり……そういうものが機械の用を成していると言えますか？」

「確かにそうだけど……テトラはそういう機械とは違ちがうじゃない。ほら、レッドさんだって言ってたよ、アンドロイドは科学者の夢だって。ミスターＢもそのためにテトラを造ったんじゃないの？」

「私が造られた目的は殺さつ戮りくだ」

　テトラの声で、由香利はもう一度振り返った。

「つまり……彼が勝手に動けば人が死ぬということです」

　ホワイトの声にまた振り返る。

「もう、二人でいっぺんに言われてもわからないよ」

　ホワイトを見て、次にテトラを見る。すると今度は二人して何も言わない。

「もう！」

　頰ほおを膨ふくらませたときだった。

「やっと見つけたぞくそじじい！」

　聞きなれた怒ど号ごうが飛び込んでくる。と同時に、それまで横にいたテトラが一歩前進する。

「由香利、大だい丈じよう夫ぶか！」

「うん、平気だよ！」

　テトラの脇わきから顔を出して答えると、緋奈はいくらか安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。ミウルスと、もう一人。ここの職員らしい人も一緒に。

「くかか、よくぞ現れたなラピティアよ！　百二十体のパウを蹴け散ちらしたのはさすがじゃわい」

「ああ、あのちっこいの！　あれを造っただけでてめえは死ぬ価値があるぞ！」

　由香利は何があったのかは知らないが……死ねとか殺すとか言うくらいだから、よっぽどの目に遭あったのだろう。

　その辺の緋奈の性格はＢもデータを取っているらしく。

「ふむ。思ったより効果的だったようじゃ。もう少し量産してみるかのう……」

　そんな呟つぶやきが由香利には聞こえた。

「なにぶつぶつ言ってやがる！　わざわざ来たんだ、望みどおりポンコツの相手してやるぞ！」

「よかろう！」

　Ｂがホワイトを見ると、彼女は……由香利の縛いましめを解いた。

「え？　あの……」

「危険ですから」

　彼女はそれだけ言って、緋奈たちの方を示した。由香利は言われるままに、そちらへ歩いていく。驚おどろいたのは緋奈たちも同様らしい。

「じじい、何の真ま似ねだ？」

「その小こ娘むすめは貴様をおびき出す餌えさに過ぎぬ。もう用はない」

　やや、カチンときた由香利。

「そしてテトラのそばにいては危険じゃ。よもやこのまま帰るとは言い出すまい？」

「ああ、せっかく来たからな。帰るのはてめえを原げん子し炉ろにぶち込んでからだ！」

「くかか、威い勢せいがよいのう。しかしそれにはテトラを倒たおさねばならぬぞ」

　Ｂはパソコンのキーを一つ叩たたくと、そこから伸のびる一本のコードを抜ぬいた。コードの行き先は一機のタービン。テトラから伸びたケーブルも同じ場所へつながっている。

「面おも白しろいな。そのポンコツがあたしに勝つってのか？　ユキがいるってんならまだわかるけどな」

「ユキの実力は認めるか。じゃがあやつの魔ま力りよくでは貴様にはまだ歯が立たぬ。のうラピティアよ、なぜわしがこの場を占せん拠きよしたかわかるか？」

「世界征せい服ふくの手始めに……だろ？　確かにこんなもん人ひと質じちにされちゃあ政府だっておいそれと……」

「違うのう」

　緋奈は眉まゆ根ねを寄せて疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「それも貴様を誘さそう建前に過ぎぬ……テトラよ。出力四パーセントでスタンバイじゃ」

　Ｂとホワイトがテトラから遠ざかる。テトラのレンズがほのかな赤をたたえ、彼はその棒の付いた腕うでを斜ななめに掲かかげる。ヒィィィィ……と飛び立つ前のジェット機のような高音が、彼の腰こしに付けた箱から聞こえてくる。

「なんだ？」

「さあ……」

　緋奈の声に由香利は首を傾かしげた。と、その音がさらに高鳴るにつれてテトラの全身が結けつ露ろし始め、腕や翼つばさなどの末まつ端たんにいたっては霜しもが降り、やがて凍こおり付いていく。

「……自分で凍ってる？」

　由香利の言葉に、今度は緋奈が首を傾げる。

「一秒間の照射じゃ。ゆけ！」

　テトラが、ぶん、と低く唸うなった。次の瞬しゆん間かん。

　ばしぃっ──！

「っ!?」

　テトラの腕の先から一直線に赤い光が伸びていた。音はテトラからではなく、それが切り裂さいた空間から聞こえたものだ。光は壁かべにも天てん井じようにもまだ届かなかったが……その延長線上にあるむき出しの鉄骨が白熱し、熔とけ出している。

　間もなく光は唐とう突とつに消えた。同時に。
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　バシュウッ!!

　テトラの翼からもうもうたる水蒸気が勢いよく噴ふん出しゆつする。

「レーザー砲ほう……ってか？」

「その通りじゃ！」

　老いた風ふう貌ぼうにもかかわらず、その目には攻こう撃げき的な意思が、黒く、爛らん々らんと輝かがやいている。

「……緋奈、それってすごいのですか？」

「だからな、お前は見てわからないのか？」

　ミウルスに対する緋奈の言葉は呆あきれたように聞こえるが、顔は真しん剣けんそのものだ。その銃じゆう口こうがいざ自分に向けられた場合、どう戦うかべきか──それが脳のう裏りを過よぎったのだろう。わずか一秒間の照射で鉄骨が熔よう解かいするほどの威い力りよく。それが当てられた箇か所しよは今なお赤しやく熱ねつしている。

「貴様も薄うす々うす感づいておるはずじゃ、魔力というものが持つ強大なエネルギーに！　こちらにある魔力はユキのものが最高であり全すべてじゃ！　しかしユキでも貴様にかなわぬ、となればどうする！　魔力でなければ、物理的なエネルギーに頼たよるしかあるまい！　常じよう軌きを逸いつしたエネルギーに！　そして原子炉は人間が有する最も強大かつ安定したエネルギー源じゃ！」

「……そこまでしてあたしを倒したいか？」

「正確にはその指輪！　そしてこれは魔力に対する科学の挑ちよう戦せんなのじゃ、ラピティアよ！」

　それに向かって、緋奈は唾つばを吐はき捨てる。

「魔族から貰もらった頭で調子に乗ってんじゃねえぞ」

　言いながら、緋奈はすでに腰を低く、戦せん闘とう態勢に入っている。視界に捕とらえたものは一つ目の異形、テトラ。

　由香利はミウルスと、職員さんの袖そでを摑つかんでその場から離はなれた。発電機室の入り口のところまで。

「お願い緋奈……」

　由香利の声に、緋奈は振ふり返らない。

「何がだ？」

「テトラを……」

　壊こわさないで。違ちがう。殺さないで。

　どう言えばよかったのだろう。声にはならなかった。







「テトラよ、ラピティアを倒たおすのじゃ！　レーザーの使用は制限せぬ！」

　いよいよ、テトラのレンズに光が点ともる。これまで以上にまばゆく、緋奈を向く。同時にその奇き怪かいな腕も。

　緋奈は跳とんだ。と同時、その背後で融ゆう解かいしたコンクリート壁へきがばちばちと火の粉をちらす。

（しゃれにならないな……！）

　何しろその発光を正面から見てはならないのだ。銃とは違う。見えたときには、同時に自分の頭がなくなっているということだ。彼の腕の動きから判断し、ほとんど勘かんで避よけなければならない。

　しゅごう、とテトラが蒸気を吹ふき出す。緋奈は、そのテトラの翼つばさをしっかりと見ていた。恐おそらくあれは放熱板だ。そしてそれらはわずか二度の射しや撃げきで赤熱している。あれだけのエネルギーだ。多分、熱処理に苦しいのだ──。

　ならばチャンスは今。

　緋奈はもう一度床ゆかを蹴けった。今度はテトラめがけて。懐ふところに入れば。

　しかし緋奈の予想は覆くつがえされた。テトラも緋奈に向かって前進してくる。それが機械の正確さか、彼はレーザーという武器の威力に固こ執しつしない。勝つために左ひだり腕うでを振り上げた。

　滑かつ空くうするように飛び込んだ緋奈はわざと姿勢を崩くずし、仰あお向むけに倒れるように足を滑すべらせブレーキをかける。そこに全速力のテトラ。停止はステッキと、テトラの拳こぶしの激げき突とつをもってもたらされた。

　しかし息つく暇ひまも無く、彼は鍔つば迫ぜり合いのまま左腕からマシンガンを飛び出させる。数発。緋奈は首を傾かしげてそれを避ける。そして数個の薬やつ莢きようが落ちるよりも早く、腕を交差させるようにテトラはレーザー砲を向けてくる。

　テトラの足を蹴っ飛ばし、その反動で上半身だけでもひねる。レーザーは緋奈の残ざん影えいを焼き、

（やばい！）

　さらに本体を追ってくる。銃じゆう弾だんのような点ではなく、線ということが疎うとましい。

　すんでのところで照射が止やんだ。

　放熱。

（なんてやつだ……）

　緋奈は自分の予想以上の戦闘能力に背筋を凍こおらせた。彼には緋奈が今まで培つちかってきた戦うことの方程式のようなものが通用しない。

　それは人間が戦うにおいて絶対に必要とする、リズムとか余よ韻いんとかいうものだ。そのリズム、余韻を精密に、複雑に刻むことが出来る者ほど強い。逆にばらばらであれば子供のケンカ、当然弱い。

　だがテトラには全くそれらが無いのだ。

　例えば今のように武器と武器がぶつかれば、普ふ通つうはそれを余韻として一いつ瞬しゆんでも残して筋肉に力を蓄たくわえ、次の攻こう撃げきに移る。しかし彼は目標を攻撃可能と判断すれば、それが一撃目の最さ中なかであっても次の一手を繰くり出してくる。

　緋奈は一いつ旦たん距きよ離りを開けた。離れれば彼の武器はレーザーのみ。その脅きよう威いは一いつ緒しよだが、少なくとも人間離ばなれした連撃を喰くらうことは無い。マシンガンならエンジェルナイトのドレスがある程度防いでくれる。

　見ればテトラの背にある翼は眩まぶしいほどに赤しやく熱ねつし、凄すさまじい陽かげ炎ろうを立ち昇のぼらせていた。腰こしの箱は甲かん高だかい唸うなりを上げ続けている。周囲の気温は戦う前より確実に上じよう昇しようしている──。

（……このまま撃うたせ続けるか）

　オーバーヒートしてくれるだろうか。

　しかしそれまでにかわし続けることが出来るか。かといって魔ま法ほうを使えば……。

（由香利も無茶な注文するよな……壊すなって言ったんだろうけどさ）

　テトラの全身を観察。ある一点に着目する。

（羽だけなら狙ねらい撃ちできるか）

　放熱するために今は大きく広げられ、その面積は彼の全身の倍以上ある。それを壊せば熱がこもってレーザーも撃てなくなるだろうが……正面には本体がある。なんとか気を逸そらし背を向けさせる……しかしロボットが気を引かれるものとはなんだ？

　考えるうちに冷れい却きやくが──

（終わった！）

　勘で判断し、跳ちよう躍やく。高く、遠くへ。光線は緋奈の足をかすめ、発電タービンを包む鋼鉄のカバーを浅く削けずる。

　が、照射が長い！

　上昇から下降、床に着くまであと二十センチ。光が追いついてくる。間に合わない。

（防げるか!?）

　空中でマントの裾すそを摑つかみ、自身の前へ翻ひるがえす。直撃。音もなくマントの白に光点が映る。

　爪つま先さきが床に届いた。

　そのときにはすでに、マントの内側に熱がこもっている。空気が爆ばく発はつ的に膨ぼう張ちようし、緋奈の髪かみを逆立てる。

　踵かかとも床に着く。間かん髪はつもなく跳とぶ。

　じっ、と焦こげる音がした。

　間一髪だった。マントは焦げ、小さな穴を穿うがたれていた。

「ぬう……！」

　感かん嘆たんしたようにＢが呻うめいた。エンジェルナイトのドレス、その防ぼう御ぎよ力りよくの高さにか。緋奈も驚おどろけるものならそうしたかったが、それを表現している暇は無い。

　一つわかったのは、圧あつ倒とう的な光の速さ。魔力、銃弾など比ひ較かくにならない。もう手加減はしていられない。

「由香利、悪い！」

　緋奈は叫さけんだ。呪じゆ文もんは唱えずステッキを振ふる。先せん端たんがテトラへと向いたところで静止。同時、青白い光がそこから放たれる。

　爆発。それが予想より遠くに見える。遠近感がずれた？　違ちがう、爆発したのはテトラの背にあるはずの壁かべだった。彼は横へ飛びすさり、その四本脚あしを斜ななめにして今は制動している。避よけたのだ。

「なんだってんだ！　ほんとにシャレにならない野や郎ろうだなっ！」

「……」

　応こたえない。それが怖こわい。

　怖い？　あたしが？

　今はっきりと意識して、気持ちが揺ゆらぐ。

　目の前にいるのは殺人機械。これまで戦ってきたいかなる存在よりも明確な目的を持って生まれたもの。純じゆん粋すいに殺すためだけに生まれたもの。彼自身がそう言っていた。Ｔｙｐｅ・Ｇ。ジェノサイダー。殺さつ戮りく者しや。

　魔ま族ぞくたちでさえ、そんな者はいなかった。少なくとも彼らには心があった。

　テトラは違う。命令を受け、目標を捕とらえ、殺す。

　彼は死ぬことを厭いとわない。そもそも生きてはいない。機械だ。

　そんなもの、由香利はどうしてかばう……？

　停てい滞たい。緋奈はテトラを睨にらんだまま。テトラは緋奈を、その赤いレンズに映したまま。

　テトラの羽が、キンキンとひどく硬こう質しつな音を立てながら冷えていく。陽かげ炎ろうがその背後の風景をくゆらせている。

　そのさらに向こうに数本のコードが見えた。太いもの、細いもの。テトラの腰から伸のびたそれらは一機のタービンの端はしにつながっている。

（何で気付かなかった……！）

　あれだけの高熱を発するのだ。それだけ膨ぼう大だいなエネルギーをあの小さな身体からだに蓄ちく積せきできるものか。そう、彼はタービンと直結させてその電力を取り出している。Ｂはそのためにここを占せん拠きよした。

　ならば話は早い。直撃せずとも爆発でも何でもいい。あれを断たてば──。

　胸中で自分の間ま抜ぬけさに舌打ちし、今一度ステッキを振る。

「スター……」

　待て。

　緋奈は腕うでの動きをやめる。

　あれを必要とするのはレーザーのみ。テトラ自身は内蔵したエネルギーで充じゆう分ぶん動けるのだ。それは美浜埠ふ頭とうで直じかに見ている。では、あのケーブルの束を断ったら彼はどうする。即そつ刻こく、接近戦に持ち込んでくる。そうなれば自分に勝ち目は無い。彼はこちらの魔法をかわせる。

　猛もう獣じゆうをむざむざ縛いましめから解き放つのか？

　長い照射が響ひびいたのだろうか。テトラはまだその銃じゆう口こうを動かそうとはしない。もっとも、すでに自分に向けて固定されてはいるが……まだ撃うたない。羽の色でなんとなくそれがわかる。まだ幾いく分ぶん明るく赤しやく熱ねつしている。

（どうする……）

　もうじき冷れい却きやくが終わる。

　素す直なおに降参する──ガラクタ相手にもってのほかだ。

　噓うそ泣なきしてホワイトに──あの女が情で傾かたむくだろうか。

　じじいを人ひと質じちに取る──ホワイトが阻そ止ししにくる。

（ミウルスをぶん投げる────）

　が、緋奈はすぐに首を左右に振った。唯ゆい一いつ実行可能だしかなり面おも白しろそうだが、勝利には絶対つながらない。

　思考が追い詰つめられ、頭の中が煮に詰つまっていることを自覚した。

「ラピティア」

　声がした。金属の擦こすれるよな、それでいて重く低い声。

「お前……」

「一つ言っておこう」

　やはりテトラだった。冷却は終わっている。

「へえ、ポンコツの出で来き損そこないが何を言ってくれるんだ？」

　それが今の緋奈に言える、最大級の強がりだった。もちろん彼はそんなことで悔くやしがったりしない。

　彼はただ左手を上げると、その指先でコツコツと、自分の丸い頭を叩たたいた。

「……なんだ？」

「殺せとは命令されていない」

　それを聞いた途と端たん、緋奈の中で何かがはじけた。殺すつもりは無いから、かかって来い。そう言っているのだ。

　これほどの侮ぶ辱じよく屈くつ辱じよくは生まれてこの方受けたことが無い。しかも相手はポンコツ機械。

「このっ────!!」

　怒いかりのあまり叫ぼうとして喉のどがふさがる。たかが機械がどれほどのものだと言うのだ？　しかも、ご丁てい寧ねいにも、前にこちらが言った屁へ理り屈くつを真ま似ねしやがって。

「あああああぁったまきたぞてめえ！　よく聞けガラクタ、てめえを壊こわす！　修理も、リサイクルもきかねえぐらいぐっちゃぐちゃに……!!」

「よく吠ほえる犬だ」

「──上っ等だぁあっ！！」

　緋奈は力の限りで床ゆかを蹴けった。瞬しゆん間かん。

　視界が淡あわいブルーに染まった。

　そしてこれは緋奈が後で気付いたことだが。

　テトラの砲ほう口こうから光の溢あふれる瞬間が。

　光の移動が──見えた。







「………なに？」

　由香利はそう呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　動体視力には自信がある。それは合気道──いや、武道全ぜん般ぱんの基き礎そだからだ。時速百キロでホームを過ぎ去る特急列車の、乗客の『表情』が見える。父はそれをすごいことだと言っていた。それが道場主である父や、師し範はん代だいらに合気道の天才と謳うたわれる一因でもあるのだが……。

　その目をもってしても、今の緋奈の動きは見えなかった。駆かけ出そうとした緋奈のまわりが青っぽい光に覆おおわれたことを覗のぞいては。それは恐おそらく魔ま力りよくの類たぐいだと思う。しかし、

「何が起こったのでしょうか……」

　この中では最もそれに精通しているはずのミウルスでさえぽかんとしていた。

　由香利は視線をミウルスから、改めてその場に戻もどす。緋奈とテトラは壁かべ際ぎわにいた。さっきまでいた場所から三十メートルは離はなれた場所に。テトラはそのコンクリート壁へきに背中からめり込んでいた。翼つばさは不規則に、無残にも折れ曲がって、何枚かの羽は砕くだけて床に落ちていた。タービンからのコードは千切れている。緋奈はそんなテトラをステッキで壁に押さえつけた姿勢。胸の鉄板にはステッキがめり込み、ひしゃげている。
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　頭に血の上った彼女のこと、きっと魔法や何やでぶっ叩いてしまったのだろう。

　緋奈が一歩後ろへ下がった。支えを失ったようにテトラが前のめりに崩くずれ……いや、前の二本の脚で姿勢を残す。何とか床に立ったが、後ろ二本のうち一本がだらしなくぶら下がっていた。

　緋奈は今一度。今度は先せん端たんをその胴どう体たいへ向ける。

「よく聞けポンコツ、あたしの勝ちだ。負けるなとは言われてないな？」

　ようやく……テトラの目から赤い光が消えた。

「負けろとも言われていないが」

「ああああああっ！　ほんっと頭に来るなお前！　由香利がいなかったらもうっ……!!」

　言いかけて、ふん、と鼻を鳴らした緋奈。そのまま背を向ける。きっと、いい言葉（悪口）が見つからなかったのだろう。

「ま、機械の言う事にマジになってられないしな」

　ことさら強がって緋奈が言う。それだけ悔しいのだ。

　由香利は小さく吹ふき出してしまった。

「テトラをしてもかなわぬとは……しかし予想外の収しゆう穫かくを得たわい。今日はこのくらいで……む？」

　Ｂが何かに気付いた。背後へ振ふり向く。

　職員の制服をきた青年がそこに立っていた。

　由香利が近くを見み渡わたすと、そこに職員さん……確か樋渡さんと言っていた……の姿が無い。

　目を凝こらす。確かに向こうにいるのは樋渡さんだ。

「なんじゃ貴様？　何か用か？」

「おじいさん、電気を……」

　Ｂが眉まゆ根ねを寄せようとしたそのとき。




「無む駄だ使づかいするなああああああああああああっ!!」




「げぶふぁあっ!?」

　あんなに人の良さそうな樋渡さんがＢを殴なぐった。

　グーで！

「私たちが！　電気を！　どれだけ！　苦労して！　つくってるとお思いですか！」

「げほ！　ぐあ！　のおっ!?」

　腰こし掛かけ、馬乗り、マウントポジション……言い方は色々あるが、樋渡さんはそんな感じで言葉の合い間にコブシを振るう。

「資源は有限！　浪ろう費ひは無限なんですよっ！」

「げは！　げはあっ！」

　右に左に鉄てつ拳けんを飛ばされ、Ｂはどちらを向いていいものか。いや、どちらを向いているかも今の彼にはわからないだろう。

「老体に鞭むち打うつようなことは控ひかえましょう」

　もともとの性格を差し引いても……まだ落ち着いた様子で、ホワイトが樋渡さんの腕うでを押さえる。

「……とりあえず、今回はこれで終わりだな」

　戻ってきた緋奈が、軽く吐と息いきをついた。

「一件落着なのです」

「そうだね。……ありがとう緋奈」

「なにが？」

「テトラのこと、助けてくれて」

　緋奈は少し顔をしかめた。

「あんな生意気なやつのどこがいいんだ？」

「可愛かわいいところ」

　緋奈はさらに難しそうな顔をする。それから肩かたを落として脱だつ力りよく。

「まあいいか。疲つかれた。帰って寝ねよう。結局あたしが勝ったわけだし……」

　緋奈が気を抜ぬこうとした矢先、けたたましい音が一帯を支配した。







　ジリリリリッ……と、それは火災報知器の音によく似ていた。由香利はそれまで気付かなかったが、部屋の上のほうに付けられている黄色い回転灯がその床ゆかに、濃のう淡たんの影かげをめまぐるしく落とし始める。否いやが応にも緊きん張ちようが高まる。

「どけ若造！」

　途と端たん、Ｂは樋渡さんを押しのけて床に放置しておいたパソコンに飛びついた。それを持つと発電機室にあらかじめ備えてある端たん末まつに駆かけ寄り、パソコンから何らかの線をつなぐ。

　由香利にも異常な事態ということはわかる。樋渡さんの顔がこれまでになく険しい。そして思わずそちらへ駆け出した。追って緋奈とミウルス。

「どうしたのですか!?」

「脱出じゃ。急げ！」

　もちろんこちらにではなく、ホワイトたちに向けて言う。

「こらじじい！　どうしたって聞いてるだろ！」

「臨界超ちよう過かじゃ」

　聞いたことも無い言葉。だが樋渡さんは。

「ですがそれは制せい御ぎよ棒ぼうの動作で……」

「その制御棒が死んでおる」

「何ですって!?」

　樋渡さんが悲鳴をあげた。

「そんなばかな！　だってあれはほとんど圧力容器に埋うまっているんですよ。そんなところで何が起きたというんですか……」

「わからぬ」

「こらじじい、わかるように説明しやがれ！」

「メルトダウンが起こるのじゃ。これでわかったか」

　横おう柄へいな言こと葉ば遣づかいに、緋奈がきっと歯を食いしばる。

「てめえが制せい御ぎよ室しつとかをいじくったから……！」

「ありえぬ。外部への連れん絡らくを絶ち進入経路のセキュリティを殺したが、原げん子し炉ろの運転に関することはいっさい手を付けておらぬのじゃ」

「でもあたしたちはその運転を止められなかったんだぞ！」

「あたりまえじゃ、邪じや魔まされてはかなわん」

「この野や郎ろう、本気で殺すぞ！」

　いがみ合う二人の間に体を押し込んだのは樋渡さんだった。

「とにかく今は逃にげましょう、私たちだけではどうにもできません！」

　逆らう者などいるはずもない。

　全速ではないがつまずいたりしないくらいの、駆け足の速さで、一同は発電機室を後にした。







　通路を駆け抜ける。来るときは感かん嘆たんにも値あたいしたその道も、今は断続的な警報の光に彩いろどられて禍まが々まがしいまでの不気味さを演出していた。種々の足音がリズムの外れた打音を奏かなでるが、それは非常ベルの音により霧む散さんして、足からの衝しよう撃げきとしてしか伝わってこない。

　コンクリートの継つぎ目めを視界の隅すみにだけ見て走る。途と中ちゆうのＴ字路。右へ行けば災さい厄やくの中心、原子炉だ。一行は迷わず左へ舵かじを取る。

　テトラを除き。

　それに一番最初に気付いたのは、Ｂ。

「テトラよ、何をしておる！」

　声に振ふり返ったのは緋奈。

「くそじじい、さっさとこい！」

　二人のやりとりに由香利たちはたたらを踏ふんだ。

「皆みなさん早く！」

　樋渡さんの声に苛いら立だちは無かった。ただ、部外者を助けねばという強い義務感が、その声こわ色いろと顔付きに溢あふれている。

「構いませんからあなたは先に行ってください」

　ホワイトだ。いつもの澄すましたような声ではない。強い響ひびき。不思議と、こちらの声にも、由香利は使命感のようなものを感じ取った。

「ですが私だけ逃げるわけには……！」

「いいから早く、政府に救きゆう援えんの要よう請せいを。この事態はこの場にいる私たちだけしか知らないんです」

　全職員は他ほかの建屋に眠ねむらされている。外部との連絡は目的を邪魔させないという下らない理由で絶たれている。そんなことで手て遅おくれになったりしたらあまりにもやりきれない。

　樋渡さんは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを浮うかべてから、ホワイトに強く頷うなずくと外へと続く方へ、一歩目から全速力で走り去った。

　由香利は意識を、テトラへ移す。数メートル先。Ｔ字路の分ぶん岐きの上で、彼はこちらを向いていた。その場へ寄ろうとするＢを、緋奈が未いまだに押しとどめている。

「何をしておるのじゃテトラ！」

　怒ど声せい。しかし返ってきたのはあまりに静かな機械の声。

「私は残る」

「なんじゃと!?」

「概がい要ようは理解している。この発電システムを停止する」

「ばかな！　いったいどうやって止めるというのじゃ！」

「レーザーで原子炉の隔かく壁へきを切り開き、直接制せい御ぎよ棒ぼうを差し込む。それならば屋内に放射能が充じゆう満まんしても外部へ漏もれることはない」

　由香利にはわからない。それが大変なことなのか、実現可能なことなのか。

「正気か!?」

「私は機械だ。正気など持ち合わせてはいない」

　彼の答えはいつにも増してそっけなく聞こえた。

「いかん！　お前にはまだやるべきことがあるのじゃ、テトラ！」

「これは最優先事じ項こうだ」

「なんじゃと、誰だれが言った!?」

「麻生博士」

　その名前が彼から聞こえた途と端たん、Ｂはかっと目を見開いた。そして再び目を、怒いかりの形に細めていく。

「愚おろか者が！　麻生は五十年前に死んでおるわ！」

「この国を守れと」

　Ｂの言葉を遮さえぎるように、彼は彼の言葉を紡つむぐ。

「私の記き憶おくに残る、麻生博士の最後の言葉だ。この国はもう二度と、核かくで汚よごしてはならない。戦せん禍かにさらしてはならない。そしてこの命令はあなたの承しよう認にんも得ている」

　Ｂは唇くちびるを嚙かみ。それを嚙み切った。

「麻生……！　貴様は、今なおわしの前に立ちはだかるのか……！」

「こらじじい、早く行くぞ！　あいつに任せろ！　死にたいのか！」

　Ｂの首根っこを引っ摑つかんで引きずる緋奈。

「ホワイト、見てないで手伝え！」

　瞬しゆん間かん、ホワイトがＢの鳩みぞ尾おちに一いち撃げき。抵てい抗こうする力は止やんだ。

「最初からこうすればよかったですね」

「あ……ああ……」

　緋奈は呆あつ気けに取られつつ、崩くずれ落ちる白衣の老体を見た。

　最後の力を振り絞しぼるように、Ｂが苦鳴をもらす。

「この……役立たずめがぁ……！」

「肯こう定ていしよう。私は一人も殺せなかったＴｙｐｅ・Ｇだ」

　テトラが背を向け、初めて会ったあのときのように手を振ふった。そして通路の奥へと消えていった。







「ちょっと待てよ。あいつレーザーなんて撃うてるのか？　発電機とつながってないと……」

　テトラと分かれてすぐ、Ｂを背負った緋奈が疑問を口にした。通路を走りながら、併へい走そうするホワイトへ。

「可能です。残存するエネルギーであれば……五秒の照射。あとは放熱板と冷れい却きやく器きがあの状態ですから、こもった熱が回路を焼き切るのが早いか、エネルギーを使い切るのが早いかです」

「ちょっと待って！　ねえ……！」

　由香利は思わず足を止めた。

「それって、テトラ死んじゃうの!?」

　やや行き過ぎたホワイトたちが、やはり足を止めて振り返る。

「死ぬという表現は妥だ当とうではありません。彼は機械です」

　ホワイトの声。冷静な声。それがむしろ由香利の神経を逆さか撫なでる。

「そんなのだめだよ！　樋渡さん助けを呼びに行ったんでしょ!?　専門家の人が来るまで待てばいいじゃない！」

「もたないでしょうね。あのときデータで見た分では……あと三十分。それを過ぎれば炉ろ心しんが熔とけ始めて誰も手が付けられなくなるでしょう」

「ねえ!?　ミウルスさん、緋奈の魔ま法ほうとか、ミウルスさんの魔法とかで……！」

　それまで黙もくしていたミウルスは、ひどく申し訳なさそうに首を振る。

「そんなことを言われても、私には状じよう況きようがよく理解できないのです……原げん子し炉ろがどういう仕組みで、放射能というものが私たちの力で対処できる問題なのか……」

　悔くやんでいるようだった。ひどく。

「もっとこの世界のことを勉強していれば……」

「ばか、お前は悪くない！　悪いのは結局このじじいと、こんなもの造った奴やつらだろ！」

　手近な壁かべを蹴けっ飛ばして吐はき捨てる緋奈。

「お喋しやべりはほどほどに。急ぎましょう」

「ねぇ、どうしてそんな……テトラのことなんとも思わないの!?」

「彼はもう原子炉へ向かいました。そしてこの事態を収拾できるのは恐おそらく彼だけです。それをどうしろと？」

　世間話でもするように、彼女は首を傾かしげる。

「だから、何とかして……！」

「いいですか。彼はあなたが幻げん想そうするような、どこかに心を隠かくしたロボットではありません。心を持たず、殺せと命令を受ければそれさえ迷わず遂すい行こうする『機械』です」

　由香利は瞳ひとみに雫しずくを溜ためたまま、それでもホワイトを睨にらんだ。仮面の奥に潜ひそんだ冷たい目を。

「違う！　テトラは生きてる！　自分で考えて動いてる！　喋るし……言い方だって機械っぽくない！　うまく言えないけど、ユーモアみたいの、持ってる！」

　しかしそれを聞いたホワイトの答えは冷れい徹てつなものだ。

「そうプログラムされているだけです」

「どうしてわからないのっ!?」

　金切り声。

「それが現実だからです。あなたはここにいる天使や、魔ま族ぞく、魔法など、この世界に本来ありえないものを身近にしすぎて現実を忘れているのではありませんか？」

「現実!?　わかるよそんなの！　私はここにいる！　天使のミウルスさんもここにいる！　緋奈は魔法を使える！　これだって現実！　だからテトラだっているんじゃない！　生きているテトラが！」

　ぱんっ──。

　衝しよう撃げきが由香利の頰ほおにあたる。痛みに気付いたときには、ホワイトはその手を下ろしていた。そして溜ため息いきを一つ。

「いつまでのぼせているつもりですか」

「のぼせてなんかっ……！」

　由香利の目に涙なみだが浮うき、視界をぼやけさせた。胸の奥がつかえる様な感じ。泣きそうになり、喉のどがつまる。

「では聞かせてください。あなたは本当に、その身勝手なヒューマニズムで数百万という人々の生活を危険にさらすつもりですか？　住み慣れた町を、家を、土地を放射能に追いやられ、路頭に迷うその人々の姿を想像できますか？　この発電所に関係する人たちがそのためにどれだけ奔ほん走そうしなければならないかは？　あなたに、その責任は取れるのですか？」

　怯おびえたような泣き顔で、由香利は小さく震ふるえた。

「取れるというなら、その方法を今この場で言ってみなさいっ!!」

　最後は──最後だけは、明らかな怒いかりの声だった。

　由香利は泣いていた。

「もう……そのくらいで……」

　ミウルスが由香利の肩かたを抱だき、寄り添そう。

　幾いく分ぶんゆっくりと。靴くつ音おとたちは再び響ひびき始めた。







　ゴッ！

　左ひだり腕うでによる二ふた振ふり目の打だ突とつで最後のドアは折れ曲がり、レールを外れて原げん子し炉ろ室へ倒たおれ込む。右前まえ脚あし一歩。打ち破ったドアを踏ふみしめる。ジョイントのいかれた左の後ろ脚を引きずってもう一歩。

　原子炉室内を観測。気温四十二度。湿しつ度ど百パーセント。放射線量──戦せん闘とうによるショックで計測不能。しかし過多を確かく認にん。

　目標を確認。サーモグラフ。十時方向の異常な熱源。前進。

　テトラの眼前に、複雑にパイプが接合された巨きよ大だいな壁かべが立ちはだかる。

　制せい御ぎよ棒ぼうの位置確認。

　テトラが見つけたそこには、壁に小さな穴が開いていた。掘くつ削さくなどではなく、熔とけて開いた穴が。幾いく分ぶん離はなれた箇か所しよにもう一つ。壁へき面めんの一部から猛もう烈れつな勢いで蒸気が噴ふん出しゆつしている。

　テトラはそれらを光学センサと超ちよう音おん波ば走査により捕らえる。穴の向いた方角は、紛まぎれもなく発電機室。それの向かった先は……。

　図面照合。

　テトラの電子頭脳の中で、一方は制御棒を直ちよく撃げきしていた。それにより、反応を加速させる状態でシリンダーが停止していると予測される。そしてもう一方は冷れい却きやく水すいの配管などではなく、炉ろ心しんを直撃している。二つとも、炉心を覆おおうコンクリート壁へきの中での話だ。

　そこに到いたる方法を確認。

　唯ゆい一いつ、エレベーター付近に鉄てつ扉ぴがあるが、簡易点検用のものに過ぎない。データによれば検査時には上部の隔かく壁へきを、屋根をはがすようにして、クレーンで持ち上げるのだ。

　当初想定したとおり、この位置から隔壁を切り開く必要があるとの結論。

　施し設せつからの放射能の流出を食い止めること──すなわち制御棒を押し込むことが最優先事じ項こう。

　右みぎ腕うでに装着された並行する三本の棒。それを壁に向ける。

　回路の接続。放射。

　同時、戦闘で何かしらが破損していたテトラの右腕が肩かた口ぐちから吹ふき飛んだ。激しい電光を散らし、異形の腕うでが床ゆかに乾かわいた金属音を立てる。

　レーザー使用不能。

　それを判断するや、テトラはまたも左腕を振り上げる。硬こう質しつなコンクリート壁へ渾こん身しんの一いち撃げき。壁に薄うすいひびが入る。と共に、マニュピレーターが圧あつ壊かいした。

　テトラは構わない。同じ動きをもう一度。

　そして人間で言えば手首の部分までが砕くだけ散る。

　もう一度。

　もう一度。

　もう一度──。







　一番最初の金属探知機を潜くぐり抜ぬける。ガラス越ごしの敷しき地ちに、建屋内のことなど噓うそのような穏おだやかな景色が広がっていた。

「待ってください！」

　それまで後ろを走っていたミウルスが悲鳴じみた声を上げる。

「なんだよ、もう外だってのに！」

「由香利が！」

　さっ、と緋奈の顔色が青ざめた。

「非常階段までは一いつ緒しよにいました！　そうですよね緋奈!?」

「あの馬ば鹿かっ……まさかテトラのところに」

　緋奈は背負ったＢを投げるようにミウルスへ預け、駆かけ出そうとする。が、途と端たんにシャッターが下りてきた。

「なっ……！」

　そこへ小さな金属製の箱を持った樋渡さんが駆け込んでくる。

「みなさん、まだこんなところにいたんですか!?　早く外へ！」

「待てよおい！　これはなんだ！」

「外との連れん絡らくがつながったんです！　外部からセキュリティを回復させて……」

　言いかけ、彼は何かに気付く。

「あの子はどうしました？」

「だからっ！　いないんだよ！　捜さがしに行く、さっさと開けろ！」

　彼はつらそうな顔をして。しかし次には辛しん辣らつな顔できっぱりと言い切った。

「できません」

「ふざけるなよ……由香利はロボットと違ちがうんだぞ！」

　摑つかみかかろうとする緋奈。しかしホワイトがそれをさせない。

「むやみに原げん子し炉ろへ近づいたりしなければ、当面は大だい丈じよう夫ぶのはずです」

「あいつはそんな大人しいやつじゃない！　はぐれたんじゃない、絶対テトラのところへ行ったんだ！　開けろ！　開けなきゃあたしが吹き飛ばすぞ！」

「これを」

　樋渡さんは答えるかわり、申し訳なさそうに携たずさえていたその箱に付いたメーターを示した。

「まだ人間に害はありませんが、屋内で検出されるには不自然な数値です。放射能が漏もれ出しています……」

　緋奈は。

　ゆっくりとその場にひざまずいた。

「さあ、行きましょう」

　ホワイトがその手を摑もうとするが。

「……だ」

「……？」

「いやだ」

　緋奈は床を向いたまま呟つぶやき、ゆらりと立ち上がった。

「……また同じことを言わせるつもりですか？　確かに今のあなたならば、魔ま法ほうで全すべてのシャッターを破は壊かいしてでも救助に行けるでしょう。ですがその結果は……」

「由香利はあたしの、生しよう涯がいに一人の友達だ。たとえ他ほかの誰だれが天てん秤びんにかかったとしても、あたしは由香利を取る……だったら、顔も知らない何百万の人間なんざ知ったことかよ」

　暗い。それはまるで挑ちよう発はつするような目付き。

「本気で言っているのですか？」

「知らなかったら教えてやる」

「緋奈っ!?」

　ミウルスが止める間もなく、緋奈は振ふり返りざまにステッキを振り、眼前のシャッターを爆ばく砕さいした。

「ヤクザは嫌きらわれなくちゃ飯を食って行けねえんだよ──！」

　その凄すさまじい笑えみに、誰とは言わず息を吞のんだ。

　そして次には、緋奈の姿はもう見えなくなっていた。

（なるほど……確かにあのＡエンジエＫルナイトは桁けた外はずれのようですね）

　ホワイトはいつの間にか汗あせばんでいた己おのれの手に気付き、そっと緊きん張ちようの溜ため息いきをついた。聖四天の中でも、あのマリアクレセルが目を付けたエンジェルナイト。

「あ、あの……わた……私も……」

　混乱した目の前の天使ミウルスが、言いたいことも言葉に出来ず、しきりに右往左往する。

　自分の加護するエンジェルナイトがあのようなふるまいをすれば無理もないだろうか。ホワイトはその肩かたに軽く手を置いた。

「え？　え……？」

「あとは主の御み心こころに任せましょう。あなたの選んだエンジェルナイトです」

「あ……う……」

　ミウルスは一いつ瞬しゆん、不思議そうな顔をしたが……何も言ってはこなかった。







（いた……）

　サウナのような熱気を浴びながら、由香利はそこにテトラの姿を見つけ出す。蒸気に煙けむる視界の向こう、壊こわれた左ひだり腕うでで狂くるったように壁かべを叩たたき続けるテトラを見て、哀あわれみを……身勝手なヒューマニズムと言われても。

　哀れみを感じた。

　人間が勝手に造って。それも戦争などというくだらないことのために造られて。それなのに人間の勝手で壊されてしまう。たとえ今の世の中全てがそうなのだとしても。人間の都合でしか動かない世の中だとしても。
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　今は。

　今だけは。そんなの、絶対に間ま違ちがってると思った。許せなかった。

　そんな思いに駆かられて、歩みを進める。

「ぁ……」

　なぜだろう。さっきから妙みように足が重い。頭が痛い。いくら息をしても空気が入ってこない。気を抜ぬくと倒たおれそうだった。

　それでも由香利は前に進んだ。

「て……とら……」

　呼びかけに、彼が振り返る。しかし由香利に見えたのはそこまでだった。







（うるさいっ……！）

　非常ベルの音が耳の奥にこびりつき、もはや頭の中でよくわからない音色となっていた。

　エレベーターなどまどろっこしくて使っていられない。緋奈は非常ドアを蹴け破やぶり、階段を一ひと蹴けりで中二階へ、宙に浮ういたまま手すりを強ごう引いんに引き寄せ百八十度の方向転てん換かん、次の一蹴りで二階へ上がり、もう一度非常ドアを打ち破る。

　突とつ如じよ、非常ベルが小刻みな電子音に変わった。警報が二段階目に突とつ入にゆうしたらしい。恐おそらくもう時間が無い。

　テトラは何をやっている!?

　緋奈はこれまでの戦せん闘とうでも出したかどうかわからぬほどの勢いで廊ろう下かを駆け抜けた。疾しつ風ぷう。その表現しか当てはまらぬほど。

　直角の曲がり角は床ゆかではなく壁を蹴って慣性をねじ伏ふせる。瞬まばたきする間に鼻先まで近づいたシャッターに、腰こしだめからステッキを突つき出し、破は砕さい。妖よう精せいのごとく身を翻ひるがえし、わずかな隙すき間まからそれを潜くぐり抜ける。金属片へんが白い肌はだに幾いく筋すじの朱しゆを浮かせようとも、前しか見ない彼女には痛みすら届かない。

（見えたっ──）

　気密室、空気シャワー室のドア、その全すべてが破られていた。

「っ!?」

　室内に飛び込んだ勢いの分だけ、空気が熱風となって押し寄せてくる。どこからか吹ふき出す蒸気が視界の先で霞かすみがかっている。

「由香利っ!!」

　力の限り怒ど鳴なる。返事はないが、すぐにその原因がわかった。床に倒れている。駆け寄って、抱だき起こす。

「由香利！　おい！　由香利っ……!?」

　目を開かない。言葉を発しない。小さく震ふるえている。呼吸も弱い。

　急いで連れ出さなければ──。

　そのとき聞こえてきた規則的な音。

　それはあまりに愚ぐ直ちよくな光景だった。哀かなしいくらい滑こつ稽けいだった。小山ほどもある壁に向かい、テトラが、穴を開けようとしている。半ばまで潰つぶれてしまった腕うでを叩きつけ。しかしそこまでして壁は、一センチもえぐれているように見えない。

（なんで……そこまでして……）

　機械だからだ。それはわかっている。だから諦あきらめることを知らない。命令されれば壊れるまでそうする。当たり前のことなのに。

「ひ……な……？」

　テトラに気を取られるうち、腕の中では由香利が目を開けていた。

「由香利!?　大だい丈じよう夫ぶか、すぐ……」

「てとら、助けてあげて……」

「由香利……？」

「てとら、かわいそう……だよ。わたしは、へいき……だから……」

　噓うそをつけ！　だったらどうして、あたしの方を見ない──!!

　あてどなく宙をさまよう瞳ひとみ。焦しよう点てんの合わぬ彼女の瞳を見つめたまま。緋奈は声を出せなかった。

　すぐまた眠ねむりに落ちてしまった由香利を強く抱きしめる。

　まだ死んではいない。どんなことをしてでも助ける。手足を失おうと、命を捨てようと。助けたい。でも、もう……？

　その由香利は自身を平気と偽いつわった。見えていないことは気付いていたはずなのに。それでもテトラを託たくした。彼テトラは身をもって己おのれの使命を果たそうとしている。彼自身も、不可能とわかっているはずなのに。

　彼女の意思が、己の命よりもそうだというのなら。その彼の意思が、ただ己の使命のみというのなら。

　黄色の回転灯も蛍けい光こう灯とうも消え、転てん瞬しゆん、ただ赤い明かりだけが点ともった。警報は直後に、死者の眠りも妨さまたげるような一定音のブザーに切り替かわる。

　小さく喘あえぐ由香利をその場に横たえ、緋奈はテトラの背後に立った。彼は打だ撃げきを中止してこちらを向く。

「この壁を壊せばいいんだな？」

　レンズがピントを合わせるように、その場で一度回転した。

「……距きよ離りを置け。この距離では余波で自じ爆ばくする」

「近い方が効く」

「人間には命がある。粗そ末まつにするな」

「機械にもある。あたしの親友はそう信じてる。だからどけ」

　警報など意に介かいさぬ静かなやり取りの後。彼が言葉の意味を理解したかはわからない。だが、譲ゆずったのはテトラだった。

「あたしはこれをぶち破る。でも中のことはよくわからない。だから、その後はお前に任せる」

「……了りよう解かいした」

　警報の中、テトラが遠ざかっていく。彼は途と中ちゆうで由香利を拾い上げると、緋奈からは死角となる物もの陰かげにその体を下ろした。

　気が利きくポンコツだな、と思った。

　緋奈の頭上で壁かべの一部が砕くだけた。裂さけ目めから、さらに大量の蒸気が轟ごう音おんを伴ともなって吹き出してくる。

　もう時間が無いのだろう。そう、後に続くテトラの出番も考えれば、機会は一度。

　壁へき面めんを見み据すえる。この隔かく壁へきの厚さはわからない。破った途と端たんにここからも蒸気が吹き出してくるかもしれない。

　いや、うまくいく。絶対。

　由香利は、きっとミウルスが治してくれる。由香利の好きなテトラも、じじいが直す。直させる。全すべて元通りになる。絶対。

　自身に言い聞かせ、気を静める。

　集中する。もう警報の音は聞こえない。目を閉じる。一面の赤も見えなくなる。どこかで新たな裂け目が出来るのも、気配で感じるだけ。

　大丈夫。大丈夫。絶対、うまくいく。

　でも──。

　もしもだめだったら──。

　緋奈はうっすらと開けた瞳で、目標を定めた。

　──そのときは、ミウルスのような人のいい奴やつに難なん儀ぎを押し付け、自分をエンジェルナイトに仕立て、挙句……こんな結果を招いた神──。

　そう、たとえ神だろうと、あたしはケンカを売ってやる──!!

「消えてなくなれぇえッ──!!」

　緋奈はステッキを、テトラの穿うがった壁面に突つき立てた。
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　制せい御ぎよ棒ぼうの操作は完了した。プログラムの中では、これで原げん子し炉ろは沈ちん静せい化かへ向かうはずである。警報は鳴り続けているが、空気中に漂ただよう放射線濃のう度どを検知してのことだろうから、止めようはない。

　テトラが暗がりから出てくると、一面に散乱しているのはコンクリート片へんだった。ラピティアと称しようされる少女は、実に百九十センチという厚さの特とく殊しゆコンクリート壁へきをわずか一撃で打ち砕いた。

　その少女は、テトラが出てきた穴の真向かい……爆圧によって吹ふき飛ばされた十メートルほど先で、気を失っている。もうラピティアの姿ではない。ところどころ出血していることを除けば、普ふ通つうの少女だ。

　歩く。先ほど自分が移動させた少女は、さらに脈が弱くなっていた。いや、変身を解いたラピティアもそれは同様だった。この少女と同じ症しよう状じようが出始めている。

　急性放射能中毒。

　最初の少女に続き、ラピティアに向けての二度目の判断だった。

　エネルギー残量の確かく認にん。一パーセント未満。

　全力打撃に加え、焼きついたシリンダーを押し込んだ際の高こう負ふ荷かによる結果だった。そして二人の少女を持って外に向かうには……それは明らかに不足している。そして腕うでは一本きり。うまく運ぶ方法を検けん索さくするが、見つからない。

　そのとき。

　カメラに映る全てのものが、赤から青に染まった。

　光学センサ診しん断だん。

　正常。

　それが人ひと影かげを捕とらえる。倒たおれた少女の前に、人影が浮ういていた。床ゆかから十センチほどの空中。

　真白いローブに身を包んでいる。癖くせのない肩かた口ぐちまでの赤い髪かみ。手に、その身みの丈たけほどもある錫しやく杖じよう。倒れる二人の少女と同じ年とし頃ごろの、しかし凍いてつくような冷めた表情の少女。

　サーモグラフはその体温を捕らえられない。超ちよう音おん波ぱ走査もそこには何も映さない。しかし光学センサだけが、一面の青の中、少女を形作る色だけを捕らえていた。

　データがあった。発電機室でラピティアに最後の一撃を喰くらったとき。同じではないがこれと似た淡いブルーを観測している。

　しかしこの少女自体はデータにない。

「時を止めています。あなたと、私を除いて」

「……」

「少し、お話をしましょう」

　そう言うと、少女は床に降り立った。

「久しぶりですね」

　データ再照合。当とう該がいデータなし。

「そうでしょう。私が会ったのはあなたがまだ空っぽだった頃ころ。起動する以前のことです。そのとき私は、今と同じように麻生高たか嶺みねとお話をしました」

「……」

「彼は悩なやんでいました。あなたを人を殺すための道具として造ることに。そして今、Ｂと名乗っている彼は高嶺以上に」

「……」

「私は高嶺に言いました。今は人を殺すための機械であっても、後の世に彼は必要だと。そして高嶺は私のことは話さず、Ｂ……中なか江え馬ば竜りゆうを説得し、あなたを造りあげました。そのときの馬竜は最後まで納なつ得とくしませんでしたが……今は様々な存在を知り、薄うす々うすと気付いているのかもしれません。だから先ほども強きよう硬こうに反対したのでしょう」

「……」

「もう一つ、あなたには話しておきましょう。記き憶おくしなさい。今、世の流れは分ぶん岐き点てんに差し掛かかりつつあります。分岐した先の一つは人類の破は滅めつ。もう一つは、魔まの破滅。魔族と名乗る者たちと、我々、天界にある者の破滅です」

「……」

「分岐点で流れは激しく乱れます。そこにおいてあなたは重要な役目を果たします。そしてこの二人は……」

　彼女は錫杖を一度、倒れた少女たちへ向けて振ふった。その体が、淡あわい白色の光に包まれる。

「あなた以上に。そう……流れがどちらへ進むにしても。あなたはどちらを選びますか？」

　答えは簡潔。

「命令の優先順位に従い、行動する」

　少女はゆっくりと、しかも微かすかに頷うなずいた。

「この少女の想おもいに応こたえ、あなたに心を与あたえようとも思ったのですが……それは止やめましょう。あなたは純じゆん粋すいです。善悪がない」

「……」

「悪いと言われても、それは人間が悪いと思っているだけ。正しいことも同様。あなたは人間や、これから会うであろう天使、魔族に何を言われても……優先順位のみを自分で判断し、動きなさい。あなたにはそれができます。高嶺はそのような頭脳をあなたに。行動に耐たえうる体を、馬竜が再び与えてくれます」

　少女はそっとテトラに近づくと、その頭を撫なでた。

　テトラ・システム──限定起動解除。

　少女が手を離す。そしてテトラの体も淡い白光に包まれた。

「怒いかりをも純粋な力に変えられる、歴代唯ゆい一いつのエンジェルナイト。魔と、科学とをともに知った唯一の人間。そして無む垢くの中に真実の魔と人間とを刻み込む唯一の天使。他ほかにも……あなたのまわりにはそんな者達ばかりです。しかし忘れないでください。あなたもまた……人類にも、魔にも。全く傾けい向こうしない唯一の存在なのですから」

「……」

　少女は口元だけをわずかに緩ゆるめた。

「行きなさい。人の子に造られた者──」

　少女は消えた。風景が青から、本来の色を取り戻もどす。

　状況確かく認にん。

　両りよう腕うでが完全に直っていた。一パーセント以下まで減っていたエネルギーは、現在フルまで回復している。

　テトラは、未まだ白い光に包まれた二人の少女を──今は穏おだやかな寝ね息いきをたてる二人を左右の腕に抱だき上げると、迷わずその場を後にした。




　三人が去った後。

　原げん子し炉ろ室に一度だけ白光が満たされた。

　しかしそれを見た者はいない。
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「由香利っ──!?」

　掛かけ布ぬのをはぐった緋ひ奈なの目に真っ先に目に飛び込んだのは……プレステ２のコントローラーを持ったままきょとんとする、ミウルスの顔だった。

　コントローラーの線を辿たどると本体に。そのコードを辿るとテレビに。そして自分の部屋にいることに気付く。

「あれ？　じゃないっ！　由香利はどうしっ……」

　ミウルスが微笑ほほえむ。

「大だい丈じよう夫ぶなのです。私が家まで送ってきましたから」

「……ってことは、お前が治してくれたんだな？」

「へ？」

　目をぱちくりさせるミウルス。

「だから、由香利……苦しそうにしてただろ？」

「全然……普ふ通つうに寝ねてたのですけど」

　そんなはずがない。あのときの由香利は明らかにおかしかった。

「じゃあ、あたしは？　テトラはどうした？　原発は……」

「一いつ遍ぺんに言われてもですね……」

　しばし言葉を整理するように間をおいてから、ミウルスが言った。

「ホワイトたちと、車を置いてきた場所で待っていたのです。そしたら、テトラが緋奈たちを運んできました」

「運んできた？　どうやって？」

「どうって……こう、抱かかえるように」

　ミウルスが両りよう腕うでを腰こしに当ててみせる。丸太でも抱えるように。だが、最後に緋奈が見たテトラは片腕で、その腕さえも半分も潰つぶれていた。

　緋奈は唐とう突とつにテレビのリモコンを手にする。片かたっ端ぱしからチャンネルを切り替かえていくと、ちょうど深夜のニュースをやっていた。

　しかし取り上げられているのは政治団体による抗こう争そうの様子。後に放射能漏もれのことが取り上げられたがそれらは誤報であると。そして侵しん入にゆう者しやについてのそれは流れない。警備に対する住民の不信感をあおらぬためか。それきり話題は政治家の汚お職しよくへと移って行った。

　緋奈は自分の手を見つめる。

　確かに、隔かく壁へきをぶち抜ぬいた。そこまでははっきりと記き憶おくがある。その感覚をこの手の内に思い出せるほど。ならば、どれほどの隠いん蔽ぺいがあったとて隠かくし通せるものではない。

　修復……された？

　緋奈が知る限り、そんなことが出来るのは。

「なあ、お前の上司来なかったか？」

「じょう……なんて言い方をするのですか。マリアクレセル様は……」

　そこで言いよどんだ。心当たりがあるらしい。

「お会いしたわけではないのですけど……そんな気配はあったようななかったような」

　つまり……。緋奈は唇くちびるを嚙かんだ。

　いつでもやり直せる状じよう況きようの中で、自分や、由香利は、命を懸かけていたのだ。

　いや、今となればそれはむしろ有難い。後あと腐くされがないのだから。だが、そうだとしてもだ。これではあまりに自分たちが惨みじめではないか？

「なあ」

「なんでしょう？」

「お前の修しゆ行ぎようって、なんだ？　修行するために、お前の上司はお前をこっちにいさせてるんだよな？」

「……どうしたのですか、突とつ然ぜん」

「お前の上司、なんか企たくらんでないか？」

「なっ！　なんて失礼な！　マリアクレセル様を侮ぶ辱じよくするのは許せないのです！」

　久しぶりに見た、ミウルスの本気の怒いかり。

　しかしまあ……それをこちらに言い換かえれば、由香利を馬ば鹿かにされたようなものだろうか。ミウルスはそれだけ、あの赤毛の少女を敬愛しているのだと考える。

「いや、悪かったよ。ちょっと気になっただけだからさ」







　でも、どうして来てくれないんだ？　もっと早くに……。

　翌日の放課後になっても、緋奈は部室の椅い子すに背もたれて、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　窓から見える校舎の屋上。広い。大きい。それに重なる、魔ま族ぞくとの戦いで傷ついた光景。

　人間の手で直せばどれだけの時間と労力が必要だっただろう──。

　そして緋奈は思い至った。当たり前のことだと。

　聖四天はそれほどの力を持っているのだから。自重するのは当然として、修行のためにも困難はこちらに任せる。そう考えれば筋は通った。成功したからこそ、魔族と戦ったときには学校を、今回は原げん子し炉ろを直してくれた。しかし同時に考える。失敗していたら？

　今一度見上げる学校の屋上。朝焼けの中で見た、彼女の静せい謐ひつな表情を思い出す。完かん璧ぺきなる秩ちつ序じよ……とでも言えばいいのだろうか。ささいな情や何かでは揺ゆるがないもの。

　ややも寒気を覚える。

「どうしたの緋奈？」

　振ふり返ると、部室へ入ってきたのはいつもの三人。由香利は元気そうだ。テトラが無事と聞いて今朝は抱だきつかれた。

「昨日、えらい大変やったってな」

　圭一。いつもと変わらぬ人好きのする笑え顔がお。

「でも与謝野さんてほんとにすごいよね」

　由香利から何をどう聞かされたのか──それでも、清次の言葉に少し心躍おどらせる。

「まあな」

　もっと威い張ばることも出来たがそれはしない。ミスターＢが魔ま族ぞくより貰もらった知能で事を起こすように。それを食い止める自分も天界から貰った力。本当にすごいのは──。

（マリアクレセル……）

　彼女自身。あるいは、そのような存在を知ってしまったことなのかもしれない。

「あ、そうだ緋奈。今日の朝ね、ミウルスさんにメール送ったんだけど返事が来ないの。どうかしたの？」

「ん？　ああ、あいつは今帰ってるから」

「帰るって……どこにや？」

　緋奈は人差し指を部室の天てん井じようへ向けた。

「天界」

「なんで!?　もしかして任務終しゆう了りようとか……」

「違ちがう違う。ホンチャンの神様になるのに試験受けるんだってさ。一週間ぐらいしたら戻もどってくるって」

「その間にミスターＢが来たらどうするの？」

　清次の問いには、携けい帯たい電話のメール画面を見せる。三人は小さな画面に顔を寄せ合った。

『しばし休戦する。よってそちらも、こちらの研究所の場所など嗅かぎまわらぬこと。無視した場合はそちらの写真をばら撒まく。仮面の騎き士し代表・レッド』

「なんちゅう一方的な……ま、ヒナヒナにしてみれば最後の一言に説得力があるんやろうけどな」

「そういうことだ。あ、あとお前たちに伝言」

　画面を切り替かえると。

『帰って来た日にはもう、ミウルス様と呼んでもらわなくては困りますね、ええ。女神様でも大いに結構って感じなのです。未来の聖四天・ミウルス』

「あかんわ……俺、あれや。皮算用って言葉がちらっと……」

「私も……」

「僕も……」

　感じることはみんな一いつ緒しよのようだ。

「ま、あたしも少しのんびりするよ」

　彼女が落第してきたらなんと言っていじめてやろうか。緋奈はそんなことを考えながら。

　ゆっくり、伸のびをした。

[image: ]







　Ｂは研究室で、モニターに映る白黒画像に見入っている。ノイズ混じりの静止画像には、ローブをまとう少女の姿があった。

「そうか……お前も赤い髪かみの少女に会ったか」

　ととと。たた。じーっ。

「うむ。恐おそらく、彼女が直してくれたのじゃ」

　新たに浮うかんだ文章に首しゆ肯こう。そしてＢは椅い子すの背もたれに体重を預けた。

「魔ま神じんに突とつ入にゆうしたわしを助け、おぬしを助け、原げん子し炉ろを修復し……奴やつの目的はなんじゃ？」

　ちーっ。じっじっ。

「我々、天界にある者……か。魔族を含ふくめ、それを魔と言ったのじゃな？」

　たっ。

　最短のパルス音は肯こう定ていを画面に映した。

「ふむ……レッドたちには悪いが、わしはやはり科学者のようじゃ。世界征せい服ふくは後回しになるやも知れぬな」

　Ｂは机の中からセピア色の、ひび割れた写真を取り出した。自身の思い出さえも色あせた、東京帝てい国こく大学の校庭。白衣姿の二人の青年が肩かたを組んで笑っている。

「……その方が麻生の意思には近いじゃろう。気に入らぬがな」

　麻生。エースと呼ばれた彼。そして決して彼に追いつけなかった自分。Ａにはなれない自分。

　Ｂ──。

　似たような境きよう遇ぐうだった古代ギリシャの数学者になぞらえ、Ｂと呼ばれた。

　追いつく前に、彼はその英知の結けつ晶しようをテトラ・システムとして残し、死んだ。彼の遺ゆい言ごんに従い、テトラをこれまで保管していた。才能への嫉しつ妬と心しんからか、これまで一度も起こしたことは無かったが……ここに至り、Ｂは呟つぶやいた。

「認めるぞ麻生。貴様は天才じゃ。たとえそれが、わしが魔族から知能を貰もらったのと同じように……あの少女によってもたらされたものだとしても。あの時代にわしらにかなう科学者などおらんかった。ゆえに貴様が選ばれた。そして今、わしが選ばれた。そうであろう？」

　Ｂは出したばかりの写真を、そのまま机にしまう。カギの付いた引き出しの、奥の方へ。

「ひとつ違うのは、わしはまだ先を知ることができるということじゃ。知ることこそが科学者の本質……わしは貴様を超こえるぞ、麻生。貴様とわしが作ったこのテトラを使って……真実をこの目にしてやるわい！」

　Ｂは哄こう笑しようしながら席を立つ。そして未いまだ満まん身しん創そう痍いのテトラを残し部屋を出て行った。

　それからテトラはレンズを動かした。机の脚あし。

　異物確かく認にん。

　テトラはレーザー砲ほうをそれに向け、一いつ瞬しゆんだけ放射した。一秒の何十分の一の時間だけ。外見に異常はなかったが、それまで捕とらえていた微び弱じやくな電波が途と絶だえた。







「ばれましたね」

　仮面を着けず、パジャマ姿で自室に待機していたホワイトはヘッドセットを外す。そしてレコーダーからカセットを抜ぬき取ると、それら一式を開けっ放しのスーツケースに片付けた。中に入っているのは衣類ではない。どれもこれも、つや消しの黒に塗ぬられた『お仕事』道具。

「博士も彼女に会っていたとは、驚おどろきです」

　誰だれにともなく呟いて、ホワイトは蓋ふたを閉じた。施せ錠じようし、番号を設定する。無視すればドカン。そういう番号だ。

「これからどうなるんでしょう」

　スーツケースを壁かべ際ぎわに追いやり、ホワイトはベッドに入った。

「とても、楽しみです」







　あとがき







　本来ならば『アナログな遊び』について延々五ページほど書く予定でしたが、技量到らず、時間も足りず。お詫び申し上げます。

　帰ってきたらパソコンのメールに「あとがきは一ページ、今日中に」とありました。今日メールチェックしてなかったらどうなったのかな。とぼけてみようかな。とか思いながら書いてます。日に日に締め切りを縮めてくる担当さん。それに対しこちらも、栄養ドリンクに手を出したり睡眠時間を縮めて身をやつれさせて医者に血を抜かれながら、

「あ……俺って今、作家してる……？」

　などと悦に浸るわけです。倒錯した愛情ですね。

　そんな私めではありますが、今後も懲りずにお付き合いいただければ光栄です。


林　トモアキ　　






古池や、まけるなみかんここにあり（季語・みかん）

あ、あの、あの……じゃー（笑）


愛媛みかん　　


















カバー・口絵・本文イラスト／愛媛みかん

カバー・口絵・本文デザイン／矢部政人










ばいおれんす☆まじかる！




～核かくの花はな咲さく日にち曜よう日び








林はやし トモアキ
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